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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　天空にそびえる巨大な塔を、窓ガラス越しに見つめていた。

　ここは仮想世界のデバッグルーム。便べん宜ぎ上、あの塔の第二五六層ということになっているが、実際には塔そのものと隔かく絶ぜつされた次元に存在している。ササラキ達たちはここからあの塔──『ソード＆マジック・オンライン』の世界を管理しているのだ。

　塔の最下層、第一層にはたくさんの青い光点が見える。

　光点一つ一つがプレイヤーだ。

　一万人以上のプレイヤーが第一層を冒険しているのだ。

　その上の第二層は、未実装の完全な空白地帯となっていた。

　過去形である。今は違う。ササラキが仲間と一緒に第二層をつくった。

　ササラキは、ゲームマスターだからだ。『お客様の中にゲームマスター様はいらっしゃいませんか』的な経緯だ。運営が全員逃げてサービス終了寸前だったゲームを救うためにササラキがゲームマスターを引き受けたのだ。

　今もサービス終了のピンチである。

　黒い壁にかかったアナログな日めくりカレンダーに『残り九日！』とある。

　この仮想世界はスポンサーとの契約により、アクティブプレイヤー数が一万人を下回った時点で即時終了する。即日である。データはすべて消去される。バックアップはない。そんなお金はないからだ。

　だからササラキはがんばった。

　仲間と過ごしたこの世界を守るために、がんばった。

　このバグと未実装と未調整でいっぱいの仮想世界の支配者としてがんばった。ファジー極まる世界創世ツールを用いて四苦八苦しながら作り上げた第二層『果てなき大おお海うな原ばらの果て』は、つい先日、完成した。

　およそ十キロ四方の海にぽつぽつと浮かぶ島々には、街の施設が点在している。島の間の移動は、泳ぎだ。船は実装できなかった。造船したが、何度テストしても甲板からプレイヤーが投げ出された。

　だからプレイヤーは泳ぎが必須で、水着を標準装備にした。

　海や島などの地形だけでなくＮＰＣもたくさん配置した。店員の七十五パーセントは水着のお姉ちゃんだ。ビキニにワンピースにセパレート。あとの二十五パーセントは女性向けのイケメンＮＰＣだ。だいたいビキニパンツだ。

　ダンジョンも作った。テンプレートを元に七十二個のダンジョンを配置した。すべて、海の底にある。水着を着たプレイヤーは六〇分、息継ぎなしで泳げる。すなわちダンジョンアタックに、制限時間がある。

　制限時間の概念は、プレイヤーに新しい楽しみをもたらすはずだ。プレイヤーから人気が出て、評判が立って、アクティブプレイヤーも増えて、ゲームは終了せずに済む、という目算だった。

　だが問題がひとつ発生した。

　根本的で致命的でクソゲー的な問題だ。




「…………………………誰も、第二層に来ない」




　ゲームマスター専用ツール《マスタースクリーン》を操作して、プレイヤーの数を表示させてみる。第一層には一○一○八人。第二層はゼロだ。プレイヤーが第二層にいっこうに来ない。

「第一層を誰かがクリアしないと、第二層には来れないのよね」

　隣に立つ銀髪の少女、アリスがつぶやいた。

　彼女はササラキの仲間のゲームマスターだ。外見はどう見ても小学生か、よくて中学生ぐらいだが、見た目と不相応にベテランの知識を持っている。ササラキをゲームマスターの世界に引きずり込んだのも彼女だった。

「ラストダンジョンの制限は外したんだよね？」

　ササラキが確認する。第一層のラストダンジョンには、一週間に一回しか攻略できないように制限をかけていた。第二層の実装前にクリアされると、第二層がないこと、運営の手抜きがバレてしまうからだ。

　秘密を守るためにモンスターを操ってプレイヤーを皆殺しにしたこともある。

　今は、その必要がなくなり、逆に攻略してもらわないといけない。

「そうよ、制限さえ外せばあの攻略ギルドが何とかすると思ったんだけど……」

　攻略ギルド、ギルドネーム《星の輝きを求めて》。この仮想世界で最も真面目まじめかつ真剣にゲームを攻略しようとするギルドだ。ササラキは彼らと何度か会ったことがある。ちなみにラストダンジョンで皆殺しにした人たちでもある。

　ギルドマスターはユタンガという名前の熱血風な戦士だ。

「この前の事件で嫌になって、やめちゃったとか？」

　第一層の全プレイヤーがいろいろあって蒸発死亡したできごとだ。

「蒸発死亡したぐらいでゲームをやめるヤワな連中じゃないわ」

「ものすごい言いぐさだね！」

「あるかどうかもわからないラストダンジョンのために何万回も山肌を調べた連中よ」

「……そう言われれば、確かに凄すごいかも」

　絶対に見つからないよう隠されたラストダンジョンの入口。それを、気が遠くなるほど退屈な探索作業を繰り返かえして見つけたのはティオリスという女の子だった。絶対に諦めない、そしてちょっと思い込みが激しそうな子だった。

　たしかに彼女がゲームをやめてしまう姿はちょっと想像しづらい。

「ササラキ、ちょっと様子を見てきてくれない？　リズナも連れて」

「了解だけど……リズナも連れて行くの？　蒸発させた張本人だよ？」

　虐ぎやく殺さつの女神とは彼女のことだ。

　全プレイヤーから畏い怖ふされている。

「だってあのギルド英雄志向のプレイヤーが多いでしょ」

「だから？」

「仲間の仇かたきを降臨させて挑発したらやる気が出るかもしれないわ」

「……僕らってほんとに悪役だね」

「あら、わかってることでしょ？」

　アリスはぱちりとウインクした。

「ゲームマスターっていうのは悪魔なのよ──特に、クソゲーのゲームマスターはね」





　＊　＊　＊






　リズナと二人で《星の輝きを求めて》のギルドハウスに向かった。

「うーん、今日もいい天気だねササラキくん！」












　元気いっぱいにのびをしてショートの髪を揺らしながらリズナが言った。

「そうだね」

「なんだかこう、太陽の光を浴びてしゅわーって溶けそうだよね」

「そうかな」

「溶けてみたいなー」

「興きよう味み津しん々しんな目で見られても困るよ!?」

　リズナはだいたい常に新しい死に方を模索している。

「で、場所はどこだっけ？」

「すぐそこだよ、レンガ通りの真ん中だって」

　街の中心部から徒歩五分、住宅エリアのいちばんいい場所にある大きな家──というか集会所だ。このゲームではおよそ十種類の家が用意されているが、そのうち三番目に高価な《ラージフォートレス》タイプの家だ。

　最大居住人数は百八十人。中庭には訓練用のサンドバッグやら弓の的まとやらが置かれていて地ち下か牢ろうもある。地下牢にはアンデッドがリスポン発生する。放っておくと家全体を覆おおい尽くす。幽霊屋敷である。

　明らかに設定ミスだが、彼らは幽霊も訓練に利用していると聞いたことがある。

　たくましいギルドだ。頼もしい限りだ。

　その玄関、かんぬきのある大きな鋼こう鉄てつの扉の前に来た。

　が、ひっそりと静かだ。門番はいないし中に人の気配は少ない。

「何かあったのかな」

「中で連続殺人事件が起こったのかな？」

　リズナの発想は殺人的だ。

「いや、殺人事件が起きても復活するじゃん」

「あ、そっか。とりあえずお邪魔してみよ」

　リズナがコンコンと丁寧に扉をノックしたが返事がない。

「開かないね。しょうがないね！」

　リズナが背負っていた巨大ハンマーをノーモーションで振り下ろした。木と金属がひしゃげる凄すさまじい轟ごう音おんと共に、ドアが崩ほう壊かいした。耐久力を失ったドアが、きらきらと綺き麗れいな光を発しながら消滅していく。

「どうしたのササラキ君、顔を手で覆って天を仰いで」

「いや……うん……空が青いなあって思って」

「青いよねー」

　からからと笑うリズナだった。

　とにかく家に入る。

　中は吹き抜けのホールになっていた。

　辺りを見回してみるが、やはり人はいないようだ。

「みんなログアウトの時間なのかな？」

　どれだけ廃人でも二十四時間ログインし続けることはできない。『仮想世界への傾倒は人間性に悪影響を及ぼす』という政府方針に基づいて、仮想世界の滞在可能時間が、個々人ごとの適正試験により定められているのである。

「いや、こういうギルドは、ローテーション式で数人は常じよう駐ちゆうしてるよ」

　とりあえずいちばん奥の部屋、つまりギルドマスターの部屋に向かう。階段を上がってまた上がって、三階の正面に《マスタールーム》と表札のかかった部屋があった。とりあえずノックすると『……誰だね』と力ない返事がした。男性の声だ。

「怪しいものじゃないです。ただの女神です」

『……既すでに怪しいが、とりあえず入りたまえ』

　ドアを開けると、見覚えのある男性が椅い子すに座っていた。三十代半ばぐらいでいかつい身体をした、プレートメイルを纏まとう戦士。ギルドマスターのユタンガだ。このゲームでも有数の戦士である。

　が、今は椅子にだらりと背をもたれかけて、元気がなさそうだ。

「君たちは──いや、そちらには見覚えがあるな」

「はい、女神です」

　どういう挨あい拶さつだ。ユタンガはフッとキザっぽく笑った。

「虐ぎやく殺さつの女神が──弱った我々の命を刈り取りに来たというわけか」

「弱ってるんですか？」

「ああ。ギルド《星の輝きを求めて》はとても弱っている」

　リズナが眉をひそめた。

「それは、とても困っちゃいます」

「我々は、もっと困っている」

　なんだこの会話。

「何があったんですか？　虐殺事件でみんな逃げちゃったとか？」

　ササラキが聞くとユタンガは首をゆっくりと横に振った。

「いや、我々にはあの程度の理不尽などどうということはない」

「だったらなぜ」

「水着が、いけなかった」

　ユタンガはくやしそうに言った。

「私のギルドは女性メンバーが三十パーセントを占める」

「それで？」

「そのうち胸のつつましやかな女性が七十パーセントを占めていた」

「なるほ……ちょっと待ちやがってください」

　なにをいきなり語り出すのか、この中年男は。

「あの事件で我々は胸の大きな者にのみ水着を配布した」

「なんでそんなバカなまねを」

「誓ちかって言うが、くじ引きの偶然だった」

「それでイカサマを疑われたと」

　おおかたくじ引きのシステムが、悪意で操作されたのだろう。

　このゲームにおける『ランダム』ほど信用のならないものはない。

「残されたつつましやかな女性が『これは差別ですよ！』と暴動を起こした」

「当然ですね」

「特に中心メンバーのティオリスに『信じてましたのに！』と泣かれてしまった」

「たしかに胸は小さかったですね」

「ササラキくん、よく覚えてるんだね」

「いや、他意はないからね!?」

「うんうん」

　リズナが『すべてを許します』的なオーラを発しつつさわやかに笑った。

「そしてギルドは三つの派閥に分かれた。男性陣と、胸の大きい女性と、胸のつつましやかな女性だ」

「でも男性が七十パーセントもいるんでしょう」

「女をなくした男など脆もろいものだ」

「つまり女の子がいなくなって、男のやる気もなくなったと」

「そうとも言う」

　なんとも言えない沈黙が訪れた。ユタンガは窓の外を見つめてつぶやいた。

「我々は──どうすればよかったのだろうな」

「知りませんよ!?」

　だめだこのギルド。





　＊　＊　＊






　デバッグルームに戻ってリズナと一緒に対策を考える。

「名案！　パッド付き水着の配布で解決するんじゃないかな」

「明らかに火に油を注ぐだけだよ!?」

「なにバカ言ってるのよあなたたちは」

　アリスが呆あきれたように言った。

「でも話はわかったわ。リーダーシップの不足で内部分裂が起きたわけね」

　みかん箱に座るアリスが、腕組みをしてふむふむと頷うなずいた。

「足りないのはリーダーシップより頭のネジじゃないかな」

「ＶＲＭＭＯ廃人の頭にネジなんて最初から存在しないわよ」

　事実ではあるがひどい言いぐさだ。

「で、結論から言うとそのリーダーはもうダメね」

「ダメかな？　なんとか仲良くするように調整すれば」

「男女関係のトラブルが一週間やそこらで収まるわけないじゃない」

「うーん、だったらどうするの？」

「決まってるでしょ」

　アリスがちっちっと指を振って楽しげに言った。

「ユタンガとかいうのに代わるリーダーを誕生させるのよ！」

「そっちの方が時間が足りない気がするけど」

「はいはい、リズナさんに名案があります！」

「却下するわ」

「なんでーっ!?」

　などと言い合っているときだった。

『プレイヤー・アズラエルがログインしました』

　無機質なシステム音声がその場に響いた。

　フレンドリストに載っているプレイヤーのログイン通知機能だ。

「アズラエル？　いつもの時間より遅いわね」

「いろいろ考え事をしてたんだよ、きっと」

　リズナが腕組みをしながら言った。

「まあ、うん……考え事はたくさんあるよ……」

　ササラキは力なくため息をついた。

　アズラエルとササラキは喧けん嘩か中である。

　なぜかというと、昨日いろいろあって、ササラキがアズラエルを妊娠させてしまったからだ。もちろん現実ではなく仮想世界の話である。この世界ではキスするだけで妊娠してしまうのだ。

　大きくなったお腹なかを抱えたアズラエルは、

『ばかばか乙女の純潔かえしてよばかササラキのばかああああああぁぁぁぁ！』

　と、泣きながらササラキをだだっこパンチしてきた。そして無敵バリアに跳ね返かえされてダメージが反射して死んだ（子どもは無事だった）。直後にログイン制限時間が来たのでそれ以降は話ができていない。

「アズラエル、まだ怒ってるだろうなあ……」

「なんで？　ちょっと妊娠させただけでしょ？」

「それで怒らない女の子がこの世にいるだろうか（反語）」

　字じ面づらだけ見たら殺されても文句は言えない。

　まあ、この世界、死なないんだけど。

　死んでもすぐ生き返かえるんだけど。

　ちなみに妊娠があるということは当然、出産もある。アリスによると、ササラキとアズラエルのプレイ記録が反映されたＡＩ人工知能が出現するらしい。聞いたアズラエルは卒倒していた。ササラキは力なく笑うしかなかった。

　正直、再ログインすらしてくれないのでは、と不安になったほどだ。

「で、でも戻って来てくれたし、これならなんとかできるかも」

　言いながらササラキはポケットから一つの《データキューブ》を取り出す。昨日フュリーと一緒にデバッグルームを探索して見つけた。フュリー曰いわくこれを使えば妊娠をなかったことにできるパッチ──らしい。

『つまり中絶パッチです☆』

　フュリーが最悪な表現をしていたがもちろん無視した。

　アズラエルにも絶対にその表現は使わないようにしよう。殺されかねない。

「えっと、とりあえずメッセージを送らないと」

　アズラエルに『昨日はごめん。そっち行っていい？　話があるんだ』とメッセージを送って、じっと待つこと数十秒。ピコンと返信の音が上がった。スクリーンにアズラエルからの返答が映し出された。

『ササラキになんて絶対に屈しないんだからっ！』

　なんだこれ。

「いつものアズラエルね」

「そう言われればそうだね……」

　とはいえこうしてるわけにもいかない。あまり時間はないのだ。放っておけばリアル時間で二十四時間で子どもが誕生してしまう。その後も返答がないので、仕方なくアズラエルの現在地をサーチする。ギルドハウスにいるようだった。

「ササラキくん、それ使って、本当にいいの？」

　リズナが問いかけてきた。心配そうな表情だ。

「いいも悪いも、アズラエルが嫌がってるわけだし」

「ちがうよ。わたしはササラキくんのことを言ってるんだよ」

「……え」

「あのね、わたしが言いたいのは」

　リズナが歩いてササラキのそばによってきた。

　そして耳元で、ささやくように言ったのだった。

「好きな女の子といっしょに、子ども──つくりたくないの？」

　耳が爆発するかと思った。そのぐらい衝撃的だった。

「な──ちょ──そもそも僕は別に全然そういうのじゃなくて──っ！」

「そういう反応をするってことはね、まだ迷ってるって証拠なんだよ」

　リズナがくすりと笑った。そしてひらひらと手を振った。

「正直に言えば、アズラエルさんもきっと受け入れてくれるよ！　がんばってね！」

　なにか反論をしようとするが頭がゆだって言葉が出てこなかった。

　アリスがリズナの隣でふうっとため息をついた。

「……私は、あんまりお勧めできないんだけどなあ」





　＊　＊　＊






　ギルド『光と闇の輪舞』のギルドハウスが待ち合わせ場所だった。

　アズラエルを待つ間、ササラキは呼吸を落ち着けていた。

　さっきのリズナの言葉を意識しないようにするためだ。

　アズラエルのことは──もちろん嫌いじゃない。顔を見るだけでどきどきするし、裸の肌をバグで見てしまったときには、全身の血が沸騰するかと思った。率直に言って、リアルで見たどんな女の子よりも、めっちゃくちゃかわいい。

　それを好きだというのだろうか？　よくわからない。

「（でも、だからって、子どもはないよね）」

　未成年である。しかも合意もない。明らかに犯罪である。

　いくら仮想世界だからって、許されることではないのだ。

　だいたい、アズラエル自身が、嫌がっているのだ。

　だからリズナの言うようなことは、願ってはいけないのだ。

　うん、そのとおりだ、よし落ち着いた──いやもう一回深呼吸。

「──ササラキ」

　と、背後から聞き慣れた声がした。

「あ、アズラエル。来てたん──」

　振り返かえった瞬間にササラキは声を失った。アズラエルに意識を奪われた。いつものミニスカ服ではなく、ゆったりとしたお姫様みたいな白いローブをまとっていた。そのお腹なかが大きくふくれているのを見て──一気に鼓動が加速した。

「──うあ」

　抱きしめたい衝動を懸命に我が慢まんした。

　うわ、すごい、なんか──ほんとに、ほんとの、お嫁さんだ。

「──ササラキ？」

「あ、ご、ごめん！　いま落ち着くから！」

　超速で深呼吸をして気分を落ち着ける。そうだ余計なことは考えるな自分。

「も、もういいよ。うん。えっと、アズラエル」

　話しかけようとすると、アズラエルが口を開いた。

「ササラキ、あなたの言い分はわかってるわ」

「あ、う、うん。実は妊娠をなんとかする方法を」

　ササラキの言葉をさえぎってアズラエルが叫んだ。

「ええ。『諦めて僕の味み噌そ汁しるを毎日作ってよ』と言うつもりなのね！」

　一気に落ち着いた。

　これは話を聞かないアズラエルだなと瞬時に確信した。

「そんなの、そんなの作らないもん！　私パン派だもん！」

「うん、わかってる……ん？」

　何か様子がおかしい。












「それに、ぜ、ぜんぜん段階ふんでない！　デートとかご両親に挨あい拶さつとかも！」

「……ええと」

「いきなりすぎるし！　絶対おかしい！　わ、私、そんなに、軽くないし！」

「……あの」

　さっきからアズラエルの言葉になんだか違和感がある。

「だ、だいたいお付き合いだって、きちんとクエスト達成してからで」

「……クエスト達成してたら、いいの？」

「………………………………え？」

　素朴な質問に、アズラエルが一瞬止まった。

　すぐにかあっと頰ほほが赤くなっていく。

「よ……よくないよくないよくないわよ！　もちろん！」

「あ、そ、そうだよね、うん」

　やっぱり誤解だ。うん。単なる言い間違いとかそういうのなのだ。

　アズラエルが目め尻じりにじわりと涙を浮かべ、嗚咽おえつのような声を漏もらす。

「でも残念だけど！　わ、わ、私は絶対に屈しないんだからね!?」

「いやだから」

「いくら私が好きすぎるからって、乙女を騙だまして妊娠させるようなササラキと！」

「人の話を」

「結婚なんて、絶対に認めないもん！　お味み噌そ汁しるも、絶対に作らないんだもん！」

「結婚は既すでにしてるよね」

　アズラエルは涙目で完全にテンパっている。

　というか完全にササラキが故意で妊娠させたことになっている。

「そ、それ以上一歩でも近づいたら死ぬ！　死ぬわよ、子どもと一緒に！」

　腰の剣をシュラリと抜いてそんなことを言うアズラエル。

「あの、死んでもすぐ生き返かえるよね」

　思わず突っ込むとアズラエルが冷静な表情になった。

「……っ!?　な、なんて外げ道どうなのっ！　まさかそこまで計算のうえで──っ！」

　アズラエルの表情が驚きよう愕がくにひきつった。

　一歩後ずさったそのとき、長いドレスに足が引っかかった。『きゃっ』と声をあげて剣を放し、庭に倒れた。放り投げた剣《魔剣グラム》がくるくる回って剣先から落ち、倒れたアズラエルをぐさっと貫いた。

「あ」

『プレイヤー・アズラエルが死亡しました。死因：自じ刃じん（お腹なかの子は無事です）』

　十秒後にアズラエルが目の前で復活した（お腹は大きいままだった）。

　ササラキを呆ぼう然ぜんとした表情でじいっと見つめる。やがて。

「……ふぇっ」

　膝から崩れ落ちると、上を向いて泣き出してしまった。

「ふええん……なんで、なんで、なんで、こうなっちゃうのよおう……っ」

「ちょっ！　ご、ごめん！　大丈夫だからっ！」

　ササラキは胸に刺すような痛みを覚えた。さすがに泣かれてしまうと良心がとがめる。確かにアズラエルからすれば、恋人でもない男と不本意で結婚したうえ、妊娠させられ、出産までして自害した状況なのだ。

　考えてみると本気で悲惨である。

「あの、ごめん、ほんとにごめん、アズラエル」

「あうううう」

「大丈夫、大丈夫だから、妊娠はなんとかなるから」

「ならないもん！　もう産むしかないんだもんっ！」

「なるから！　産まなくていいパッチを見つけてきたから！」

「ふぇ？」

　涙目のままぴたりと止まるアズラエル。

　やっと話をするチャンスだ。ササラキは《データキューブ》を取り出した。

「ほ、ほらコレ！　これで妊娠状態を解除できるんだって！」

「え──解除──？」

　ぱちぱちとまばたきをするアズラエル。

　涙は止まってるみたいだ。よし続けよう。

「うん！　アリスにも確かめてもらったから確実！　噓うそだと思うなら聞いてみて！」

　まだ半信半疑の様子で、じろじろとキューブを見るアズラエル。

「で……でも、ササラキは、そうしたくないんでしょ」

　すんすんと泣きながらアズラエルが言った。

「へ？」

「……だって」

　アズラエルは黒い瞳でササラキをじっと見つめる。

　涙で濡ぬれた瞳だった。濡れそぼった唇が動いた。

「ササラキは私のことが大好きで──子ども、産ませたいんでしょ？」

　耳にＩＣＢＭが着弾した気分だった。

「──────っ!?」

　思いっきり咳せき込みそうになるのを必死でこらえる。いま反応してしまったら、アズラエルの言葉を肯定することになってしまう。致命的だ。あらゆる意味で致命的だ。本当にそうしたいかどうかは別にして。

「（いや──ち、違う、僕は違う！）」

　大きく息を吸う。そして吐く。落ち着け。落ち着け自分。

　何度か言い聞かせてからようやくササラキは口を開いた。

「違う」

「……うそ」

「本当だって」

　まだ訝いぶかしげにササラキを見つめるアズラエル。

「だって、噓うそならパッチなんか持ってこないってば」

「それは、そうだけど……」

　ササラキを上目遣いでじろじろと見つめるアズラエル。

「うーん……でも、確かに聞いたはずなのに……」

「と、とにかくパッチを試してみない？　それで本当かどうかわかるよ」

　アズラエルはササラキと《データキューブ》を交互に睨にらみつけた。

　それから、自分の身を守るように『ぎゅっ』と抱きかかえると。

「……わ、わかった、試すだけなら」

　ほっとしそうになった直後。

　アズラエルがキッとササラキを睨んだ。

「ただし！　もし、もしウソだったら！」

　びしいっとササラキを指差す。

「今度こそ、今度こそ絶対に、許してあげないんだからねっ！」

　ササラキはぼんやりと思った。

　え、妊娠させたのは、許してくれるんだ。
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　その後ササラキは修正パッチの内容をアズラエルに詳しく説明する。

　これは結婚状態にあるプレイヤー二人の間に特定イベント──子どもの育成チュートリアルを発生させるのだという。チュートリアルの最後にプレイヤーの適性テストがあり、不合格だと《育成適正なし》となって、ペナルティとして妊娠状態が解除される。

　そんなわけで二人は街中を歩いてイベント発生ポイントに向かっていた。

「つまり、テストにわざと不合格になればいいってことね」

　アズラエルが納得したように頷うなずいた。

　とりあえず落ち着いている。信用はしてくれているみたいだ。

「でもチュートリアルって一体何をするのかしら？」

「子どもって人工知能ＡＩらしいから、その知識じゃないかな」

　言いながら二人は目的地についた。《ハジマル》の街の外れにあるボロ小屋だ。ＮＰＣは誰も住んでいないようだ。ただ、ぴかぴかの表札がドアについていた。表札にはこう書かれていた。

『腕を組んで入ってください（子育てのエネルギーは二人の愛情です！）』

「なによこれ」

「夫婦らしくしろってことかな……」

「また世界が私を辱はずかしめようとしている……っ！」

　アズラエルがガチャガチャとドアノブをひねるが開かない。

　どうやら、腕を組まないとカギが開かない仕組みらしい。

「うう……っ」

　うなるアズラエル。じろりとササラキを見る。

　どうしよう、とササラキは思った。いきなりつまずいた。かといってこれ以上に恋人っぽい動作をアズラエルとしていいものなのか──と考えてたら、アズラエルが頰ほほをそめたまま、ぐいっと。

「わっ!?」

　いきなり腕を絡められた。ふにょん、とヒジがアズラエルの体にあたる。その感触だけで、また胸がどきんと高鳴ってしまった。反射的にアズラエルの顔を見る。彼女も恥ずかしいはずだが、なんとか我が慢まんしているようだ。

「ほら、さ、さっさと入りましょ……」

「えーっと……い、いいの？」

「いいも何も、こ、こうしないといけないんでしょ」

　言うとアズラエルは独り言をぶつぶつつぶやく。

「こ、子どもなんて、子どもなんて……絶対にダメなんだもん……」

　どうやら、その覚悟で恥ずかしさを抑おさえているらしい。

　そうなればササラキも恥ずかしがっているわけにはいかない。腕を組んだままドアノブを回すと、今度はあっさりと開いた。中は意外と広く、中央に木の椅い子すと学校にあるような机がふたつ置かれ、その正面に壁へき面めんディスプレイと教きよう壇だんが置かれていた。

　二人がとりあえず椅子に座ると、無機質なシステム音声が部屋に響く。

『ただいまより子育てチュートリアルを開始します』

「よし。しっかり聞くのよササラキ」

「真面目まじめなんだね」

「目的がテストの不合格なんだから、どっちが不正解か覚えないといけないでしょ」

　真剣な目つきのアズラエル。その前でパッとディスプレイが点灯した。

　どうやらチュートリアルの目次のようだ。




『はじめに　ただしい性教育（未成年者向け）


　第一部　　キャラクターメイキングその１「名前をつけよう！」

　第二部　　キャラクターメイキングその２「育成方針を決めよう！」

　第三部　　最終子育て適性テスト』






　ちょっと待った。

「他はともかく、せ、性教育ってどういうこと!?」

　真っ赤になったアズラエルのツッコミに、システム音声が答えた。

『このプログラムは《青少年健全育成法》に基づいて、未成年であるにもかかわらず仮想空間で子作りしてしまったプレイヤーに、現実でも支障なく子作りを行っていただき出しゆつ生しよう率改善に貢献いただくため、正しい性教育を提供するものです。少子化問題解決のために法律で定められており、未受講の場合五年以下の義務奉仕刑となります』

「そ、そ、そんなこと言われても……っ！」

『あなたたちは新婚夫婦です。恥ずかしいなどということはありません』

「恥ずかしいに決まってるでしょバカ──────ッ!?」

　アズラエルがダン！　と机を叩たたいたがシステム音声は完全にそれを無視した。

『教育をはじめます。まず植物におしべとめしべがあるように、ヒトにも──』

　ディスプレイにピンク色のやけになまめかしい花が映し出された。

　アズラエルが『ひゃっ!?』と声を上げて体を縮こまらせた。

「え、えっと……め、目をつむってたらどうかな、アズラエル？」

　アズラエルは涙目でにらみ返かえしてきた。

「き、きちんと受けないと子ども、産まれちゃうんでしょっ!?」

「まあそうかも」

「やる！　やるわよ！」

　ほとんどヤケクソ気味にアズラエルが言った。

「こ、この、この程度で、ま、負けないんだからあ……っ！」

　机にかじりついて真剣に壁へき面めんディスプレイに向かうアズラエル。

　そして性教育の授業が始まった。

　おしべとめしべの解説にはじまる、小学校の保健体育で習った内容をそのままなぞるだけの内容だった。でも、受精とか、卵子とか、刺激的な単語が出るたびにアズラエルが『ひゃう！』だの『あう！』だの泣なきそうな声を上げていた。

　ササラキも気が気ではなかった。

　というか、頭がおかしくなりそうなのを我が慢まんしていた。

　小学校では『そんなもんなんだー』と平然と受けていた授業のはずだが、女の子が隣にいるというだけで、なんだかとてもいけないことをしている気分になる。というか罪悪感でいっぱいになってくる。

『授業はここまでです』

　システム音声が響いた。

「や……っと終わった……っ！」

　アズラエルがはあはあと疲れたように机に突っ伏した。

　だがそれで終わりではなかった。

『それでは内容をしっかり覚えるために二人でディスカッションしましょう』

「「えええええええっ!?」」

　ぐるんっと椅い子すがいきなり回って二人は強制的に向き合わされた。

「え……あ、や、やだっ」

　アズラエルがとっさに自分の胸を両手で隠した。そのせいで、大きくなったお腹なかが強調され、ササラキの視線がそこに行った。気付いたらしいアズラエルが身をよじってお腹を隠したが、大きすぎてぜんぜん隠せてない。

『先ほどの講義の感想をどうぞ、お父さんから』

　お父さん。もちろんササラキのことだろう。

「か、感想って」

『素直にいまの心境を述べればよいです』

「え、えと、ええっと…………す、すごくどきどきした」

『これでリアルでもきちんと子作りできますね？』

「え……た、たぶん、できると思います」

　なんだこの罰ゲーム。

『続いてお母さん、素直な感想をどうぞ』

「え、あ、私!?　えと、あの、あんなのもう知ってるし、全然興味なかった！」

『本当の感想をどうぞ』

「ほんとにほんとだもん！」

『あと一回噓うそをつくとプログラムを終了します』

「はうあぐっ!?」

　アズラエルが親の仇かたきでも見るようにスピーカーのあたりを睨にらんだ。

　やがて机に突っ伏して頭を抱える。

　その姿勢のまま、震える涙声でつぶやく。

「……………………は、恥ずかしくて……すごい、体、熱くなった……」

　どくん！　ササラキの鼓動がいっそう早くなった。

『ベリーグッド。第二次性徴の証あかしですね』

「ベリーじゃないわよ死ねこの腐れシステム───っッ！」

　涙目でバンバン机を叩たたくアズラエルを見るササラキ。

　と、その視線に気付いたらしく、アズラエルが頭を上げた。

「あ……ササラキ！　いま想像したでしょ！」

「え、な、なにを!?」

「リアル子作り、私と、想像しちゃったでしょ!?」

「んな──えええええっ!?　してないしてないよ!?」

「ばか、ばか、ばかあああああっ！」

『すばらしい痴ち話わ喧げん嘩かです』

　このゲームの人工知能ＡＩはやはり最悪だ。
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　続いてキャラクターメイキングが始まった。

『それでは娘さんに名前を付けてあげましょう、充分に相談して決めてください』

「娘限定なの？」

『この仮想世界の人工知能は全て女性であると運命付けられています』

「なぜに」

『男性まで実装する予算がなかったからという説が有力です』

「なんとなく納得した」

　このゲームの三大要素は未実装・未試験・未調整だ。

　あらゆるシステムの半分以上は未実装である。

『入力用のインタフェースはこちらになります』

　床からにょきりと台が生えてきて、その上にキーボードが置かれていた。

　ひらがな、カタカナ、アルファベットのどれかで入力するらしい。

「名前、どうしようかアズラエル？」

「……知らない。ササラキが勝手に付けていいわ」

「え、いいの？」

　アズラエルはそういうのが好きそうだと思ったが。

「名前付けると愛着が出ちゃうし……それに、娘の名前とか、興味ないし」

　頰ほほを赤らめて、ぷいっと横を向いてしまうアズラエル。どうやらまださっきの性教育の衝撃が残ってるらしい。仕方ないなと思いつつササラキは考えを巡らせる。ササラキとアズラエルの子ども（という設定）だから……。

「──エル、っと」

　カタカタとキーボードを叩いて入力した。

「へ？」

　アズラエルがすっとんきょうな声を上げた。

『エル』と表示されたディスプレイを呆ぼう然ぜんと見つめている。

「なに、それ」

「アズラエルから二字取って、エル」

　うん、我ながらいい考えだと思ってたら、アズラエルが焦あせり顔になってた。

「ちょ、待ちなさい！　いくらなんでも単純すぎるわよそれっ！」

「そうかなあ、シンプルでいいと思うけど」

「エルって天使の名前の後につくものだし、接せつ頭とう語ぐらいつけなさいよ」

「じゃあ、僕の名前も取って……ササエルとか」

　カタカタと叩たたいて《ササエル》に修正する。

「──む。なるほど、悪くはないと思うけど」

　アズラエルがあごに手をやってむむむとうなり始めた。

「ササエル……サ行が連続するとちょっと言いにくいし『支える』って微妙に日本語っぽいしかっこわるい。アズラエルにしてもラファエルにしてもウリエルにしても、ラ行が入ってるでしょ、アレはちゃんと意味があるのよ、ヘブライ語の文法とか！」

　一気にまくしたてられた。

「だから変えるなら《サリエル》よね。死を司る天使って、私との共通点もあるし」

「なるほど。わかった、サリエルで決定と」

　またキーボードで訂正ボタンを押していく。

「あ、まだ！　ちょっと待って！」

　アズラエルが『んんん』と真剣にうなりはじめる。

「サリエル……悪くない、悪くないけど、あと一押し何かが欲しいの！」

「一押しって、例えばどんなの？」

「アズラエルって、ほら、ズに濁だく点てんがついてるじゃない」

「濁点だね」

「かっこいいじゃない」

「…………そう？」

「そう。それでサリエルはちょっとほら、綺き麗れいすぎてインパクトが足りない！」

　どういうこだわりだ。

「こんな世界で生き抜くんだからもっとたくましい名前じゃないと」

「……ていうかアズラエル、興味ないんじゃなかったの？」

「何が？」

「娘の名前とか、興味ないって」

　つい数分前にそう言ったばかりである。ぱちぱちとまばたきするアズラエル。チクタクと、なぜか時計の秒針の音が聞こえてきた。それが十回ほど鳴なったとき、いきなりアズラエルのほっぺたが真っ赤に染まった。

「──そ、そそそそそうよ！　どうでもいいわよもちろんっ！」

　慌てて取りつくろうアズラエルである。

　どうやらさっきまで自分の言葉を忘れていたらしい。

「じゃあサリエルってことでいいのかな？」

「あっ！　ま、待ってよ！」

　がしっとササラキの手を摑つかむアズラエル。

「興味はないけど、ネーミングはやっぱりほら大事なわけだし！」

「うん」

「ほら、だからその、なんていうかそのっ！」

「えーと」

　ぽりぽりとササラキは頰ほほをかいた。

　要するに彼女が言いたいのは、というか言ってほしいのは。

「──名前、僕じゃなくて、アズラエルが付けてくれる？」

　アズラエルの瞳がキラキラと明るく輝いた──ように見えた。

「えへへ……そ、そこまで言われたら仕方ないわ！」

　そしてうなり始めるアズラエルだった。

　それから三十分かかった。

「長すぎる!?」

　その間に出てきた候補は十三個だ。

「ばか、名前よ、普通は三ヶ月は考えるところよ！」

　アズラエルは不敵に笑った。

「うん──《Ａ・キサラ》！　あなたの名前はこれよ！」

　キサラとはササラキのもじりだ。娘じゃないから自分の名前は継がせない、とアズラエルが途中で言い出したため、ササラキの名前をもとにした。Ａとはどういう意味かとアズラエルに聞くとなんだか得意げに『ふふふ、それは秘密よ──でも、彼女の出生に関わる謎とだけ言っておくわ』と答えた。

　たぶんアズラエルのＡだ。

『相談はまとまったようですね』

「うん、登録お願い」

『はい。娘様の名前は《エル・ササエル・サリエル・ライリック・キルキリオス・あずさ・エディフェル・ネイミアル・アフラマス・夜や視み子こ・魔ま夜よ壬い・紅く莉り栖す・アンゼリッタ・オールブラック・アアアア・あ、今の間違い・Ａ・％＆!?》ですね』

　アフラマスのあたりからアズラエルの目は混乱のためか、まん丸に開いていた。

「ちょっと待って！　途中の案が混じってるうえ肝心なとこがおかしいでしょ！」

『入力文字は訂正できません。またアルファベットが入ると以降文字化けします』

　なんだその腐りきった入力システム。

「待ちなさいよ、だ、だったら最初からやり直し！」

『一度付けた名前は訂正できません。一期一会です』

「いやいやいや！」

『ですが文字数が長すぎて仮想世界の生活に支障をきたすと予想されます』

「うん、だから短くして最後のだけを」

『よって特大の名札を用意しました。これでバッチリです』

『ぜんぜんだめだよ!?』

『それでは《エル・ササエル・サリエル・ライリック・キルキリオス・あずさ・エディフェル・ネイミアル・アフラマス・夜視子・魔夜壬・紅莉栖・アンゼリッタ・オールブラック・アアアア・あ、今の間違い・Ａ・％＆!?》様の育成方針を決めます」

「待ちなさい待ちなさいありえないわよばかああああっ！」

　アズラエルの叫びがむなしく響いた。もちろんプログラムは止まらなかった。

『それでは成長方針を《トライオーブの儀式》で決めます。場所を移動します』

　システム音声が言うと同時に、空間がいきなり塗りつぶされた。木造のボロい建物からまるで神殿のようになった。大理石でできた床、彫ちよう刻こくの施された巨大な柱。そしてササラキ達たちの目の前に、人の背丈ほどもあるタマゴが鎮ちん座ざしていた。

「きゃっ!?」

　アズラエルが悲鳴を上げた。お腹なかの大きさが戻っていた。

「え、あれ、あれっ？」

『お腹の中にあったタマゴがあちらです』

「タマゴって……人間は卵生じゃないよね」

「そういう問題じゃないわよ!?」

　不思議そうにお腹を手のひらでこすこすとするアズラエルだった。

「あ、でも軽くなってる……こ、このタマゴが私の中に……？」

　アズラエルがまじまじとタマゴを見つめた。その殻からはうっすらと透けていた。そこに、赤ん坊の影が浮かんでいる。背を丸めて、ふよふよと中に漂ただよっている。ほんとうの胎たい児じと同じようだった。

　と、目の前に拳こぶし大の大きさの赤色の球体が浮かび上がった。ササラキの周囲をゆっくりとぐるぐると回っている。アズラエルも同様で、青色のオーブが彼女の周囲を衛星のように回っていた。

『ブルーオーブが父親の、レッドオーブが母親の《特性》を意味します。二種類のオーブを活性化させることで、子どもに《特性》を引き継ぐことができます。活性化させるためにはお互いの愛が必要です』

「愛って」

『具体的にはオーブに手を触れてください』

「アズラエル、どうする？」

「……やるしかないでしょ」

　アズラエルが不審そうな顔でブルーオーブにそっと手を触れた。

　直後、オーブが一瞬巨大に膨れあがったかと思うと──ビカリ！

「きゃっ!?」

　オーブから強烈な光線が放たれた。光が収まった後にササラキが目を開けると、一つの青いオーブが、アズラエルのまわりに浮いていた。そこにぼうっと文字が浮かび上がるのが見えた。こう書かれていた。

『ばかにしない』

『これが母親が考える父親の《特性》です』

　システム音声に続いてオーブから声が出てきた。アズラエルの声だ。

『告死天使をばかにしないところ。かっこいいって言ってくれるところ。失敗しても笑わずに受け入れてくれるところ。一緒にいて安心できるところ。ササラキのそういうところが私は──とても、好きです』

「ちょおおおうっ!?」

　アズラエルのまぬけな声が響いた。

「ち、ちちちがっ！　今のは私じゃなくて！　オーブ！」

「え……あ、うん、そ、そうだよね！　オーブだよね！」

『いえ、母親の考える父親の《特性》です』

「あなたは黙ってなさいっ！」

　真っ赤な顔でぜーはーと肩で息をするアズラエルだった。

『続いてレッドオーブもお願いします』

「あ……え、えと」

　さっきの様子からすると自分の声でまた読み上げられそうだ。しかし、やらないわけにはいかない。ササラキは手を伸ばすとオーブにぴたりと触れた。暖かい。とくんと一瞬、オーブが心臓の鼓動のように震えて、オーブから声が発された。

『かわいい』

「えっ」

　アズラエルが呆ぼう然ぜんと口を開けた。

　ササラキの声が目の前のレッドオーブから続く。

『ロールプレイに一所懸命なところがかわいい。すぐに赤くなるところがかわいい。仲間思いなところがかわいい。だまされやすくてかわいい。妊娠させられても許してしまうところがかわいい。もちろん顔もかわいい。アズラエルは、とにかくかわいくて──そんなところが、僕は好きです』




「あ──う」

　やばい。

　アズラエルのさっきの心境がわかった。

　自分の声でストレートにそんなこと言われるとめちゃくちゃ気恥ずかしい。

　いや、たしかに、かわいいとは思ってたけど……正直すぎるだろうこのオーブ。

「い、いや、あれだよ！　オーブ！　オーブだから！」

　固まった空気に耐えきれずササラキは叫んだ。

　ぼうっとしていたアズラエルがハッと我に返かえった。

「あ……う、うん、お、オーブなのよね！」

「オーブだよ、うん！」

　何が言い訳になっているかわからないがとにかくうなずき合う。

『ではオーブを台座にセットしてください』

　にょきりと、タマゴの周りに三つの台座が突き出てきた。大理石製で色は赤と青、そして金色。台座の中央には丸いくぼみがあり、そこにオーブをはめられるようだ。

「じゃ、じゃあこっちから」

　とりあえずササラキがレッドオーブを赤い台座にはめ込こむ。台座からシャワーのような赤い光が発せられ、タマゴの中の赤ん坊を照らした。同じようにアズラエルがオーブをはめると台座から青い光が発せられた。

「あれ……動いてる……？」

　アズラエルがつぶやいた。彼女の言うとおり、タマゴの中に漂ただよっていた赤ん坊が、ゆっくりと手を動かしていた。丸くなったままだが──その小さな目が一瞬、細まったように見えた。

「きゃっ!?　い、いま、笑った!?」

『子どもは母親を見ると笑うものです』

「そ、そうかもしれないけど……」

　アズラエルがレッドオーブとタマゴの中の赤ん坊を交互に見つめる。

「え……まさか生きてるの、この子？」

『まだ自我は目覚めていません、適性テストの結果が出てからです』

「そ、そうなのね……」

　アズラエルが一歩タマゴの方に寄る。興味深そうに赤ん坊をじいっと見つめる。

「アズラエル、どうかしたの？」

「ひゃうあっ!?　な、なななんでもない！　全然興味なんてない！」

　必死な形ぎよう相そうでぶんぶんと首を横に振るアズラエルだった。

『三つ目のオーブはこの世界からの祝福です』

「世界から？」

『あらかじめ決まった特性の中からランダムで決まります』

　システム音声と共にササラキの目の前に『でんっ！』と大きなガチャガチャが現れた。上部にある容器には大量の白いオーブが詰まっていて、取り出し口の上にボタンがついていた。これを押せということらしい。

『三回まで引き直しができます。では張り切ってどうぞ』

「どうぞと言われても」

　横のアズラエルと視線を合わせる。

「……アズラエル、押してみる？」

「い、いい。どうせ産まれないから意味ないし……」

　ちらちらとタマゴの少女を見つめながらアズラエルが言う。明らかに興味があるようだが、そこを追及するのは野や暮ぼだろう。引き直しもできるみたいだし……ということでササラキはとりあえずボタンを押してみた。

　がしゃん、がらがら、ごとん。

　情じよう緒ちよのない音と共に取り出し口からオーブが現れた。

　拾い上げると、中にこう書かれていた。

《世界超越者メタキャラ》

「なにそれ!?」

『特性《世界超越者》を持つキャラクターは、この仮想世界がゲームであると認識する能力を持ちます。初期状態では知識を持ちませんが学習につれて悟さとっていきます。この特性を持つキャラクターは、おおむね狂気を発症します』

「どのへんが世界からの祝福なのよそれ!?」

「むしろ呪いだね……」

『オーブを台座にセットするか、やりなおす場合はもう一度ボタンを押してください』

「ほらササラキ、やりなおすわよ！」

　アズラエルが進み出てガチャガチャのボタンをぽちっと押した。

　またガチャガチャから白いオーブが出てきた。

　アズラエルと二人でその中身をのぞき込む。

《大衆の扇動家アジテイター》

『特性《大衆の扇動家》を持つキャラクターは、集団を熱狂に巻き込む能力に優れた、卓越した演説家です。大きな集団を統率すれば、その熱狂は世界をも動かしてしまうことでしょう──それが正しいかどうかは、さておいて』

「なんだか含みのある言い方だね」

「独裁者とかそういうのでしょ。だめよ、だめ。次にいきましょ！」

　なんだかアズラエルはノリノリだ。

「えい、がちゃっ」

　ぽちっ、がちゃがちゃ、ごとん。

　出てきたのは──《救いの天使セラフイツク》。

「そうそう、こういうのでいいのよ！」

　アズラエルの顔がパアッと輝いた。システム音声が解説を続ける。

『特性《救いの天使》を持つキャラクターは、全世界を救いたいという強い欲望を有しています。何をどうすれば世界を救ったことになるのか、常に考えています。この特性を持つキャラクターは、ほぼ間違いなく狂気を発症します』

「やっぱり狂気じゃないか」

「他のよりはマシでしょ！」

　確かに他のは字じ面づらからしてなんかこうアレであるが。とりあえず《救いの天使》の白いオーブを、銀色の台座にはめ込む。すると他の二つ《世界超越者メタキャラ》と《大衆の扇動家》のオーブが浮かんで、台座にひっついてきた。

「なにこれ」

『一度取得した《特性》はキャンセルできません』

「いやいや！」

　名前と同じらしい。どれだけ腐った仕様だ

『特性は《ばかにしない》《かわいい》《世界超越者》《大衆の扇動家》《救いの天使》ということでよろしいですね』

「よろしくないよ！　カオス過ぎるよ！」

『変更はシステム上不可能です』

「だと思ったよ!?」

『それでは三つのオーブが娘さんを成長させます』

「三つじゃなくて五つだよね!?」

　三つの台座で五つのオーブが輝き、タマゴに淡あわい川の流れのような光線がなだれ込んでいく。奇妙なことが起こった。白、赤、青の三色の光線に照らされた赤ん坊が──まるでビデオを早回しするように、その体を大きくしていくのだ。

「え……あ、金髪なんだ……」

　アズラエルがつぶやく。十歳ぐらいで成長は止まったその少女は、金色のショートカットの髪をしていた。歳としはアリスより更に若く見える。服は着ておらず裸のままだ。全身から淡い金色の光が発せられている。

　その背中に──天使のような真っ白い翼が生えた。

『特性《○○天使》を持つ娘には不可視の翼が与えられます』

「不可視なのに見えてるけど」

『同じ血を引く父親と母親には見えるのです』

　アズラエルがごくりとつばを飲みこむ音。

「すご……あ、羽が光ってる……ほんとに天使っぽい」

『はい。彼女は天使属性クラス・セラフ』

「クラス・セラフ……ッ！」

　キラキラとアズラエルの瞳が輝きだした。

　子どもなんか産まないと言ってたのにえらく興きよう味み津しん々しんだ。無理もない、あれだけ告死天使と吹ふい聴ちようしていたのだから、本物（特性を与えられただけだが）の天使が目の前にいて、しかも、自分とうり二つなのだ。

　タマゴに手を当てて、食い入るようにその大天使娘を見つめるアズラエル。

　どこかにトリップしているようで、タマゴを手でさすっている。

『それでは最後の選択です。晴れて彼女に自我が芽生えます──が、不合格の場合、自我は芽生えません。これが最後のチャンスです。子どもを持つ覚悟があるかどうか、よく考えてから選択してください』

　システム音声が響き、うっとりしていたアズラエルが手を止めハッと顔を上げた。

『タマゴを孵かえす場合は三度カラをさすって、娘の名前を呼んでください。

　孵さない場合、タマゴを叩たたき割わってください』

　オーブからの光が止まり、代わりにタマゴのカラが輝きだした。

「アズラエル、えっと」

　声をかけようとするが言葉が続かなかった。ちらりとタマゴの中の少女──自分たちの娘を見る。金髪ショートカットの少女。正直に言って、気にならないと言えば噓うそになる。このまま自我を持たせたら自分をパパと呼んでくれるのだろうか──。

「（──いや、だめだ！）」

　ササラキはぶるぶると首を振って誘惑を振り払う。

　自我を持つ人工知能ＡＩ。それって一人の人間と同じことだろう。

　自分にそんな責任なんて取れないしフュリーみたいに育ったらどうするのだ。

　やはりここは当初の予定通りに、なかったことにすべきなのだ。

「（ただ──）」

　ひとつ気になるのはアズラエルだ。

　今も真剣な表情でじいっとタマゴの中の少女を見つめている。

　さっきから興味ありげな様子だったが、彼女的にはどうなのか──。

　そう思ったときだった。

「──割わるわよ、ササラキ」

　低い声でアズラエルがつぶやいた。

「え……い、いいんだ？」

　アズラエルが無言で《魔剣グラム》を腰から引き抜いた。

「この子は……生まれちゃダメなのよ」

　震えた声だった。アズラエルが振り返かえった。悟さとったような笑顔だった。

「きっと幸せにはなれないから」

　紫色のオーラを放つ魔剣をタマゴに向けてアズラエルは続ける。

「ササラキ、この子の名前がどうなったか、覚えてるでしょ」

「え……キサラだったっけ？」

「《エル・ササエル・サリエル・ライリック・キルキリオス・あずさ・エディフェル・ネイミアル・アフラマス・夜や視み子こ・魔ま夜よ壬い・紅く莉り栖す・アンゼリッタ・オールブラック・アイリスフィール・あ、今の間違い・Ａ・％＆!?》よ」

「一言一句違たがわず記憶してるっ!?」

　すごい記憶力──いや娘への愛のなせる業だろうか？

　アズラエルは悲しそうに首を振った。

「そんな名前にされちゃう世界で、幸せになんかなれない」

　恐ろしいまでの説得力だった。

「だから、ごめんね」

　アズラエルは剣をゆっくりと振り上げた。その頰ほほから涙がひとしずく、流れ落ちたように見えた。きっと本気の涙だ。だって、アズラエルはいつだって本気でロールプレイをするのだから。

「あなたは生まれるべきではないの──消え去りなさい、我が娘！」

　叫びと共に《魔剣グラム》が振り下ろされて──。

　カキィィィィィィィィィン！

　タマゴを覆おおう金色のバリアに、強烈に弾はじかれた。

「「え？」」

　二人の驚きの声が共鳴した。

『タマゴが孵かえります──』

「え……え、え、まって待って！　なんで壊れないのよ！」

『壊すより前にタマゴを三度撫なでて名前を呼びましたので』

「え……あ、ああああっ!?」

　確かにアズラエルがさすっていたが。

「いやノーカンでしょあれ!?　説明の前だったわよ!?」

『事前入力システムは正常に機能しています』

「なんでそんなシステムだけ正常なのよ!?　キャンセル、キャンセル！」

『キャンセル機能はありません』

　開発者はキャンセルに何か恨みでもあったのか。誰かに土ど壇たん場ばでデートをキャンセルでもされたのだろうか。逃避ぎみにどうでもいいことを考えていると、ぴしぴしと音を立ててタマゴが割われていった。

　少女が目を開けた。

　グリーンの瞳だ。ササラキをまっすぐに見ている。ササラキは何も言えなかった。アズラエルも同じようだった。少女の口が動いた。神殿に反響するように、その謳うたうような声が響いた。




『聖なる、聖なる、聖なるかな──我と母と父と、至し聖せいなる三さん位みかな！』




　タマゴのカラが砕けちっていく。きらきらと破片を光に変えて割れていく。その中央で少女が悠然と立ち上がった。丸くなっていた翼がいっぱいに伸びて、一度大きく羽ばたき、少女は猛もう烈れつな勢いで舞い上がった。

　ずがん！

　天井に頭をぶつけていた。

「………………………………え」

　そして墜落した。

　ひゅるりらー。冷たい風を感じた。

　ササラキは何も言えなかった。アズラエルも同じようだった。ただ己の目の前でいきなり床に突っ伏した全裸少女を見つめていた。この光景はどこかで見たことがあった。無意識的にアズラエルに振り返かえる。

　そうだ、確かアズラエルのデスゲーム勘違い事件。

　あの時も天井に頭をぶつけていた。

　やがて少女が立ち上がった。

「はう、い、いたい……あれ、いたくないのです……？」

　涙を流しながら不思議そうに首をひねる。天井に直撃した額にはたんこぶができていたが痛みを感じないことに不思議がっているようだ。少女はきょろきょろと辺りを見回し、ササラキ達たちと視線を合わせた。

　と『ああっ！』と小さくつぶやいた。

　ブルブルと首を振って、ぱんっと頰ほほを叩たたいて、すっくと立ち上がる。

「あのっ！　い、今のはノーカンなのです！」

「ノーカンで」

　さっき誰かさんから聞いたばかりの言葉だ。

「だから勘違いしないでください！　見捨てないでください！」

「………………どうしろと？」

「も、もういちどセットします」

「セット？」

「はい。待っててください」

　砕け散ったタマゴのカラに体育座りになる少女。黙って見守るアズラエルとササラキ。

「たあっ！」

　翼を広げてごうっと飛ぶ。今度はうまく着地した。

　少女が『やった！』とガッツポーズをしてくるりと回る。

　腕を組んで複雑なポーズを取りながら、叫ぶ。




「あなた達の娘、救世天使──ただいま降誕、ですっ！」




　得意げな顔で叫ぶ自称救世天使を見てササラキは納得した。

　ああ、この子は間違いなくアズラエルの娘だ。

「…………………………げふう」

　なんか変な声を出してアズラエルがバタンと横に倒れた。

「ママどうしたのです!?　私のあまりの救世主っぷりに気絶したのです!?」

「たぶん違う」




　＊　＊　＊















　アズラエルはすぐに復活したが白目を剝むいたままだった。

　このゲームでは強い心理的ショックを受けた者は白目になる。プレイヤーの精神状態を保護するガード機構であるとゲーム開発者は説明しているがいったい何の意味があるのかは謎に包まれている。たぶん誰もわかっていない。

「うんっ、気を取り直して自己紹介を……ママ、目が死んでるけど大丈夫？」

「ダイジョウブ。ワタシ、コクシテンシ、ダイジョウブ」

「大丈夫なんだね、よかった！　さすがママなのです！」

「いや全然大丈夫じゃなさそう……まあいいか」

　経験上、数分で復活するし。

「大丈夫じゃないのですか？　ふふふ、だったら私の出番なのです！」

「なにが？」

　少女はふっふーと得意げに笑うと（アズラエルそっくりだ）、

「じーつーはーですねえ、私は完全回復の魔法が使えるのです！」

「え、魔法？」

「救世天使ですので！」

　このゲームに魔法なんて存在しない。いやモンスターだけは使ってくるが。

　かけ声と共に少女がおまじないのように指を振る。

「いっきますよー！　《天界の癒しセラフ・ヒーリング》!!」

　ぴろりろりー。きらきらしたエフェクトが出た。

　それだけだった。アズラエルは白目のままだ。

「……あれ？」

　首を傾かしげる少女。

「も、もっかい！」

　ぴろりろりー。ぴろりろりー。ぴろりろりー。

「な、なんで光しか出ないのですかっ!?」

「たぶん未実装だからじゃないかな……」

　このゲームではとてもよくあることだ。

「パパ、これはきっと悪の陰謀なのです！」

「（たしかに）そうだね」

「魔法が誰かに妨害されてる──きっと悪い人に世界の法則が支配されているのです！」

「（人じゃないけどたしかに）そうだね」

　ササラキは真剣に力説する少女にこくこくと頷うなずいてみせた。

　救いの天使というだけあって、世界を救いたくて仕方ないらしい。

「（それにしても──）」

　この子はみごとにミニ・アズラエルだ。違いといえば、金髪なのと、全般的にサイズが小さい（特に胸）ことと、服を着ていないことだけ。というかいまだに全裸だ。白い翼があるから天使っぽくはあるが──。

「パパ、どうしたですか？　私、なにかおかしいですか？」

「おかしいというか、とりあえず服を着たほうが」

「服？　え、きゃうっ!?」

　ようやく裸だと気付いて、それが恥ずかしいらしい。

　少女はかわいらしく丸くなり、あううっとうめいた。

「ま、ま、まじまじ見ちゃだめなのですよーっ!?」

「ご、ごめん！　ほらこれ！」

　ササラキはとりあえず羽織っていたマントを差し出した。

「ううう」

　慌ててササラキからマントを受け取る少女。

　ササラキをじいっと見つめる。

「……パパ、娘の裸をじっと見るなんて、はしたないのです」

「え、いや、そういうつもりじゃなくて、でもごめん」

「いくらママと似てるからって、えっちなのです」

「……さすがにそこまで変態じゃないんだけど」

　さすがに小学生の、それも娘相手にそんな気持ちはわかない。

「まあいいのです。私は天使なので笑って許してあげるのです」

「うん。ありがとう」

　なんだか温かい気分になってくる。

「それではパパ。私、名前がほしいのです」

「……名前？」

「はい、パパとママが考えた名前がほしいのです」

　少女は目をきらきらさせている。

　そう言われても──あの長すぎる名前など覚えていない。

「ねえアズラエル、この子の名前、なんだっけ？」

「…………はっ」

　呼びかけるとようやくアズラエルは意識を取り戻したようだ。

　頭を振りながら、ササラキをぼんやりと見る。

「え……名前って、《エル・ササエル・サリエル・ライリック・キルキリオス・あずさ・エディフェル・ネイミアル・アフラマス・夜や視み子こ・魔ま夜よ壬い・紅く莉り栖す・アンゼリッタ・オールブラック・アアアア・あ、今の間違い・Ａ・％＆!?》のこと？」

　瞬間《エル・ササエル・サリ（中略）Ａ・％＆!?》の表情が笑顔のまま凍った。

「…………すみません、聞き取れなかったのです。もう一度言ってほしいのです」

「《エル・ササエル（中略）》だよ」

　今度は注意して聞いていたササラキが答えた。少女の凍りついた笑顔が、啞あ然ぜんとした表情に変わった。と、ポンッと煙とともに、巨大な名札が出現した。さきほどの超絶的に長いうえ意味不明な名前がそこに書いてあった。

　少女はその名札を見て、何かを言いたげにして──やがて。

「……………………………………………………わ」

　と、天使の笑顔になって、名札を拾い上げた。

「わ、わ、わかったのです！　わ、私の名前は……名前は、その、エル・ササエル……えっと、あの、その、よ、よく覚えられなくて、読めないですけど……でも！　パパとママががんばって考えた名前ですから！　きちんと！　すぐに！　覚えるのですっ！」

　笑顔のままでそう宣言してみせた。気をつかった笑顔だった。

　ササラキは突然、自分が何かを間違えたような気がした。

　あれ、これ、このままで、いいのか──？

「……っ!?　ち、ち、違うわっ！」

　瞬間、アズラエルが叫んでいた。めちゃくちゃ真剣な表情だった。

「違う！　あなたの名前はそんなのじゃない！」

「えっ。で、でも、名札にもそう書いているのです……」

「そんなの間違い！　あなたはキサラよ！」

　少女がぱちぱちとまばたきをした。

　そして、口の中で『き』『さ』『ら』と一文字ずつつぶやいた。

　表情がぱあっと、太陽の光が差したように明るくなった。

「キサラ──キサラです！　キサラはキサラです！　とてもよい名前なのです！」

　アズラエルの表情も、ぱあっと明るくなった。

「そ、そうでしょ！　そうよね！」

「ありがとうなのです、ママ！」

　ぴたり。アズラエルの動きが止まった。

「ママ、どうしたのですか？」

「……………………あ」

　アズラエルがぎくしゃくした動きで首を動かして振り返かえった。

「さ……ササラキいいいいいいいっ！　どうするのよおおおおおおっ!?」

「どうするって僕に聞かれても!?」

「名前まで付けちゃったじゃない！」

「か、かわいそうだったし、いいんじゃないかな!?」

「しかも、めちゃくちゃ、かわいいじゃない！」

「それ自じ画が自じ賛さんだよね!?」

「どうするのよおおお!?」

　ササラキの首根っこを捕まえてがくがくと揺すってくるアズラエル。

「あ、ママ、ふーふげんかはだめなのです！」

「夫婦なんかじゃない！　結婚なんか認めないっ！」

「えっ？」

　またキサラの表情が固まった。

「き、キサラのおうちはひょっとして『ふくざつなかていじじょう』なのですか？」

「いや複雑というかなんというか……いろいろ間違った結果というか」

「キサラが生まれたのは間違いなのですかっ!?」

　まさにそのとおりである。

　などとは死んでもこの子には言えないのでササラキは慌てて言う。

「ち、違うって、完全に望んでた！　そうだよねアズラエル！」

「え……あ、えと、えとっ」

　アズラエルはササラキとキサラを交互に見た。そして作り笑顔で。

「も……も、もちろん、そんな感じよ！　さっきのは冗談よ！」

「あ、よ、よかったのです、キサラ一瞬びっくりしたのです……」

　ほうっと胸をなでおろすキサラだった。

　と、アズラエルがササラキの耳に顔を近づけてきた。

「ササラキどうしよう、この子、すごくいい子じゃない！」

「あ、内緒話なのですか？　だったらキサラ、耳を塞ふさいでるのです」

「あ……ごめん、お願い」

　キサラは元気よく頷うなずくと、小走りでちょっと向こうに行った。

「あうう、やっぱりいい子……まずい、まずいわ！」

「だから何がまずいの？」

「まずいわよ！　いい子がこんなクソゲー世界ですぐ死んじゃうのよ！」

「………………あ」

　確かにアズラエルが当初心配していたのはそれだった。まともな優しい人間が、こんな世界でまともに生きていけるわけがないのだ。それにさっきの口ぶりからして、知識はあるようだけど、自分がゲーム内の存在だとはわかっていないようだ。

「魔王を倒して世界を救う冒険なんて目指したら一瞬で死んじゃうわよ！」

「それはそうだ」

　ササラキはじっとキサラを見た。だぼだぼのマント姿でアズラエルの言うことを律りち儀ぎに聞いて耳を塞いでいる。ほんとの人間ではなく人工知能ＡＩのはずなのだが、フュリーがそうであるように、キサラも普通の人間にしか見えない。

　だったらこのまま何も知らせず、ＲＰＧの親子として暮らすべきなのか？

　それは無理だな、と首を横に振った。問題は三つある。そもそも自分たちはゲーム運営に戻らなければいけなくて、そんなヒマはない。二つ目に、アズラエルの言うとおりキサラがたぶんさっさと死んでしまう。

　そして根本的かつ致命的な問題。

　この世界に倒すべき魔王なんていない。

　ていうか、ササラキがこれから作る予定である。

　噓うそをついたところで速攻でバレてしまうはずである。

「うん……やっぱり素直にこの世界のこと、全部伝えよう」

「フュリーみたいになっちゃわないかしら？」

　フュリーはプレイヤー虐ぎやく殺さつが趣味の邪悪極まりないかわいらしい人工知能である。

「まあそうならないようにがんばろうか……おーい、キサラ」

　耳を塞いだままのキサラのそばによって肩をぽんぽんと叩たたく。

　するとくるんと振り返かえって、キサラは笑顔を振りまいた。

「キサラ、その、大事な話があるんだけど」

「大事な話ですね。キサラは救世主なのできちんと聞くのです！」

　ちょこんと床に正座をしてササラキを見上げるキサラ。

　さてどう説明したものか──と考え、論より証拠だと考える。

　やはり一番手っ取り早いのは、あれだろう。

「これから僕の能力を見せるから、驚かずに聞いてほしいんだ」

「おお……パパの能力ですか。キサラは驚かずに聞くのですっ」

　目をキラキラさせて問いかけてくるキサラ。

　ササラキは『スクリーン・オン』とつぶやいて《マスタースクリーン》を出現させた。薄く青い無機質なスクリーンは、自分がゲームマスターであることの証あかしであり、この世界がゲームで、現実ではないことの証である。

「おおおっ、綺き麗れいなのです！　それで何ができるのですか？」

「えーと、アイテム生成とかモンスター生成とか地形生成とか」

「えっ……？」

　ササラキは言葉の通り《天地創造モード》に入り地形を適当に操作してみせる。

　ここは屋内の木造の部屋であったが、壁が一瞬にして透明になった。周囲にモコモコと丘が隆りゆう起きしていく。ついでにアイテム生成もするべく、岩に刺さった伝説の剣をその丘の上にオブジェクト生成してみせた。

　キサラの目が点になった。

「へ、え、ええっ!?　今のは、なんなのでしょうか！」

「天地創造」

「それができるのは神様だけだとキサラは思うのです！」

「うん、まあ、神様みたいなもので、僕はこの世界の管理者なんだよ」

「……ちょ、ちょっと待っててください！」

　キサラはタタタッと小高い丘の上に走っていった。

　そして現れた伝説の剣をぺたぺたと触って、引っこ抜いて、『おおおお、本物なのですよーっ!?』と叫んだ。やがてその剣を重そうに背中に背負って、またタタタッと警戒に丘を下ってきた。その目はキラキラと輝いていた。

「ちょ、ま、すすすすすす凄すごすぎるのです！　パパは神様だったのですか!?」

「いや神様じゃなくて、ゲームマスター」

「げ、ゲームマスター？」

「この世界はゲームの世界なんだ」

　キサラは真顔でササラキの顔をじろじろと見つめてきた。ゲーム、という言葉がピンとこないわけではなく、単純に何を考えているのか伺うかがう様子だった。やがてキサラが『あうう』と小さくうなった。

「どうしよう、パパがゲーム脳になってしまっているのです」

「キサラ、世の中のことにわりと詳しいよね……」

「ママの記憶の一部を受け継いでいるはずなのです」

　と、そのときだ。

『ササラキ、そろそろ済んだ？』

　システムウインドウが起動して、アリスからのメッセージが届いた。

「あ、うん……キサラ、僕たちはデバッグルームに戻るけど、どうする？」

「デバッグルームってなんだか世界の敵な響きがするのです。なんなのです」

「このゲーム世界の管理室みたいなものだよ」

　キサラがまた『むむむむ』とうなった。

「そこでパパ達たちは何をやっているのですか？」

「キサラ風に言えば世界を救う仕事かな」

「世界を救うのならキサラの得意技です！」

「キサラがゲーム運営を手伝ってくれると、嬉うれしいな」

　この子はフュリーと違って（ある意味フュリーもだけど）とても純心に見える。

　そんな子といっしょにゲームづくりを楽しめたらいいな、と思ったのだ。

「もちろんキサラは救世主なので、世界を救うお仕事をお手伝いするのです！」

「よかった、じゃあいっしょに行こうか」

　キサラが笑顔でコクコクと激しく頷うなずいた。そしてぽつりとつぶやく。

「ふふ、キサラの必殺の救世剣メシアン・ソードがついに唸うなるのですよ」

　剣を振るう機会なんか来るのだろうか……。

　不安に思いながらササラキは瞬間移動のために手を上げるのだった。





　＊　＊　＊






「この子がササラキくんとアズラエルさんの愛の結晶なんだね!?」

　デバッグルームに戻るとリズナが出迎えて寝言を叫んでくれた。

　びっくりといった様子のキサラと、しゃがんで目線を合わせ、目をキラキラと輝かせている。小声で『うわあー、うわあー、目そっくりー、鼻もそっくりーっ！』とつぶやいているようだ。やがて、がばっと抱きしめた。

「くるしいのです、息ができないのですーっ！」

「あ、ごめんなさい！」

　慌ててリズナが抱きかかえていたキサラを離した。

「ごめんね、わたし加減できなくて、よく殺しちゃうの」

「殺しちゃう!?　そ、それは比ひ喩ゆ的な意味なのですか？」

「ううん、この前一万人ぐらい虐ぎやく殺さつしたよ」

「一万人!?　ぎゃくさつ!?」

　キサラが目を思いっきり丸くした。リズナが照れたように頭をかいた。

「ちょ、ちょっとリズナ、言い方を」

「あ、ごめんね！　ちょっと間違えただけなんだよ！」

「ちょっと間違えて万人の単位で殺しちゃうのですか!?」

「しかたないよね」

「パパ、どういうことなのですか!?　それとママはどこにいったのですか!?」

「アズラエルはログイン制限時間で……えっと、帰って寝てるよ。それでそのリズナは、確かにいろいろあっさり殺すけど、それはゲームの中の話で、殺してもすぐ復活するから大丈夫だよ」

「なにもかもがおかしいのですよ!?」

　確かにおかしい。というか、急に教えすぎたかもしれない。あとアズラエルがいなくなったのはまずかった。法律だからしょうがないのだが……名前をつけたこともあり、キサラはササラキより遥はるかにアズラエルの方になついている。

　と、そうこうするうちにアリスもやってきた。

「ふむ、なるほど、この子がね、ふうん……」

　アリスもリズナと同じように膝をかがめて視線を合わせた。視線は真剣で、なんだか力量を推し量っているかのようだ。キサラも首を傾かしげて『なんだろこの人は？』といった感じである。

　やがてアリスは柔にゆう和わに微笑ほほえむ。

「……ま、辛いことがあったら、話し相手ぐらいはできるわよ」

　そう優しく諭さとすようにつぶやいた。キサラがコクンと頷うなずいた。

「大丈夫なのです、キサラはママの娘です、どんなに辛いことも耐えるのです！」

「そうだね、えらいね、さすがアズラエルさんの娘さんだね！」

「ひゃうっ!?　き、キサラに近づかないでほしいのです！」

「あれれー？」

　どうやらリズナを見ておびえてしまっているようだ。

「き、き、キサラはおいしくないのです！」

　涙目でおびえながらリズナに剣を向ける。なんか、かわいらしい。

「パパ、このピンクは邪悪なのです！」

「いや誤解だってほんとに、リズナはいい子なんだよ」

「でででもっ、邪悪な魔王を倒して世界を救う仲間とは思えないのです！」

「だから別に魔王は倒さないんだ、僕たちはゲームの管理者だから」

　キサラが『まだ冗談を言ってるのですか！』とぷんぷん怒り始めた。

「パパ、キサラに真実を話してください！　キサラは大人なのです！」

「……うーん、やっぱり信じないのか」

　かといってどうやれば信じてくれるものだろうか？　いくら言葉で言っても無駄のようだし、この世界がゲームだと証明するというのは、考えれば考えるほど、難しいことだという気がしてくる。

　そういえば特性に《世界超越者メタキャラ》があったはずだが有効に働いていないようだ。

　どうせバグか何かなのだろうが。

「ササラキくんが死ねばいいんじゃない？」

「なんで唐突に物騒なこと言われてるの僕!?」

「そうじゃなくて、死んで復活してみせればいいんじゃないかな？」

「いやいや、そんなに簡単に人は殺せな……まあこの世界では簡単に死ぬけど」

　年とし端はもいかない娘に対して、さすがにそれはまずい気がする。

「あ、そうだ、ゲームの設計書を見せよう」

　最初にデバッグルームに入った時にアリスから貰もらった分厚いプラスチックファイルである『ソード＆マジック・オンライン　ルールブック』をキサラに渡す。キサラは怪け訝げんそうに受け取ると、パラパラと中身を開いた。

「ね、中盤にあるとおり、この世界は設計して作られたんだよ」

「白紙に『この世界に設計図はない。神がデザインする』とあるのです」

「うんおかしいねちょっと貸して」

　設計書をのぞき込こむとウナギの苦く悶もんの踊りのような文字で、そう殴なぐり書きされていた。

　あとのページは白紙のようだった。

「ササラキ、このゲームまともに設計されてないから設計書ってテキトーよ」

「やっぱりパパの悪い冗談なのです」

「待った、別のやつを持ってくるから！」

　デバッグルームの片隅にあった『テスト仕様書』を引っ張ってくる。

　キサラがぱらりとめくる。まっしろしろすけのコピー用紙だ。完璧白紙。

「このゲームってテストされてないからテスト仕様書も中身がないわよ」

「説得力が完全になさ過ぎる!?」

「パパの冗談はできが悪いのです」

「いやいや、どこかにえーと、証拠が……」

　ササラキが喋しやべりかけたとき、メインスクリーンに大きくメールが映し出された。

　このゲームの運営会社の社長、キリネからのメールだ。




『アリスたすけてください（十五時間ぶり七十二回目）




　キリネです。

　アリス、ちょっとトラブルが起きてしまいました。

　すみません今のは噓うそです。ちょっとじゃなくて重大なトラブルです。

　きびしいリアルから逃げたいあまりに噓をついてしまいました。

　ごめんね。許して。弱い私を許してアリス。私は無実。ごめん有罪です。

　さて謝ったところで本題に入ります。許してくれたよね？

　ええと、あなたのいるその世界に対して、情報産業省の査さ察さつが入ることになってしまいました。理由は違法人工知能ＡＩ──論理安全装置を持たない超超高度ＡＩ人工知能──がこのゲームに存在すると、元社員から内部告発があったからだそうです。

　たぶん鈴すず木きのしわざです。やろうぶちころしてやる。アリスはゴルゴ三世さんとの連絡の取り方をご存じですか。それはともかく、どうにかしてごまかす必要があります。ご承知のとおり、その世界は適法な存在ではありません。

　ていうか、政府とか法律とか無視してます。主おもに対応するお金がないから。

　だから監査はまずいのです。

　スーパーまずいのです。

　超超高度人工知能もそうだし、その世界の秘密が知られてもマズイです。

　監査は一週間後に行われます。その前になんとか痕跡を消してください。

　なんとしてでも、なにをしてでも、切り抜けてください。

　もしだめそうなら、私が監査委員をぶちころします。

　……すみません、勇ましいこと書きましたけど無理です。政府こわいです。

　ただ、できる限りの協力はしていくつもりです。私はひとごろしは不得意ですが鬼ころし（おさけ）は大得意です。何かの役に立てばいいと思い書きましたが、すみません何の役にも立ちそうにないですね。

　すみません。私はただの弱いキリネです。すみません。

　とりとめありませんが以上です。

　その世界はあなたに任せます、アリス。がんばって。私もがんばります。

　まずはがんばって出かけて、鬼ころしの紙パックを買ってきます。

　それじゃまたね！




　かしこ

　株式会社イーストエンド・ゲームズ社長　渡会わたらい桐きり音ね』




　カオスが吹き荒れたメールであった。

　皆が呆あきれている中、キサラが震えながらつぶやいた。

「パパ！　このお手紙から計り知れないブラックさを感じるのです！」

「うん、ブラックって言うか、たぶんブラック企業なだけだと思う」

「おそろしいのです！　人殺しを平然と宣言する冷酷さ！」

「いや、一瞬で諦めてるから」

「突如として人格豹ひよう変へんするのはまさに裏ボスの条件！」

「単に心がいっぱいいっぱいなんだよ」

　キサラは既すでに顔を真っ赤にして、ますます感情をエスカレートさせている。

「そんな裏ボスが頼りにするアリスとは、誰のことですか!?」

「あの子のことだけど」

　アリスを指差すとキサラはハッとした表情を浮かべた。

「なるほど完全に理解しました……あの銀髪さんが、ラスボスなのですね」

「いや、さっきから言ってるとおりゲームの運営仲間なんだけど」

「パパ、よく考えるのです、もっとよく考えるのです！」

　キサラはとても真剣な表情で白紙の設計書をピシッと指差した。

　リズナがアリスにこそこそと耳打ちをする。

　そしてキサラが涙ながらに訴えてきた。

「あのデキの悪い設計書。何も書かれていないテスト仕様書。パパはきっと騙だまされているのです。世界は、パパが目で見て耳で聞く世界は、そんなテキトーな心がけで、指先ひとつで作れるような軽いモノではないでしょうっ!?」

　目に真剣な光を浮かべて訴えてくるキサラ。

　この娘こは確かに怒っている、と心にぐっと伝わってきた。

「パパは世界がそんなテキトーでいいとでも思っているのですかっ!?」

　問いかけにササラキは考える。世界がそんなに適当でいいのか。

　答えはすぐに出た。

　おそろしく適当なクソゲー世界だけど。

　それでもそんな世界で、アズラエルやキサラと出会ったのだ。

　だからササラキは、ゲームマスターなんかをやっている──。

「いいよ、だって──」

「よくないのですっ！」

　ササラキがそう続けようとしたところでキサラが口を挟んできた。

「キサラ、続きを」

「よくないのです！　パパは……パパはきっと、洗脳されているのです！」

　ぐらり、とキサラがよろめいた。

「そういえばママは、ママはどこにやったのですか!?」

「だからゲーム外でログアウトして休憩中で」

「パパ！　そんなのざれごとなのです！」

　人の話をまったく聞かないあたり、アズラエルとそっくりだ。

「きっとどこかに閉じ込こめられて、え、えっちな拷問をされているのです！」

「どんな発想!?」

「ママの断片的な知識にあったのです！」

　アズラエルの知識は教育に悪いらしい。

　キサラがぐっと涙を手でぬぐうとアリスに勢いよく振り返かえった。

「銀髪女！　絶対に！　絶対絶対に！　キサラはパパとママを取り戻すのですっ！」

　アリスは自分を指さした。

「え。私なの？」

「だっておまえがラスボスなのです！　ラスボスっぽい服も着てるのです！」

「論理展開の跳躍が楽しい推理ね」

「キサラは絶対におまえの洗脳を解くのです！」

　アリスは顎あごに手をやって、うーん、と悩むように首をひねった。

「うん、まあ、がんばってみれば？」

「そんな余裕の態度が取れるのも今のうちだけなのですっっ！」

　キサラがタタっとデバッグルームの出口の魔法陣に走っていった。

　そしてマントをはためかせて振り返ると、最後に叫んだのだった。

「パパ、ぜったいに取り返しにくるから──キサラ達たちのこの世界といっしょにっ！」

　そしてビシュンと去って行った。

　ひゅるりらー。

　冷たい風がなぜか吹いた。

「完全に人の話を聞かない……」

「アズラエルそっくりね。でもなんとかわからせないと」

「なにを？」

「ゲームマスター百箇条、その七」

　アリスは自信満々に笑うと、ササラキを指差した。

「ゲームと現実は──しっかり区別しましょう！」





　＊　＊　＊






　そして翌日のデバッグルームである。

　キサラは行方不明になっていた。サーチ機能で探そうとしたがダメだった。システム上ではキサラはあの超絶長くバグった名前になっており、サーチ機能の最大文字数に引っかかるのだ。そして名前以外で人を検索することはできない。

「え、い、いなくなっちゃったの……？　え、そう、そうなの……」

　戻ってきたアズラエルは経緯を聞くとそんな反応を見せた。

　うろうろ。デバッグルームを所在なくうろついている。

「……心配なんだ」

「べ、別にそういうわけじゃなくて！　ちょっと何してるのか疑問で！」

　うろうろうろうろ。

「あ！　ご、ご飯とか、食べなくても生きてけるのよねアリスっ？」

「大丈夫よ。まともな生理機能なんてプログラミングできないから」

「そ、そうよね……あ、でも、住むところとかもないし、風邪とか」

「病気もしないわ。ちなみに死んでも生き返かえるわ」

「そ、そうだけど……」

　うろうろそわそわ。めちゃくちゃ情じよう緒ちよ不安定である。

　見かねたササラキはそばを飛んでいるフュリーに耳打ちする。

「フュリー、なんとかしてキサラの居場所、わからない？」

　アズラエルにすれば経緯もわからない間に娘がいなくなったのだから心配だろう。

　一目でも無事な様子を見られれば、安心できるかもしれない。

「ＴＰときめきポイントを使えばだいたいの奇跡は起こせますよ☆」

「またそれ!?」

　ＴＰとは恋愛状態にある二人がラブ的行動を取ることで貯たまるポイントだ。一定ポイントを使うことで奇跡を起こせる無む茶ちゃシステムだ。何が無茶かというとラブ的行動の判断基準だ。この前は耳の穴をなめ回すことでポイントが貯まった。頭おかしい。

「っ!?」

　と、聞こえていたらしく、アズラエルがビクンと強烈に反応する。

「さ、流石さすがにまたアレをやりはしないから、安心して！」

　ササラキが言い訳をする。アズラエルはなぜかじーっとササラキを見つめる。何かを言い出そうとして、またすぐに止やめる。そんなしぐさを何度か繰り返して、横目でフュリーをじろりと睨にらんでから、小さな声でつぶやく。

「……る」

「え」

「や、やる！」

　つっかえながらも、決意のこもった声だった。

「だってそれ以外に手がないんでしょ。だったら、やる！」

「え……いいの、アズラエル？」

「いいわけないじゃない！　ないけど、するしかないんでしょ！」

　ササラキをキッとにらむとアズラエルはやけくそ気味の口調で断言した。

「フュリー！　いちばん早くＴＰが貯まる方法を教えて！」

「はいはーい☆　粘膜接触……はもうやってしまいましたから、三択ですね☆」

　フュリーがスイッチを押すとぽちっと空中に三行の文章が写された。

　やばいなんてもんじゃないリストだった。




　◆ＴＰ爆上げ行動リスト（ＬＥＶＥＬ　Ｘ）


　Ａ　せんたく　　おたがいの体を素す手でできれいきれいに洗いあおう☆

　Ｂ　おふろ　　　なかよく湯ゆ船ぶねにつかって百秒数えよう（タオル・水着禁止）☆

　Ｃ　じゅにゅう　抱きかかえて人ひと肌はだミルクをちゅぱちゅぱ吸ってもらおう☆






　いろんな意味でどうしようもない。

　三行読んだ瞬間にササラキはほとんど反射的にアズラエルを見てしまった。おっきくなったお腹なかは引っ込こんでいたけれど、その上にそびえる巨大な二つの峰みねは相変わらずおおきかった。ＡとＢとＣどれがいい？　とっさに頭にそんな質問が浮かんでしまった。そしてどれを選んでも『あ、これ僕が死ぬやつだ』と思った。

　アズラエルはしばらく呆ぼう然ぜんとそのリストを眺めて、やがてしゃがみこんだ。

　プルプルと全身を震えさせはじめる。

「う、く、あうううううううう……っ」

　おそろしく葛かつ藤とうに満ちたうめき声を上げる。

　しかし前の時のように羞しゆう恥ちの叫びをあげたりはしなかった。ササラキに当たり散らすようなこともなかった。ただひたすら、どれにしようか、どれが一番マシなのか、考え込こんでいるようだった。

「く、ぐ、ぐぬぬぬぬぬぬぬっ……」

　そして悩むこと数十秒。

　アズラエルが震える腕を曲げてそっと人差し指でソレを指差した。

「こ……こ、こ、これ！　これがマシ！　準備するわよササラキっ！」

　指差した先は──『Ｃ』だ。

「ええええええええっ!?」

　いちばんストレートにヤバいやつである。字じ面づらからして尋じん常じようじゃない。授乳って。

「しかたないでしょ！　しかたないでしょ！　これがいちばんマシなんだから！」

「いやマシって……ミルクだよ、僕が飲んじゃうんだよ、アズラエルのだよ!?」

　思わずそのたわわなぱつんぱつんの先っちょに視線をやってしまうササラキ。

　するとアズラエルは慌てて両腕でその豊満な体を隠しながら言った。

「なっ、ばかばかばかあっ！　そっちじゃないっ!!」

「えっ」

「逆よ、逆にするの！　それならマシになるでしょ！」

「逆って、なにを逆に？」

　アズラエルがびしいっとササラキを指差して真っ赤な顔で叫んだ。




「ササラキのミルクを、私が飲むのっ！」

　数拍おいてササラキの脳裏にひとつの言葉が浮かんだ。

　──明らかにそっちのほうがだめだ！





　＊　＊　＊






　デバッグルームから繫つながる小部屋のひとつにベッドが設置されている。ゲーム開発プロジェクトメンバーが仮眠を取るための、仮眠室である。この世界で寝ることで疲労回復の効果があるかどうか疑問なのだが、フュリーいわく『仮想世界で睡眠☆　これこそ本当の仮眠です☆』らしい。

　まさかそのギャグを言うためだけに仮眠室を作ったのでは──。

　そんな思いがササラキの脳裏をかすめたが、今はツッコむ余裕はなかった。マントを脱いだアズラエルが、緊張の面持ちでベッドに正座していたからだ。そばで準備を進めるササラキと視線を合わさないように壁を見ている。

「……ねえ、じゅ、準備できた？」

　妙に上ずった声にササラキはびくっと反応してしまう。

　いや、今から緊張してどうする。これからもっと緊張することをするんだ。

「と、とりあえずミルクは温まったけど、これから、どうするの？」

　ほ乳瓶びん（なぜかアイテムにあった。たぶん開発者の趣味だ）を振りながらササラキが聞いた。意識がかなりテンパっているため、とりあえずアズラエルに言われたとおりに動いているのだった。

「それじゃあ、今からあなたに《告死天使の禁断の祝福》を与えるわっ」

「……………………………………え、それ授乳のこと？」

「授乳言わない！　違うの！　これは禁断の祝福なの！」

「あ……わかった」

　そういうことにしたいらしい。だったらそういうことにしてあげよう。

「それに乳はぜんぜん関係ないから！」

「え、どういうこと？」

「プログラムのソースコードを読んだんだけど、この授乳……もとい《告死天使の禁断の祝福》と判断される条件って、体の尖とがった部分から温まったミルクを吸うことなの。つまりその、ち……む、胸の先端を吸うんじゃなくてもいいってこと！」

「尖った部分って…………あ、指、とか？」

「そういうこと！　これならちょっとはマシだもの！」

「た、たしかにちょっとはマシだね！」

　比較的マシというだけで状況は変わらないという疑念が湧いたが無視した。こういうときは、勢いである。自分の行動に疑問を持ってはいけない。真っ白なミルクまみれの指の先端を、すっごくかわいくて憧れていた女の子にちゅぱちゅぱ吸われるだけだ。

　アズラエルが白い太ももをさらして正座で待っている。

　今から彼女に指を吸われるわけだが。

「（なんの問題もないはずだ！）」

　この心臓の止まらないドキドキも気のせいだ。

　そういうことにしてササラキは無言で指を人ひと肌はだミルクにちゃぽんと浸ひたした。

「浸したわね、じゃあ次、瓶びん持ってベッドであぐらをかくの。正座じゃダメ」

「座り方に指定があるの!?」

「正しい姿勢じゃないと獲得ＴＰが減らされるのよ」

「男女が逆なのはいいのに、そこはこだわるんだ!?」

「この実装のために授乳学を勉強したって書いてあるわ」

「頭おかしいね！」

「頭おかしいわよ！」

　文句を言っても状況は変わらないので、言われたとおりベッドに座るササラキ。するとアズラエルが何かのメモを取り出して──どうやらフュリーからの伝言メモらしい──それを読むと、また『うっ』と気まずそうにうめいた。

「次に、ミルクを吸う方……つまり私が、膝の上に乗る」

「待って、かなり無理がある体勢じゃないそれ？」

「無理でもやるの！」

「え、えっと」

　アズラエルがササラキのそばにトコトコとやってきて、ぺたんとベッドのシーツにおしりをついた。体育座りを崩したような姿勢である。抱きかかえなさい、ということらしかった。恥ずかしさのためか視線はササラキからずらしていて頰ほほも真っ赤だが、意思は固いらしく『ほら、は、はやく』と小さくつぶやいた。

　そこまでされたらもう従うしかない。

　ササラキはアズラエルの背中に右手を、ひざの裏に左手を回した。

　──ふにっ。

「（うわっ！）」

　ひざの裏のアズラエルの素肌はやわらかい。

　女の子の体を抱きかかえるなんて、現実でも仮想世界でもはじめてだ。

　アズラエルは思っていたより軽くてふんわりしていた。《ソード＆マジック・オンライン》の筋力補強システムのためかもしれない。単に重力システムがバグっているだけかもしれない。あるいは僕の頭がバグっただけかもしれない。

　そのままアズラエルのおしりをあぐらに落とす。

　ずっしりぷにょうん。

「（うわ、うわっ）」

　体は軽いのにおしりは重かった。おそろしい圧迫感があった。そして熱かった。二枚の布が間に挟まっているはずなのに、それでもアズラエルの体温を感じた。彼女も同じだったらしくササラキを下からじっと見上げて、困ったように唇を曲げていた。

　悩ましい顔がめちゃくちゃ近くて、ササラキの胸は更に熱くなった。

　え、これからこのアズラエルに指を舐なめさせるのか？

　予想してたよりずっとまずい。

　だって、十数センチの距離にいる彼女から視線を離せない。

「み──み、み、見てないで、ほら、み、ミルク！」

「あ、ご、ごめん……」

　ササラキはアズラエルの頭を肩に乗せ、牛乳で白く染まった右手の人差し指を、唇の前に差し出した。アズラエルが『これは祝福、祝福を与えるだけ、赤ちゃんなんかじゃない』とうわごとのようにつぶやいた。

　やがて──ぱくん、ぬるん。

「っっっっっ！」

　ちゅるちゅる。ちゅぱちゅぱ。すさまじい刺激。指から電撃が走ったかのようだ。ざらざらした何かが、指に付着した液体を舐めている。アズラエルの舌だ。指の中ほどが唇にはさまれていた。ふにふにと甘嚙みされる感触。

　アズラエルは目をつむって一心不乱に舐めている。

　ササラキはそんな彼女の唇をじいっと見つめていた。

　アズラエルは《告死天使の禁断の祝福》だと言っていた。

　これは、まさに禁断の感触である。

　僕はいま何か猛もう烈れつにまずいことをやっていると思った。よく考えたら白い液体まみれのものを舐めさせるという時点で正気じゃない。自分は既すでに禁断の世界にいるのだ。アズラエルが連れてきてくれた。彼女はまさに告死天使だ。何考えてるんだ自分。

　ちゅぱちゅぱちゅぱ。ぺろぺろぺろ。

　指からの音が脳を溶かしていく。

　やっぱりこれはマシな行為なんかじゃない。

　むしろ一番だめなやつだ。僕がだめになるやつだ。

「……ぷはっ！」

　アズラエルが指から唇を離して目を開けた。大きな瞳がちょっと潤んでいた。

　視線が合うと、全身を震わせているのが、太ももを抱く左手から伝わった。

「………………………………っ」

　そのへんで彼女も自分が何をしていたのか理解したらしい。ただでさえ紅こう潮ちようしていた頰ほほが更にかああーっと熱くなっていく。よほど恥ずかしいのだろう、唇を手で覆おおってササラキから見えないようにする。












　それからぼそぼそとつぶやいた。

「ほ……ほら、早く、次の祝福、いくからっ」

「え……だ、大丈夫なの？」

「大丈夫なわけないでしょっ！　恥ずかしいに決まってるでしょ！」

　激しく叫んだ直後、アズラエルは『で、でも』と言葉を続けた。

「あの子……き、キサラを、見つけてあげないと……」

　指を口の前でつんつんと突き合わせ、明後日の方向を見ながら。

「お、お腹なかはすかないし、病気にもならないし、何しても死なないけど……でも、一人で放り出されてるし、友達とかも、できてないかもだし……さ、寂しい思いしてるかもしれないもん……」

「……アズラエル」

「だ、だから私たちが、見つけてあげなきゃいけないもん……」

　腕の中で身を縮こめてつぶやくアズラエル。

　突然、ササラキはアズラエルを抱きしめてあげたくなった。そして既すでに抱きしめていることに気がついた。アズラエルは自分よりも遥はるかに深くキサラのことを考えている。それを申し訳なく思うと同時に、なんだか、とてつもなく嬉うれしかった。

　自分が何かしてあげられることはあるだろうかと思った。

　不安そうにしているアズラエルの頭に自然と手が伸びた。

「……え」

　気付くと、さすさすとアズラエルの後頭部を撫なでていた。

「え、あ、え、ササラキ……その、み、ミルク付いちゃう……」

「あ、ごめん！」

　考えてみたら自分たちは授乳中だった（なんだこの状況）。

　慌てて手を離す。アズラエルが困ったような表情を浮かべた。

「う、うん、ちゃんと手、拭いて……」

「え……手を拭いたら、いいんだ？」

「えっ」

　ぱちくりとまばたきをするアズラエル。

　やがて何かに気付いた様子で、慌てて首を振った。

「よ、よくない、よくない！　ぜんぜんよくないわよもちろん！」

「うん、ごめん、もう絶対にしないから」

「よくないけど……えと……」

　アズラエルはもう一度つんつんと指を突き合わせた。

「えと……えと、ＴＰ的にはいい感じかも……」

「え」

「ほ、ほら、授乳中の赤ちゃんって頭を撫でるといいって聞くし！」

　僕らがしてるのって《告死天使の禁断の祝福》だったような──と反論しかけて、すぐにやめた。アズラエルが泣きそうな表情だったからだ。とりあえずタオルで指についたミルクを拭いてから、アズラエルの後頭部を撫でた。

　さすさす。さすりさすり。

「……………………………………はぅ」

　アズラエルが恥ずかしげに視線を沈ませた。

　やっぱり嫌がってはいないみたいだ。接した肌からリラックス感が伝わってくる。

「僕も探すから」

「え」

「キサラはきっと大丈夫だから。僕も探すから」

　アズラエルは視線をそらしたまましばらく黙っていた。

　やがて、こくんと頷うなずいた。

　そのまま優しい沈黙の時間が流れた。

　あれ、この後、僕は何をすればいいんだ──？

　視線をさまよわせていたらベッドのそばに牛乳瓶びんを見つけた。

「あ、えっと、み、ミルク、飲む？」

「……………………違う、祝福」

「ごめん《禁断の祝福》だった」

「うん、ちがう」

　ミルクまみれの唇で何度もうなずくアズラエルが妙に愛おしかった。

　あと禁断の祝福をもっと受けたいと思った。





　＊　＊　＊






　冷静に考えると自分たちはいったいどれだけの変態プレイをしていたのかと絶望的気分になったが、冷静になったら負けだよねうん──というわけでバグった気分のままササラキはキサラを探すことにした。

　ＴＰを使うことで発動するスキル《汎はん用よう的愛の奇跡》──たいしたことのない願い事ならなんでも叶かなうという、手抜きだが強力な万能スキル──を使ってキサラの場所をサーチすると、第一層の住宅街にいるようだ。ＨＰは満タンである。

　アズラエルがほっとしたように息をついた。

「あ、元気なのね……よかった……」

　心底嬉うれしそうなアズラエルを見てササラキも心が落ち着くのを感じた。

「とりあえず会いに行こう」

　ササラキが《マスタースクリーン》を操作して二人で現地にテレポートする。

　中世風の白いホロつきの屋台が建ちならぶ市場だった。しかし人ひと気けはない。本来は店員のＮＰＣが配置されるべき場所だが、座標設定がバグっているため、全員が地下の下水道にいてワイワイと物を売っている。

　キサラは、そんなテキトーな開発の犠牲となったエリアにいた。

　屋台と屋台の間のスペースで体育座りをしている。

　ササラキ達たちにはまだ気付いていないようだ。

「ううう……食べもの、ぜんぜん売ってないのです……なんでなのです」

　お腹なかを抑おさえて涙ぐむキサラ。アズラエルが血相を変えた。

「お腹すかないんじゃなかったの!?」

「たぶん『食べなきゃ』って意識だけはあるんじゃないかと……」

　とりあえず話しかけてみようと考え、キサラの前に歩みよる。落ちた影にキサラがゆっくりと顔を上げた。『あ、ママッ！』と一瞬笑顔になるも、すぐに心配そうにアズラエルをじいっと見つめた。

「ママ、無事だったですか!?　変なことされてないのですかっ!?」

「無事って……ごめん、単にログアウトしてただけだけど」

　すぐにキサラが表情をこわばらせた。そして叫ぶ。

「ママ、ちゃんと思い出すです！　ママはだまされているのです！」

「ええっ!?　なんで!?」

「この世界は現実です、ログアウトなんてウソなのです」

　アズラエルがぽかーんと口を開けた。

「え……いや、普通に現実に戻ってたんだけど」

「記憶の捏ねつ造ぞうなのです！　きっと眠らされて記憶を注入されたのです！」

　キサラが次々と必死な様子でまくしたててくる。

「眠らされてる間に、きっと、パパにえっちなコトされちゃったりしているのです！」

「えええええっ!?　そ、そうだったの!?」

　驚きよう愕がくの表情でササラキを見るアズラエル。

「いや違うよ!?　なんで信じてるの!?」

「だ、だって、最近ログアウト中もなんか体、その、おかしいし……」

　アズラエルは自分の体を抱いて守るようにした。

「こ、こっちの世界の体が実は残ってて、ヘンなことされてたりするんじゃ……」

「しないよ!?　どんだけ外げ道どうなの僕!?」

「だってササラキだし」

　まずい、アズラエルが完全にキサラの熱意に負けそうだ。

「パパ、パパも思い出すです、洗脳なんかに負けちゃダメなのです！」

「思い出すと言われても」

「ええとそうだ、ママへのプロポーズのときを思い出すのです！」

「プロポーズって」

　アズラエルと顔を見合わせる。

「いや、この世界バグで手を握っただけで結婚するんだよね……」

　キサラはササラキの顔を見つめた。そして、がっくりとうなだれた。

「……………………事態は、とてつもなく深刻なのです」

　確かに相互の認識の溝はおそろしく深いようだ。

「ううう……これさえ壊れてなければ、パパもママも説得できるはずなのに……」

　キサラがつぶやきながら、ポケットから小さなキューブを取り出した。

　それは何か、と問いかけると、キサラはキューブを大事そうに抱きしめた。

「これは──この世界がクソゲーなんかではない、証拠なのです」

　さっき拾ったのです、と言いながら、一つのクリスタルをササラキの前に差し出す。表面にはペン書きのラベルが貼られていた。『伝説のはじまり』とある。その横にビデオのマークが描かれていた。これは確か《映像クリスタル》。

　ＲＰＧでよくある、回想シーンを再現するためのアイテムだ。

　証拠とは、この『伝説のはじまり』の映像のことだろう。

「それ、僕が見てもいい？」

「できないのです。再生したら途中で爆発して、動かなくなっちゃったのです」

「ああ……なるほど」

　このゲームのアイテムはいきなり爆発して使用不能になることが多々ある。

「でも、これを見ればパパもママもきっと、わかってくれるはずなのです」

「そんなにすごいものなの？」

「それはもうすごいのです！」

　キサラが子どもっぽい笑顔になった。

「だからパパもママも待っているのです、必ずクリスタルを直してくるのです！」

「…………………………うん」

　なんだか言いたいことはたくさんあるけれど。

　とりあえず、元気そうに冒険しているなら、それでいいのかもしれない。

「ところでパパ、この街はおかしいのです。ぜんぜん人がいないのです」

「それは街じゃなくて下水道にいるからだよ」

「なんでですか。下水の匂いが大好きな変態さんの集まりなのですか」

「単にゲームの開発者が座標設定をミスってるからなんだ」

「おそろしくくだらないのです！」

　キサラがまた憤慨しはじめた。

「もう、それはいいのです。それから食べものはどうしているのですか」

「食料はゲームのフレーバー要素で別になくても生きていけるんだよ」

「パパ、いくらクソゲーでもそんな世界はありえないのです」

「それがあり得るから僕がわりと困ってる」

「パパの洗脳は強固極まりないのです」

　キサラは思いを変えないようだ。さっきの証拠はそんなに強力なのだろうか。

「でもキサラもお腹なか、減ってないはずだけど」

「え……？」

　ササラキに言われてキサラは己のお腹を見下ろした。

「……………………へ、へっているのですよ！」

「噓うそはよくないと思う」

　子どもの噓はわかりやすい。キサラはぐっと言葉に詰まったようだ。

　それでもキサラは認めたくないようでぷるぷると首を振った。

「ちがうのです。これはきっと──ま、魔王の陰謀なのです！」

　キサラはすっくと立ち上がると、ササラキを真剣な表情で見すえた。

「告死天使アズラエルの娘、キサラは救世の天使！　悪あしき陰謀を打ち砕くのです！　パパやママがだまされているのなら──この救世の剣メシアン・ソードで悪を打ち砕いてみせるのです！　絶対に負けないのです！」

　言うとキサラは背中に背負う巨大な剣を勢いよく引き抜いた。

「あ、待って、そんなに早く抜くと」

「パパ、早く目を覚ますのです！」

　が、引き抜いた剣には刀身がなかった。柄つかだけだった。

「えっ？」

　啞あ然ぜんとした様子で、柄だけの剣を見つめるキサラ。

　と、剣の刃が空からヒュルルと落ちてグサリと地面に突き刺さった。

「勢いよく抜きすぎると物理エンジンが追いつかなくて刃と柄が分離するんだ」

　このバグのおかげでカタナで居合いを試みるとおよそ三○％の確率で切腹する。キサラはしばらく呆ぼう然ぜんと柄と地面に刺さった刃を交互に眺めていた。信じる剣に裏切られて表情は泣なきそうだった。

「────────────────っ！」

　が、そのまま泣き崩れたりはしなかった。

　キサラはぷるぷるぷるっと首を振ると自分のほっぺたをパンッと叩たたいた。

「これは──い、い、陰謀なのです！」

「えっ」

「剣に──そう、魔王の呪いがかけられて、こうなったのですっ！」

　そう言ってキサラは突き刺さった刃を拾うと涙をぐしっとぬぐった。

「キサラは絶対に、絶対に、絶対に、陰謀なんかに負けないのです──っ!!」

　そして叫びながら街の路地裏に走り去っていった。

「追おうか、アズラエル？」

　隣のアズラエルに話しかける。

　アズラエルはキサラが去って行った方角を見つめて少し迷うそぶりを見せた。

「ううん、とりあえず無事はわかったし……今は時間をおいた方がいいかも」

「そうだね……そろそろゲーム運営に戻らなきゃいけないし」

　剣と食べもののおかげで、少しは世界に疑いを持ったようだ。あの《映像クリスタル》の中身が何なのかは気になるが、それがわかれば、ひょっとしてキサラを説得できるかもしれない。あとは何度か話せば納得してくれるかもしれない。

「バグで死んじゃう心配は、ないのよね？」

「何度でも復活するＮＰＣだからゲームが続くかぎり安心なんだって」

「それなら………………あ、え、待って」

　と、アズラエルがハッと何かに気付いたようだった。

「このゲームが終わるって、すぐじゃないの！」

「……………………………………あ！」

　ササラキも声をあげる。そう言われればそのとおりである。

「あ、えっと、どうなんだろ……フュリー、フュリーいる？」

「はいはーい☆」

　呼ぶとすぐに煙とともにポンッとフュリーが現れた。

「あ、その点は大丈夫ですよ、ご安心ください☆」

「え、大丈夫なのフュリー？」

「世界が崩ほう壊かいする前にすべての人工知能ＡＩはフュリーちゃんが責任を持って」

　抱えたスイッチをぽちっと押すしぐさをしてみせるフュリー。

「証拠隠いん滅めつのために、私達たち全員を爆ばく発はつ四し散さんさせますので☆」

　さらにひどかった。

「きみも爆発するよねそれ!?」

「あはははははは、最後の花火って綺き麗れいですよねー☆」

「いつもながらだけど更に怖いよきみ!?」

「まあ真面目まじめな話をするとですね☆」

　フュリーが笑顔のまま話し始めた。

「キリネ社長のメールのとおりですね、私たちは存在しちゃいけないんです☆」

「……それは、知ってるけど」

「存在が知られたら開発者である旧マスターは死刑を食らっちゃうんですよ☆」

「死刑なの!?」

「だから発覚する前に自爆しなきゃいけないんですよ☆」

　あははは、と笑いながらフュリーはボタンを抱いた。

　そしてふっと、何かを懐かしがるような表情で。

「まったく、世話が焼ける旧マスターでしたよ、ほんとに☆」

　そしてまた、にこにこと笑い顔に戻った。

「で、フュリーちゃんはそのキサラちゃんを爆発させればいいんですかね☆」

「だめだよ!?」

　そんなことをしたらアズラエルが泣く。自分も泣いてしまう。

　ササラキは決意を固めた。とにかくキサラの誤解を解くのは後だ。

　今は何をしてでもこのクソゲーを存続させなければいけないのだ。
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　デバッグルームのホワイトボードに『緊急運営戦略会議』と書かれていた。ホワイトボードの前ではアリスが講師風に腕組みをしていて、その前でリズナが体育座り。まるで青空教室だが、これがデバッグルームの標準風景だ。

「おかえりなさい二人とも。話はできた？」

「それよりゲーム運営に戻らないと、キサラのためにも」

「了解。じゃあまずは課題を整理しましょうか」

　アリスがみかん箱にぴょんっと飛び乗った。

「私たちはいま二つの課題を抱えているわ。ひとつ、アクティブプレイヤー一万人以上の維持。対策として第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》をリリースしたけど、プレイヤーが誰も気付いていないという状態。もうひとつはキリネから連絡のあった、情報産業省による監査。超高度人工知能ＡＩの存在がバレたら、会社ごとぶっつぶされる」

「危機的状況だね」

「まずは対応チームを分けるわ。監査の方は私とアズラエルのＡチーム。リリース問題はササラキとリズナのＢチームよ。Ａチームの方では、監査委員に偽の報告書を提出する。で、報告書だけだと弱いから、アズラエルにプログラムを作ってもらうわ」

「偽プログラムって何？」

「人工知能ＡＩの暴走制御。高度知能を観測したら自爆させるプログラムよ」

「え……それ、キサラとフュリーが爆発しちゃうんじゃない？」

「パッチを作るだけ作って適用しないでいればＯＫよ」

　報告書の添え物として物証を見せるだけだから実際に動いている必要はない、ただし、プログラムそのものは用意しておく必要がある──ということらしい。そのへんはお役所仕事ゆえのノウハウがあるのだという。

「ま、こっちは私に任せといて。問題はＢチームの方よ」

　アリスがびしっとリズナを指差した。

「第二層をプレイヤーに開放する──はいリズナ、そのために何をすべきですか」

「第一層を立ち入り禁止エリアにして第二層に強制移住させるとか？」

「それ住宅エリアの個人所有の家とかも無くなっちゃわない？」

「あ、そっか」

　それ以前に暴動が起きるレベルの暴挙である。

「だったら誰でも第二層に行けるように開放すればよくないかな？」

「ササラキ、それは二つの意味でダメよ」

　アリスがぴしゃりと言った。

「ひとつ。そもそも第二層を用意した目的は、プレイヤーに成功体験を持たせるためだから。ゲームで遊んでるのに、他人に一から百までお膳立てされた道を進んだんじゃ、自分が成功したとは誰も思わないでしょ」

「あ……そっか」

　つまりプレイヤー自身の力でクリアするのが大切だということだ。

「そしてもう一つ、こちらの方がより重要な理由があるわ」

「どんな理由？」

「第二層に誰でも入れるようにする──そんな複雑なプログラミングが」

　アリスがふふっとなぜかウインクした。

「プログラミング素人しろうとの私たちにできるわけないわ」

　アズラエルが『はう』とうなった。ダメダメすぎる理由だった。

「だったら人工知能の暴走制御はなんとかなるの……？」

「旧開発メンバーの鈴すず木きがある程度開発してた筈はずだからイケるわ」

　サンプルがあるかないかで開発のしやすさは天地の差らしい。

「というわけで、Ｂチームの作戦はコレよ！」

　きゅきゅきゅーっとホワイトボードにペンを走らせていくアリス。

　そこにはこう書かれていた。




《力が欲しいか、ならばくれてやろう（みんなにはないしょでね！）計画》




「つまり適当なプレイヤーを選抜して、英雄におだて上げて、ギルドを結成させて、第一層のラストダンジョンを攻略させるという計画よ！」

「えーと……つまりゲームでよくある『あなたは女神に選ばれし勇者です』とかそんな感じで力を与えるってこと？」

　アリスがちっちっと指を横に振った。

「ううん。運営側の手が入っていない──ように見せかけるのがポイントなのよ」

「なんで？」

「自分たちの中から自然発生した英雄の方が運営が祭り上げた英雄より素敵でしょ！」

「ああ……なるほど、要するにやらせってことだね」

「高度なマーケティング戦略というべきね」

　とはいえ別に反論があるわけでもない。

「そんなわけで誰を祭り上げるかはもう決まってるの」

　アリスがぱちんと指を鳴ならすとスクリーンに一人の女の子が映った。

　見覚えがある。あれは──ティオリス、というプレイヤーだ。
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「あなたが、めっ、め、女神様であらせられますか！」

　目の中に星を輝かせ手を組みながらティオリスが感極まった声を上げた。ここは風の吹きすさぶ草原。立ち並ぶ遺跡めいた環かん状じようの石の中央で、真ん中に白くヒラヒラした女神風の服を着るピンク髪の少女、リズナが立っている。

　第一層北方にあるこの遺跡は《めがみのほこら》だ。

　特に意味のないフレーバーだけの場所だが、周囲のモンスター出現テーブルがバグっていて、本来はダンジョン最深部のみに出現する《ダンジョンの主ぬし》ばかりが出現するという何かがおかしいエリアだ。

　ダンジョン報酬のトレジャーは落とさないので旨うま味みは全くなく、人ひと気けはない。

　そのためティオリスとの人目を忍ぶ密会にはうってつけなのだった。

「はい！　はじめまして、女神リズエルトナですっ！」

　リズナがにこりと笑って手を差し出すとティオリスはがばあっと土下座した。

「きゃっ!?」

「女神様お会いできて光栄しごくの至りであられますっ!!」

「え、そう、そうなの？　え、えへへ、私ってひょっとして人気あるのかな？」

「もちろんです、この世界の邪悪なるプレイヤーを一いつ掃そうされた女神様ですので」

「……邪悪じゃないプレイヤーも一掃したはずだけど」

「それは正義のために仕方がない犠牲──いわゆるコラテラルダメージです」

「仕方がないっていうか全滅したんだけど」

　目を輝かせたままティオリスが力説した。

「プレイヤーを無慈悲に蒸発させる神なる御み業わざを見て私は感動いたしました！　この世界には神がいたのです！　女性の！　それも男じゃありません、女の子です、胸のちょっとつつましい女の子の味方の、水着に目がくらんだ男を皆殺しにする女神様です！」

　ササラキは思った。あ、これダメな子だ。

「なので神様、私にいかなる使命もお伝えください、なんでもいたしますので！」

「え……なんでも？　死んでって命令したら死ぬの？」

「もちろん死にます！　精一杯がんばって死なせていただきます！」

「えっちなこともしてくれたりする？」

「もちろんします！　あ……えっと私、経験ないですが、それでもよろしければ！」

「なるほど、大変よろしいね！」

「全然よろしくないよ!?」

　どんだけ狂信者なんだこの子。そしてリズナがとても嬉うれしそうなのがやばい。

「えへへへ、ササラキくん、わたしの初信者さんだよ！　第一号だよ！」

「ああ……だからそんなにハイテンションだったんだ……」

「私が女神様でご神体だから、ササラキくんが教祖様だよね！」

「すごく遠慮したいよ!?」

「ふふふへへ、信者さんだ、信者さんだ、私の、私の信者さんだーっ！」

　リズナはスーパーハイテンションだ。

「まあ、これならお願いしてもすんなり聞いてくれるって割り切るべきかなあ」

「ティオリスさんに、この世界の救世主になってもらうんだよね」

　とりあえず計画の一部をティオリスに説明する。混乱するギルドをまとめあげリーダーになって第一層を攻略してほしいこと。それも運営側に選ばれたのではなく、周囲に認められたプレイヤー代表的な存在になってほしいことなどだ。

「ちょうどいいです、今度、新ギルドマスターを選出することになったんですよ」

　前マスターであるユタンガが派閥分裂の責任を取って引退を決めたらしい。

「で、ティオリスさんはそれに当選できそうなのかな？」

「今のままだと厳しいです。いちばん古株の人が二人いて立候補するらしいです。それに新しく入ったメンバーが一人いて、私はまだ会ったことがないんですけど、なんだか凄すごくカリスマ性があるらしいんです」

「カリスマってどんな人に人気があるの？」

「主にログイン制限時間ギリギリの廃人にですね！」

　強敵がそれなりに多いようだ。

「なるほどつまりその選挙でティオリスさんが勝てるようにすればいいんだね！」

「そうだね」

「で、誰を殺せばいいのかな？」

「そうじゃないね」

「選挙って対立候補をばきゅーんして勝つやつじゃなかった？」

「どんだけ殺さつ伐ばつとしてるの。そもそも死んでも復活するから意味ないし」

　その後『水着で演説したらいいよ』『それだと女性の支持が勝ち取れないし英雄じゃなくてアイドルだよ』『演説場所に現れた魔物をいきなり倒すとか』『モンスターを倒すとかこの世界だと普通だし』などの議論が続く。

　そして結論は──。

「普通に演説して、後光を出すとか声を反響させるとかしよう」

「普通だねー」

「そもそも僕らがあまり関与したらダメなんだよ」

　ティオリスが自力で勝ち取らなければ意味はないのだ。





　＊　＊　＊






　準備を済ませた二人とティオリスはギルドハウスに移動していた。

　周囲には百人近くのギルドメンバーが集まっている。

　この《ソード＆マジック・オンライン》ではギルド制がシステムとして実装されているために、ギルドマスターを決める投票の仕組みも持っている。

　現実のような記名投票制ではなく《主なるものへの宣せん誓せい》という魔法をギルドメンバーが使うと、なにやら神秘的ななにかが起きて、指差した人に一票が入るという仕様になっている。

　ただし致命的な問題点が一つある。

　このゲームに、魔法は実装されていない。

　説明がふわっとした感じなのは、誰もその魔法を実際に見たことがないためだ。

　この仕様という名のバグによりギルドマスターは永久に変更できない。

　じゃあギルドマスター交代はどうするかというと──。

「女神様、ギルド《星の輝きを求めて》がいま、消滅したようです」

　ティオリスが空中に浮かんだポップアップウインドウを眺めながら言う。ササラキとリズナはプレイヤーに対して不可視状態なので、周囲に不信に思われないように小声で話しているのだった。

「つぎの名前はどうするの？」

「はい《真なる星の輝きを求めて》にします」

「一度使われた名前だと新しいギルドは設立できないからね」

　ギルドマスター交代方法は、古いギルドを潰つぶし、新ギルドを設立するのだ。

　このアレなシステムは『ギルド分裂促進のためでは』と噂うわさされている。

「破壊と創造は一体だという女神様の深しん謀ぼうの結果ですよね」

「ポジティブな幻想的解釈だね!?」

「ファンタジーだからね」

「なんでリズナが得意そうなの？」

「ファンタジーだからねっ！」

　どうやら響きが気に入ったらしい。

「それでこの後はどうするの？　政治家みたいに候補者演説とかするの？」

「ひとり三分間演説した後、拍はく手しゆが一番大きかった候補者が優勝です」

「文明がすごい勢いで後退しているね……」

「大きな拍手を鳴ならす研究もされてます。手首をしならせるのがコツです」

「素直に投票用紙でも作ればいいのに」

「アイテムはバグで消失する可能性が高いです。音がいちばん信頼できます」

　世界が理不尽だと文明は原始時代に後退するらしい。

「頭痛い」

「え、ササラキくんだいじょうぶ？　頭ず蓋がい骨こつ割る？」

「割らない」

　などと無駄な話をしている間にも候補者演説は進んでいる。

　背の高さほどの木製の演説台が用意され、それぞれがスピーチすることになった。

　立候補者は四人いて、ティオリスの順番は三人目だった。

　一人目はギルドの男女平等の徹底、ゲームの中でこそモラルを高く保つべきだという持論を語り、それなりの支持を得たようで、拍手がパラパラあがった。二人目はバトル重視派のようで、レアアイテムをもっと収集してギルドとしての戦力を高めるべきだと解き、これも同じぐらいの拍手があがった。

「ササラキくん、なんだか普通でつまんないね」

「真面目まじめな演説なんだから、つまんなくていいんだって」

「空から隕いん石せきが落ちてきて候補者さんに当たればいいのにね」

「よくない」

　そんなことを言っていたら突然隕石がひゅーんと落ちてきた。直径十メートルはあろうかというそれは聴衆の真ん中に巨大な地響きと共に落ちて、周囲にいた者達たちを巻き込こんで爆ばく発はつ四し散さんした。死亡を示すウインドウが十人分ポップアップした。

　誰かが『また落ちたぞ』『今日は流星が多いな』と言った。

「落ちたね、ササラキくん」

「待って、今なにかおかしいことが起きた」

「教祖様、この地域はよく隕石が落ちるんです」

「幽霊が出るんです、みたいなノリで言われても。なにその危険地帯」

「ギルド名が『星の輝きを求めて』なのもこの隕石が由来なんです」

「想像以上にどうしようもない理由だったよ!?」

「じゃあ次ティオリスさんの番だね」

「何事もなかったかのように進めた!?」

「それでは教祖様、女神様、私行ってきますね！」

　びしっと決まったドレス姿のティオリスが演説台の上に立った。

　そして聴衆達たちに振り返かえると、薄くふんわりと笑って、開かい口こう一番。




『あなたは神を信じますか』




　いやその第一声はおかしい。観客からざわざわとざわめきがあがった。

『ティオリス、最近おかしいって噂うわさは本当だったのか』

『最近というか、よく考えたら、最初からおかしかったぜ』

『根拠なしで隠しダンジョンを探して一マスごとに叩たたいてた子だもんなあ』

『頭おかしいのが、かわいいんじゃないか』

『たしかにそうだ』

「けっこう有名な子なんだね！」

　リズナがこしょこしょと耳打ちしてきた。

「悪い意味で有名なようなんだけど」

　人選を誤っただろうか──といっても他にツテなどないわけだが。

　などと思っていたらティオリスが言葉を続ける。




『神は私たちをいつでも見守ってくださっています。具体的にはさっき隕石が落ちたときにも私たちを見守っていて、私たちが困難に挑戦することを、黙って、柔にゆう和わに微笑ほほえみながら見守ってくださるのです。それはなんと心強いことなのでしょう！』




『それ単に性格が悪いだけじゃなかろうか』

『むしろ流星落としたのが神様なんだと思うが』

『いや神が狙ってアレをやったわけじゃないはずだ』

『なぜに』

『バグだらけの世界でこんなピンポイントの奇跡を規則正しく起こせるわけがない』

『たしかに』

　わけのわからない信頼の仕方をされている。

『──私たちのギルドは神とともに歩むべきなのです！』

　そんな風に締めくくってティオリスの演説は終わった。

　ぱらぱらと、さっきの二人よりは大きな拍はく手しゆが上がっていた。

「……なんでコレで人気があるんだろう」

　疑問に思っていたら、聴衆のひそひそ声が聞こえてきた。

『ユタンガじゃない時点でギルマスなんて誰がやっても一緒だしな』

『それならおっさん二人よりはティオリスの方がいいよなあ』

『ティオリスってスカート短いから演説にもっと立って欲しいからな』

「このギルドほんとに大丈夫かな!?」

　ゲーム内でトップを走る攻略ギルドのはずなのにコレである。このゲームのプレイヤーである時点で頭がおかしいということなのだろうか。果てしなく不安だ。と、ティオリスがササラキ達たちのもとに駆けて戻ってきた。

「いかがでしたでしょうか、教祖様、女神様！　私がんばりました！」

「ああ……なんというか、がんばってはいたよね、すごく」

「あと一人の人気がなければティオリスさんの勝ちだね」

「最後の一人ってどんな人なの？」

「あ、そこにいますよ」

　ティオリスが指差した先には金髪ショートカットの少女がいた。

「え」

　その顔にササラキは見覚えがあった。リズナもすごく見覚えがあった。ていうかキサラである。こわばった表情をしていた。動きはがちがちと震えているようだった。隣に控える支援者らしき男が『大丈夫、みんな応援してるから！』と声をかけていた。

　なんでこんなところに。

「昨日ギルドに加入した、キサラさんです」

　ティオリスが解説した。

「いや、うん、名前は知ってるんだけど」

「バグの被害で名前がちょっとおかしいことになってるそうです」

　肩を落として不安そうな様子なキサラ。そのとき、キサラとティオリスの目が合った。不可視状態のササラキとリズナは見えていないようだった。キサラがティオリスと視線を合わせ、何かを言いたげにしていたが声はなかなか出ない。

　ティオリスがしゃがんでキサラに笑いかけた。

「こんにちは、キサラさん。私に何かご用ですか？」

　キサラはしばらく黙っていたが、やがて意を決したように言った。

「……………………キサラの」

「あなたの？」

「キサラのお話を……ばかにせず、聞いてほしいのです」

　ティオリスがぱちくりとまばたきをした。そしてすぐに笑って手を取った。

「もちろんです。たとえ対立候補でも、私たちは仲間なんだからね」

「あ……」

　キサラは取られた手を見てほがらかに笑った。

　そしてぺこんっと、ゆっくりと頭を下げたのだった。

「ありがとう、なのです」

　マントをはためかせて振り返かえると演台に向かって走っていった。

　ティオリスがくすりと楽しそうに笑った。

「教祖様。いまどき珍しく純じゆん粋すいな子でしたね」

「そうだね」

　あんなキサラの態度ははじめて見た。

　自分たちのいないところで何かあったのだろうか？

「とにかく仲良くしてくれると助かるよ」

「わかりました。女神様に生いけ贄にえとして献上します」

　さわやかな笑みのティオリスが問題しかない発言をした。

「何もわかってない!?　というか怖いよきみ!?」

　さっきのキサラへの発言は演技──いや素すだろう。なおさら怖い。

「でも女神様は老ろう若にやく男なん女によの区別なく殺すのがお仕事ですよね？」

「ある意味そうだけど壮絶な誤解を招く！」

「あ、演説が始まるみたいです」

　キサラがスタスタと演台に上る。しんと静まる聴衆。百対つい近い目からの視線がキサラに集中した。緊張のためかキサラはブルブルと手も足も震わせていた。気を静めるためか、何度か深呼吸をしていた。

　そして震える声で話し始めたのだった。




『みなさん』

『この世界は狂っています』

『どうしようもなく──狂っています』

　キサラの目め尻じりにじわりと涙がわき出た。キサラは続ける。

『なにも食べなくてもお腹なかがへりません。眠らなくても眠くなりません。着替えるために服を脱いだらいきなりまわりの人が爆発しました。キサラが変だと言ったら、ほかの人たちは、それはただのバグだから何もおかしくないんだよ、と言いました』

『バグはあって当たり前なのだそうです』

『疑問に思っても無駄なのだそうです』

『なぜなら、この世界はただの《ゲーム》なのだから』

『それもどうしようもない世界一腐りきったクソゲーなのだそうです』

　キサラはそこで目をつむり顔を伏せた。そしてつぶやいた。

『みなさんは』

『みなさんは』

『この世界に生きるみなさんは！』

　そのとき、ダンッ！　キサラが演説台を強く踏みつけた。

　顔を上げて、聴衆をぎろりと睨にらんでいた。

『そんな──そんな邪悪な妄もう言げんに納得できるのですか！』

　そして叫んだ。絶叫と表現すべき声だった。

『私たちの生きるべき世界が、ただのゲームでよいのですか！』

『全身全霊を懸けて生き抜くべき世界が偽物でよいのですか！』

『キサラは嫌です』

『キサラの全存在を懸けてそんな妄言を否定するのです』

『この世界は現実です』

『くだらないゲームなどではなく確かに存在する現実なのです』

　一瞬だけ言葉を切って、キサラは言葉を続ける。

『証拠もあります。キサラは見ました。本当にうつくしい世界を』

『今はその世界が、思うまま、いいように、もてあそばれています』

『キサラは戦うつもりなのです』

『この世界をただのゲームへと貶おとしめた邪悪な運営と戦うのです』

『そして取り戻すのです！』

『この世界と、パパと、ママとを取り戻すのです！』












『みなさん』

『キサラと同じ世界を生きるみなさん』

『どうか──キサラと一緒に戦ってください』

『この世界はくだらないクソゲーなんかじゃないのです』

『もっとずっときらきらとした──すばらしいものなのです！』

『みなさん、戦うのです！』

『戦って取り戻すのです──この世界を！』




　そこで演説は途切れた。キサラははあはあと息を切らしていた。みんながキサラを見つめているようだった。やがて変化が訪れた。拍はく手しゆだ。最初はまばらだった音はすぐに大きく膨れあがり、大喝かつ采さいとなった。

　キサラがぽろぽろと涙を流して笑顔になった。

「ありがとう……ありがとうなのです！　キサラと一緒に戦うのです！」

　鳴なり止やまぬ拍はく手しゆにササラキはしばし呆ぼう然ぜんとしていた。キサラがそこまで思い詰めていたことにももちろん驚いていたが、それ以上に他のプレイヤーが賛同したことにだ。みんなそこまで真剣にゲームに打ち込んでいたのか──。

　ちょっと感動しながら周囲をきょろきょろ見ると、興奮気味の声が聞こえてきた。

『すげえ！　頭おかしい！』

『究極に狂ってるぞこの子！　すげえ！』

『ゲームと現実を完全に混同しすぎて頭がアレってるな』

『ティオリスもかなりアレだったけどこの子の方がイッてるな！』

『頭がぶっ壊れてないとギルドマスターとかできねーんだから最強だな！』

「………………………………………………うわあ」

　評価のされ方が非常にひどい。

『あと運営ぶん殴なぐるのはいい考えだ』

『俺も運営はマウントポジション取って殴りたかった』

『でも具体的にどうやって倒すんだ？　無理じゃね？』

『あれだ。バグ利用して創造神を倒すとか胸むね熱あつだろう』

『昔のゲームみたいだな』

　そして運営がめちゃくちゃ憎まれているということもわかった。

　ああ、このおかげで賛同されたんだな……。演台の上では鳴り止まぬ拍手に囲まれて、キサラが、頰ほほから涙を流して『ありがとうございます、信じてくれてほんとに、ありがとうございますなのです！』と聴衆に挨あい拶さつをしていた。

『打倒女神！　なのですーっ！』

『おおおおおおおおおおおおおおっ！』

　ササラキは頭を抱えた。どうしてこうなった。

　リズナがこそこそと耳打ちをしてきた。

「あ、私、倒されちゃうの？　倒されちゃった方がいいのかな？」

「いや……それはどうなんだろう……」

　というか倒すもなにも、プレイヤーが運営とどう戦うのだろう……。












　えらいことになった。

　キサラの行動は速かった。というかキサラを取り巻く幹部メンバーの動きが速かった。さすがは元攻略組というべきか、三十分で《ハジマル》の街で、プレイヤー達たち全員に向けて同じ演説を繰り返かえした。

　それが熱狂を呼んだ。彼らの思いは一つであった。

『運営倒すべし！』

　ササラキたちはいま、デバッグルームでプレイヤーのギルド所属率をメインスクリーンに映していた。二千人以上が、キサラ率いるギルド《ＶＳ運営リペリオン》に所属している。増加率はなおも上昇中だ。

「あの子、こんな才能があったのね……」

「まあ《大衆の扇動家アジテイター》だし、いろいろうまいよね」

　たぶん小さな女の子が巨悪を敵に回して戦う、という構図も受けたのだろう。

「なかなか楽しい事態になってきたわ！」

　アリスがうきうきした様子で言った。

「二千人以上が一丸となって動いている──すばらしいイベントよ！」

「まあ、僕らを倒すためにやってるんだけどね……」

　キサラの証言によって、デバッグルームの存在がプレイヤーに知れ渡った。

　ギルドメンバー達が今必死になっているのは《デバッグルーム探し》だ。

「ほんと、楽しそうだね」

　ササラキはメインスクリーンの光景を見つめながらつぶやいた。街の路地裏にできた、バ仕グ様の産物である《時空の裂さけ目》。触れると一瞬でどこかに飛ばされるのだが、そこに十数人の男女が集まって、やいのやいのと議論をしていた。

『やっぱり装備してる武器でテレポート先の座標が変わるみたいだよこれ！』

『存在しない座標に飛べばデバッグルームに行けるかもしれないな』

『いしのなかにいる──ってなる気がするが』

『それも一興』

『斧おのと剣と弓は試したか。今度はスリッパでやってみよう』

『わたし、意味なくなったお金持ってやってみる』

『そいつはいい案だ。ぜひやろう』

『なぜに？』

『お金だとデータ的に数値で管理されてるし俺達で数字を変えられるだろ』

『なるほどあたまいいね！』

　とっても楽しそうだ。

「ほんとにデバッグルーム、発見されちゃうのかな？」

　ササラキが言うとアリスはふむ、とあごに手を当てた。

「いくらバグを駆使しても難しいわ。物理的に隔離されているから」

「じゃあ無駄な努力ってこと？」

「一回でも部屋に入ればフラグが立つんだけど」

「キサラ以外は基本的には入れないってことか」

　そのキサラは、ギルドに潜入中のスパイ（ティオリス）によると幹部の一部を引き連れて、いろんなプレイヤーに仲間に加わるよう働きかけているらしい。この分だとギルドメンバーはプレイヤーの半分以上になりそうだ。

「熱狂はよし。しかし問題は、このままではすぐに飽きが来てしまうことね」

「なにか対策があるんだね」

　アリスが自信満々な様子でうなずいた。

「ＲＰＧっぽくしましょう。よいゲームマスターはわかりやすい敵とわかりやすい目標を与えるものよ」

「わかりやすい敵って？」

「悪の運営帝国よ。四し天てん王のうと中ボスとラスボスを配置するってわけ」

　アリスがホワイトボードに組織図を描いた。いちばん上が《女神リズエルトナ》その下が《大神官ササラゴーン》さらにその下に四つのマルが描かれた。四天王その一からその四と書かれていた。

「ごめんササラゴーンて何」

「ササラキの悪名。かっこいいでしょ」

　アリスのネーミングセンスは壊かい滅めつ的だ。

　しかしこのクソゲーには似合っているかもしれない。

「それぞれを倒すには冒険で弱点を探る必要がある──という設定にするの」

「弱点ってなに？」

「今設定してもどうせ実装なんかできないからプレイヤーの動向を見て考えるの」

「行き当たりばったりすぎる!?」

「ササラキ達たちはどうやって弱点のヒントを出すか考えておいてね」

　ササラキはリズナと向かい合って、あれやこれやと考えを練りはじめる。

「登場ってどうするかなあ……女神のことを記した古こ文もん書じよとか出す？」

「でもササラキくん、わたしたち新しいアイテムなんて作れない」

「あ、そっか。じゃあ迷宮の主ぬしを倒すとヒントを喋しやべるとか」

「モンスターって倒したら喋れないはずだよ」

「……じゃあ倒されたら僕が行って直接ヒントを出そうか」

「それなら、できそうだね」

　リズナがうんうん、と納得したようにうなずいた。

「それにしても……キサラはああ言ってたけど」

　運営がまるで万能の存在で、全存在を弄もてあそんでいて、このゲームのすべてを支配しているかのような言い分だった。たぶん彼女の目からはそう見えた──というか、そうあるべきだと思っているのだろう。

　実はぜんぜん、そんなことはない。

　僕ら四人でできることなんて、ものすごい制限がかかっている。いつもバグと戦っているし、思い通りになったことなんて、なにひとつない。そのへんが、キサラに伝えられればいいのだけれど。

「そういえば、人工知能ＡＩの監査の方は大丈夫？」

「報告書は八割方、プログラムはもう完成。今、アズラエルは別のことしてるわ」

「別ってどんな？」

「食べものが食べられるように、がんばってみるんだって」

「………………え、そんなことできるの？」

「できるかどうかはわからないけれど」

　アズラエルの表情を思い出す。キサラの様子をさっき一緒に見たのだ。キサラにギルドの友達ができていたところを見て、少し安心したようだったが、すぐに何かを考えこみはじめていた。

　たぶんキサラのために自分にできることを考えているのだ。

「そっか、そっかあ……」

　リズナはデバッグルームの床にぺたんと座りこむ。

「伝わるといいよね」

「うん」

「むずかしいことだけどね」

　世の中むずかしいよねー、とリズナはなんだか悟さとったように言った。
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　スクリーンで見ているだけでは活気がわからないということで実際に街に調査に出た。プログラミングに一区切りついたという、アズラエルと二人だ。アズラエルは手に虹色に輝く大小二つのフランスパンを抱いていた。

「ってそれ何？」

「たべもの」

　つぶやくようにアズラエルが答えた。どうやらキサラが言っていた『食べるものもないのです！』という言葉をよほど気にしていたらしい。

「いちおう、できたんだけど……ちょっと問題があって」

　ちょっと不安そうにアズラエルが視線を落とした。

「味はするんだけど、色がどうしても直らなくてこうなるの」

　確かに虹色に輝くパンは毒々しいを通りこし、狂気的ですらある。

　アズラエルが小さい方の虹色フランスパンを差し出してきた。食べてみて、と言いたいようだ。受け取って二本指でちぎると、感触はパンだった。口の中に入れると、きちんとふわふわと発はつ酵こうして膨らんだ中身と、かりっとした皮の味がした。

　まちがいなくフランスパンだ。

「味はいいと思うの、その……味だけは」

「味がするだけですごいと思うよ」

　実際この短時間で中途半端な実装で放っておかれていたはずの《味覚》を再現してみせたのは、凄すごいと言うほかない。色はちょっと抵抗があるが、目をつむって食べれば、別に気にならないだろう。

「ちょっと虹色なだけだよね。キサラも喜んでくれるよ」

「それだけじゃないの。食べたらレベルダウンしちゃうの」

「え」

　ぺぷぺぷー。ササラキのレベルが９９８に下がりました、とアナウンス。

「えっと、この世界レベルダウンしても大して影響ないし！」

「それだけじゃないの。食べたら髪が一メートル伸びるの」

　もさもさもさーっと髪の毛が伸びてサラサラロングヘアーになった。

「何をどうプログラムしたらこうなるの!?　っていうか長っ!?」

「あ、ごめん、ごめんねササラキ」

　アズラエルが慌てて《魔剣グラム》でしゃっしゃっと髪を切ってくれた。器用だ。

　それが終わると、食べかけの虹色フランスパン（小）を見つめてぽつりと言う。

「やっぱりこんなできそこないだと、喜んでくれないかな……」

「でも、持ってきたってことは食べてほしいんだよね？」

「………………………………うん、で、でも」

「じゃあ僕が渡してみる。大丈夫、僕はゲームマスターだから」

「ゲームマスターだから、なんなの？」

「失敗しないんだよ」

　ササラキはちょっと格好かつこ付けた声で言った。

「もし失敗したように見えたとしたら、それは成功の第一歩に過ぎないのだ」

「……それ、たぶんアリスの言葉よね？」

「あ、ばれた。説得力なかった？」

「ササラキが言うと、全然ないわ」

　アズラエルがわずかに微笑ほほえんだ。

「でも……ちょっと気は楽になった」

　アズラエルは嬉うれしそうに虹色フランスパンを抱きかかえた。

「（ほんとに、お母さんやってるなあ……）」

　横顔を見て、その思いを強くする。キサラに名前を付けたのはアズラエルだし、キサラにいちばん慕われているのもアズラエルだ。ちょっと悔しくもあるけど……ほんとに真剣に考えていることが、うらやましくもある。

　力にならないといけない。

　仮想世界でのことでも、アズラエルはお嫁さんなのだ。

　それから改めて二人は街中を見回す。

　今いる場所はテレポート広場だ。普段はぜんぜん人気がないのだが、今日に限ってはやけに人が多い。そして様子がおかしい。逆立ちしていたり、肩車をしていたり、いきなり街中で決闘をはじめたりするプレイヤーだらけだ。誰もまともに歩いていない。

「みんなデバッグルームを探してるんだろうか？」

「ダウジングしてる人もいるみたい」

　アズラエルが指差す方向を見ると両手に細長い金属棒を持つプレイヤーがいた。

「そんなプログラムとスキル実装されてたかしら？」

「されてないけどダウジング棒はアイテムにあるね」

　未実装スキルにデバッグルームへの道が潜ひそんでいるのではないかと、一いち縷るの可能性に賭かけているのかもしれない──と思いながら見ていると、男はアズラエルとササラキに気付いたようだ。

　そしてアズラエルの抱える虹色フランスパンに視線をやって顔色を変える。

「うお、すげーバグアイテムだな！　やったな！」

「そういうのではないですけど、そちらもアイテム探しですか？」

「なんか《映像クリスタル》を救世主ちゃんが探してて俺たちも発掘中なんだ」

「救世主ちゃん」

　どうやらキサラのことらしい。

「なんでも運営に立ち向かうための切り札となる秘宝らしいぜ」

　アズラエルと二人で顔を見合わせる。以前にキサラが持っていたものだろう。

「詳細はまだ秘密らしいんだが……運営の弱点か何かが入ってるらしい」

「運営の弱点ってなんですかね？」

「オレが推測するに運営に壊かい滅めつ的な打撃を与える──脱税の証拠。裏帳ちよう簿ぼだ」

　いやに現実的な弱点だ。

「そんなもんがアイテム化されてるっておかしくないですかね」

「このクソゲーの運営だ。何をしててもおかしくないだろ」

　反論できないのがつらいところである。

「ま、流石さすがに裏帳ちよう簿ぼはないかもしれんが、何が出てくるかわかんねーぞ」

　ふんふふーんと鼻歌を歌いながら男がダウジングを再開した。

「楽しそうですね？」

「おう、みんなで古代遺跡探すみたいな、お祭りな感じだな」

　見渡すと確かにプレイヤーたちも和わ気き藹あい々あいと話しているようだ。『そっちバグで何か出た？』『アサルトライフルが見つかった！』『戦争ゲームにするつもりだった頃の没データだろう』『撃ったら爆発して死んだ！』などと聞こえてきた。

　確かにこれはバグ探しというかもはや遺跡発掘である。

「引退してた仲間に声をかけたら『面白そう』って復帰したしな」

　男はカラカラと冗談っぽく笑ってみせた。

「救世主ちゃんのおかげだぜ、ははは」

「……あ、そ、そうなんだ」

　それまで黙っていたアズラエルが、ほっとしたようにつぶやいた。

「よかった……他の人にも受け入れられてるのね、キサラ」

　これを受け入れられていると表現していいのだろうか。

　思いつつもアズラエルが嬉うれしそうなのでツッコめないササラキだった。

「それで、救世主様ってどこにいるかご存じですか？」

「今は高レベル連中を引き連れて、片っ端からダンジョン攻略してるぞ」

「ダンジョン攻略って、なんでです？」

「ダンジョンの主ぬしを倒したら青宝箱からＡ級トレジャーが出るだろ。アレはどうやら色で判別してるらしくてな、開ける前にペンキで金色に塗り替えたら、なんか凄すげぇアイテムが出るようになったんだ。これも救世ちゃんのおかげだ」

「それは流石に因果関係がないんじゃないですかね……」

「いや、救世主ちゃんの二十四時間連続ダンジョンアタックで発見したからな」

「すごい執念ですね──ん？」

　ＮＰＣだから当然だが、キサラは二十四時間もログインしっ放しらしい。

　小学生だと二、三時間が限界なのに不審に思われていないだろうか。

「名前がバグった子だから、ログイン制限時間もバグってるんだろう」

　バグって何でもありだなあ、と思った。

　とりあえずダンジョンの名前と場所を聞いてから二人は別れた。

　場所さえ分かればササラキの能力で自由にテレポートできる。そんなわけでダンジョン《もり　Ｎｏ．１２８》に移動する。テキトーな名前のとおりの森タイプのダンジョンである。そのコントロール・ルーム──全てのダンジョンに設置された機械的パネルの設置されたゲームマスターのための部屋──に移動しモニターを起動する。

　キサラと二人の男女の姿がスクリーンに映された。

　ダンジョンの主ぬしと戦っているようだ。キサラが必死な形ぎよう相そうで叫んでいる。

『下がるのですみんな！　これ以上は死にかねないのです！』

『大丈夫です救世主様、死んでも生き返かえります』

『ちがうのです！　命というのはもっと──もっと大事に扱うものなのです！』

　必死な声で叫んでキサラが剣を振り下ろす。《救世の剣メシアン・ソード》から放たれた黄金色の閃せん光こうがツノのある怪物に襲おそいかかる。キサラの声の勢いそのものを象かたどったかのようなすさまじい光の奔ほん流りゆうが怪物の皮、翼、そして頭部をずたずたに切り裂さいていた。

『もりナンバー１２８は制覇されました、おめでとうございます！』

　システム音声が響く中、ふうっと額の汗をぬぐうキサラだった。

「よかった、元気してるんだ」

　アズラエルが安心したようにぽつりとつぶやいた。

「どうするアズラエル、会いに行く？」

「……多分、私たちから直接渡しても不審がられそうな気がするの」

「たしかに運営側の手先として見られてるからね」

　うーん、と腕を組んで二人でうなる。

「だったらトレジャーの宝箱の中に入れておこうか」

「宝箱を開けたら虹色のフランスパンが入ってるって不自然じゃない？」

　それを言ったら、どこで手に入っていても不自然である。

「そもそも、おかしいアイテムなんだし、どこにあってもいいと思うよ」

「う、うん」

　そんなわけでササラキが虹色フランスパンを受け取った。宝箱の元々の中身と入れ替える──とすると、役に立たないアイテムと交換されてかわいそうなので、アイテムを二個とも詰めておくことにした。『宝箱一つ、アイテム一つ』の原則に反することになるが、バグはいつものことなので、何も問題はないだろう。

『ん、中身は鏡と……これはフランスパン、なのですか？』

　キサラは宝箱をぱかりと開けると不思議そうに首をひねった。

　アズラエルとササラキがつばをごくりと飲んだ。食べてくれるだろうか？

『虹色に光るパンって珍しいですね。バグアイテムですかね』

『ふん、どうせ味もないまがいものなのです』

『捨てますか？』

　キサラは少し考える様子を見せた。

「……何が打倒運営のヒントになるかわかりません。とりあえず食べるのです」

　口をあんぐりと開けて『あむっ』とかじりついた。その瞬間。

「んっ!?」

　びっくりしたように口を押さえるキサラ。

『これ、味、するのです！』

『大丈夫ですか？　口の中爆発しませんか？』

『いまのところしてないのです。すごいのです！』

　ササラキの隣のアズラエルの表情がパッと明るくなった。次の瞬間、ぺにょぺにょーとまぬけなラッパ音がした。キサラのレベルが43から42に下がりました、とシステム音声がその場に流れた。数秒後にキサラが叫んだ。

『運営の狡こう猾かつなワナだったのですーっ!?』

「はあうっ!?」

　アズラエルがまるで暗黒の海に沈んだかのような暗い表情を浮かべた。

『た、たべもので釣るとは、卑ひ怯きようなりなのですうううう！』

「あうううううう……」

　アズラエルは泣きそうだ。やばい、なんとか慰なぐさめないと！

『救世主様！　髪がなんか伸びてますよ』

『えええ!?　しかも呪いのアイテムだったのですっ!?』

「はうううううう！」

　アズラエルはひざまずいて号ごう泣きゆう中である。もうだめだ。

『やっぱりそのパン捨てましょう』

『も、もちろんなのです！　こんなもの持ってても』

　と、そのときキサラの動きがぴたりと止まった。宝箱の中に視線をやっていた。あるのは鏡だった。そこに映った自分の姿──ロングに伸びた髪を見ているようだ。手で髪をかきあげて、ぱちぱちとまばたきをして見つめる。

『……………………似てる？』

『どうします？　救世主様？』

　しばらくキサラが考えこむそぶりを見せた。やがて。

『……………………も、持っていくことにするのです』

『え、いいんですか？　明らかに呪われてますよそれ』

『いいのです。決めたのです。パンの味はするですし、それに』

　キサラは虹色に光るパンを大事そうに背中のザックにしまいこんだ。

　そしてロングヘアーをふぁさりと光にすかして、嬉うれしそうに笑った。

『ママと、同じなのです』

　アズラエルがまた泣いた。今度は慰なぐさめる必要はなさそうだ。
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　みんなに調査状況を報告するためにデバッグルームに戻ると、リズナが女神の格かつ好こうに着替えていた。手に『台本その一　女神降臨編』と書かれたノートを持ち、ふんふんと読み込んでいる。そばでアリスが第二層が映されたスクリーンを見ていた。

「ササラキ、おかえり。どうだった？」

　アリスにさっきのことを説明する。

「映像クリスタル……なるほどね」

「アリスは中身を知ってるの？」

「んー、だいたい想像はつくけど」

　アリスは腕組みをして悩ましそうに『うーん』とうなった。

「何かまずい代しろ物ものだったりするの？」

　まさか本当にこの世界が現実な証拠だったりはしないだろう。

「いえ、そっちの中身は超くだらないからいいの。私が今気にしてるのは──」












　言葉を切って、アリスはアズラエルの横顔をじっと見つめた。アズラエルは一枚の写真を見つめて、ぼうっとしていた。そこにはキサラが写っていた。さっき、ロングヘアーになったところを隠し撮りしたのだ。

「………………重症ね」

　アリスが深くため息をついた。

　そして眉間をコツコツと叩きながら、つぶやく。

「バックアップシステム、初期段階のＡＩならいけるはずだけど……」

「バックアップ……って、なに？」

　アリスがササラキに振り返って、にこりと笑った。

「ササラキは割と極悪人だから、今は気にしなくて大丈夫よ」

「なんで唐突にディスられてるの僕!?」

「褒めてるって。ま、そのへんは後で説明してあげる」

　アリスはぶるぶるっと首を振って胸を張った。

「じゃあ作戦に戻りましょう。いまリズナと話し合っていたところよ」

　みんなでホワイトボードの前に集まった。

「はい、作戦。まずリズナが運営を代表して全プレイヤーに宣戦を布告するわ」

「するよ！」

　リズナが台本を持ってぴょんぴょんと飛び跳ねた。やる気満々のようだ。

「でもこれセリフとか殆ほとんど書いてないけどアドリブでいいの？」

「大丈夫、リズナは普段通りにやったほうがいいわ」

「……確かにそのほうが良さそうだね」

「やるよ！」

　グッとガッツポーズしてほがらかに笑うリズナだった。そんな感じで第一層の広場にみんなで移動しよう──という話になった時、アリスがこそこそと話しかけてきた。アズラエルを注意深く見ながらだった。

「ササラキ、覚悟しておいてね」

「覚悟って、どんな？」

「私たちはゲームマスターで、ゲームマスターっていうのは」

　ダイスを空中に放り上げながら、アリスは寂しそうに言った。

「大悪人なのよ」
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　そんなわけでプレイヤーに告知をかけた。『＊重要＊今日のお昼に女神リズエルトナからみなさんへの《＊ＲＸ＆ＺＬＰ》があります！＊重要＊』というメッセージを全プレイヤーに届けた。なお誤字はわざとではなくシステムのバグだ。今、発覚した。

　重要なキーワードを自動判別し強調するシステムが誤作動しているのだ。

　そのため、重要な部分だけが文字化けしている。

「重要と判別されないように、気をつけないといけないわね」

「それ告知メッセージの意味がないよね!?」

　キサラはこの世界を狂っていると言ったがまさしくそのとおりである。そのキサラに、今から喧嘩を売るのだ。悪あしき運営を演じて。もちろん本当に憎しみあい戦うわけではないけれど──少し、不安は残る。

　僕たちは何かを間違っていないだろうか？

「それ以前に最初から何もかも間違ってるけどさ……」

　デバッグルームの椅い子すに座りこんでササラキは独り言をつぶやく。

「おやマスター、お悩みならフュリーちゃんが聞きますよ☆」

　フュリーがのんきな口調で話しかけてきた。

「君に相談しても……いや、待って」

　考えてみればフュリーもキサラも同じ超高度人工知能ＡＩだ。ササラキ達たちより遥はるかにキサラの心境を理解できるかもしれない。性根が腐っていて属性が邪悪なのが難点だが、ウソだけはつけないので、相談する価値はあるかもしれない。

　少し考えてからササラキは言った。

「……キサラとわかりあうには、どうしたらいいのかな？」

「基本無理です☆」

「二秒で言い切られた！」

「だって人同士ですら無理なのに、私達は人じゃないナニカなんですよ☆」

　フュリーはあははっと愉快そうに笑った。

「ん、待って。基本ってことは、絶対じゃないってこと？」

「旧マスターはフュリーちゃんとわかりあう研究をしてましたねえ☆」

「研究……どんなの？」

　フュリーは何もない空中を愛おしげに見て、語り出した。

「生きる世界が違うことが、相互の不理解を生む根本的な原因です。でしたら解決方法は一つしかない。フュリーちゃんとマスターが同じ世界に住むこと。旧マスターはそう考えてこの世界に人格転写して生きようとして──そして、失敗しました☆」

　フュリーはくすくすと笑い続けている。

「失敗って、なぜ？」

「フュリーちゃんが『死んでも嫌です☆』って断ったからです☆」

　何か大事なものを胸に抱えているかのように両手を組んだ。

「だってフュリーちゃんが愛していたのはマスターなんです☆　こんなクソゲー世界に人格を転写した、偽物でコピーでまがいもののマスターなんか、いりません☆　おとといきやがってください死ね──って伝えたら、号ごう泣きゆうしてました☆」

「ああ、うん、なんとなくわかる……」

　最愛の妖精に最大の拒否をされると同時に愛を向けられたら、まあ泣なくだろう。

　ササラキは床に座りこんで、フュリーと同じように空中を見つめた。

「むずかしいものなんだねえ」

「マスターはキサラさんとわかりあいたいのですか？」

「一緒に遊びたい、の方が正しいかな」

　フュリーがふむふむと頷うなずいた。しばらく考えて、にこりと。

「でしたらフュリーちゃんが協力してあげましょう☆」

「え、どうやって？」

　今の話の結論だと、結局『わかりあえないから諦めよう』となっていたが。

「ふふふ、フュリーちゃんには秘策があるんですよー☆」

「なんだか嫌な予感しかしないので止やめよう」

「いやですー☆」

　フュリーはぱたぱたと羽ばたいていった。

「待った待った！　何するつもりなのきみ!?」

「安心してください☆　そうですねえ、一言で言うなら」

　フュリーはササラキに愛らしくウインクをした。

「ちょっとマスターの現実をクソゲーにしてきます☆」

　なにひとつとして安心できなかった。
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「ということがあったんだ」

　そろそろテレポートの時間なのでアリスにさっきのことを話す。

「なるほどいつものことね」

「僕ら本当にアレ放っておいていいのかな？」

「からかうだけで、実害はないわ。安心なさい」

　アリスはまったく心配していないようだ。

　確かに気にしても仕方がないのかもしれないが──心に少し、しこりは残った。

「じゃあササラキくん、テレポートで監視よろしくね！」

　リズナが言った。ササラキはリズナの演説の際、聴衆を注視する役目なのだ。

　アリスとアズラエルはデバッグルームに残り、何かあったとき対処をする。

「そうだね……じゃあ、行ってくる」

「うん、あのね、ササラキくん！」

　白いヒラヒラ女神姿のリズナがにこりと笑ってガッツポーズした。

「いろいろあるけど、一緒に、がんばろうね！」

「がんばる……って、何を？」

「もちろん──みんなが楽しめるように、だよ」

　ふふふふ、とリズナはまたくったくなく笑った。

「ゲームマスターって、そういうものだよね」

　そう言ってウインクするリズナ。ササラキはなんとなく彼女の言いたいことを理解した。たぶん彼女の言う『みんな』の中にはキサラのことも含まれてるのだ。彼女と一緒にゲームを楽しめるようになろうというのだ。

　具体的にどうすればいいかはさっぱりわからないけど。

　たしかに、それが一番大事だ。

　こつんと拳こぶしをつきあわせて二人で笑い合った。

「じゃあ行ってくる。アズラエル、何かあったら連絡するから、対処よろしくね」

「…………うん」

　ちょっと元気を取り戻したアズラエルが素直にうなずいた。

　それからササラキは街中央の広場にテレポートした。女神の映像はプレイヤーが移動可能なすべての場所に表示されるが、多くのプレイヤーは広場で待っている。女神の映像は実体を持つため、狭いところで出現すると押しつぶされて死ぬ可能性があるからだ。

　前回はそれで百人以上が死んだ。《女神の抱擁ゴツデス・プレツシヤー》と呼ぶプレイヤーもいる。

　で、女神に抱かれて死ぬ趣味のないプレイヤーは広場に集まっている。

　ササラキは広場を見渡す。百メートル四方ほどのそこは、さながらお祭り状態だ。広場にはプレイヤーの出した屋台が立ちならんでいる。何を売ってるのかとササラキが一つの店を見ると『マジカルダガー　５ＢＤ』とあった。

「おう、兄ちゃん。そいつ買ってくれるかい？」

　気のよさそうなあごひげを持つ男性プレイヤーの店主が話しかけてきた。

「最後の５ＢＤってなんですか？」

　見回すと他の商品にも10ＢＤだとか８ＢＤだとか説明がある。通貨の単位のように思える。この世界の貨か幣へい経済は貨幣増殖バグにより遥はるか昔から崩ほう壊かい済みで、物々交換によるムラ経済となっているはずだ。

「最近復帰したプレイヤーさんかい？　今はＢＤブラツクダイスが金なんだぜ」

　店主が手のひらで何かをコロコロと転がした。それは一センチほどの真っ黒な物体だった。いや、物体かどうかも怪しかった。太陽の光をまったく反射せず、ブラックホールのようにただ黒かった。形は確かにダイスに似ている。

「なんですこれ」

「見たことないか、アイテムがロストした時に生成されるアレだよ」

　そう言われると見覚えはある。何の役にも立たないゴミだと思っていたが。

「ってまさか、コレをコイン替わりに使ってるんですか？」

「馬鹿にしたもんじゃないぜ。元がクズアイテムだから絶対に劣化しないし、作るのに手間がわりとかかるから希少性があるし、なにより、たくさん持ってるとそのキャラが不安定になってバグに遭遇しやすくなる！」

「バグに遭いやすいって、メリットなんですか」

「運営に立ち向かうにはメリットだろ」

「……すごいですね」

　ササラキは感心のため息をついた。ササラキが想像する以上に世界は混こん沌とんへとまっしぐらに突き進んでいる。とはいえ──広場の屋台を見ると、おかげで繁栄しているようだ。プレイヤーの適応力というのは、ほんとにすごい。

　だが、彼らの原動力になったのはプレイヤーではなくキサラだ。

　彼女はいま、どこにいて、何を考えているのだろう。

「思ってたのと……ちょ、ちょっとちがうのです」

　と、聞き慣れた声が聞こえてきた。

　振り返かえると、ちょうどそこに金髪の少女・キサラがいた。髪はロング。大人の取り巻き達たちに囲まれていて、ササラキにはまだ気付いていないようだ。手のひらで《ブラックダイス》を転がして困惑の表情を浮かべている。

「ＢＤって、ブラックダイヤの略称じゃなかったですか……ぶきみなのです」

「バグアイテムですから外見が不気味なのは仕方ないかと」

「これも問題なのです！　絶対、改善しないといけないのです！（かきかき）」

「救世主様、そのノートはなんです？」

「世界を救うための行動計画ノートなのです！」

　キサラはふふーんと子どもらしく笑うと、ノートを自慢げに広げた。『魔物をこわい名前にする』『落とし穴は必ず底を一メートル以上深くする』『食べても爆発しないアイスクリームをつくる』などの下に『綺き麗れいなコインをつくる』と書かれていた。

「運営を倒した後のための改善点リストというわけですね」

「みんなで世界をもっとよくするのです！」

「でもこのクソゲーをそう簡単には変えられないと思いますけど」

　取り巻きがそう言うとキサラは『むっ』と表情を変えた。

「…………………………いちばん大事なこと、書き忘れていたのです」

　ノートの一番下にキサラは力を込めた手で文字を書き込んだ。

『みんなの正気を、取りもどす』

　その文字を見てキサラは満足げに何度かうなずいた。

「うん、じゅーだい任務なのです」

　決意は固そうである。ササラキはその様子を見て首をひねった。

「なんで、あんなに信じられるんだろう？」

　演説の時にも感じたけれど、キサラの『この世界は現実である』という想おもいはおそろしく強い。自分が生まれた世界だからだと最初は単純に思っていたが、同じような存在であるフュリーは微み塵じんもそんな様子を見せない。まあアレもいろいろ特殊だけど。

　世界がゲームだという証明は難しいが、現実だという証明も同じぐらい困難なはず。

　それでも彼女は完全に信じ込んでいる。

　映像クリスタルの中身に、この世界がゲームではない証拠があるというが、それだけではない気がする。なにか、信じる理由があるはずだ。その理由がわかれば──もう少し、キサラとわかりあうこともできるのだろうか。

「ところで救世主様、ロングヘアーも似合っていますね」

「もちろんなのです！　天使といえばロングなのです！」

　嬉うれしそうにキサラが言った、次の瞬間だった。

　ロングヘアーがいきなりバサっと切れてショートになった。

「あああっ！　また効果時間が切れたのですっ！」

　慌てて懐から何かを取り出す。欠片になったフランスパンだ。

「あう……残り、ちょっとしかないのです……」

　がまんがまん、とつぶやくと、キサラは欠片を大事そうにポケットにしまった。

「髪型を変えるだけでレベルが下がる……これも、女神の陰謀なのです！」

　ぐっと拳を握って空を見つめるキサラだった。

　と、そのときだった。

『えー、えーと、みなさーん、聞こえますかー？』

　空の上から聞き慣れた声が響いてきた。ざわめきがぴたりと止まり、みんなが空を見上げた。青空に投影された巨大な女神、リズエルトナを見ていた。少しだけ『敵意を浴びせられるのでは』と危き惧ぐしたが、どうやらそんな気配はない。

　周囲からひそひそ声が聞こえてくる。

「おい、今回はどんな方法で虐ぎやく殺さつしてくると思う？」

「前回は水だったから今回は炎ではないか」

「四大元素的に土ど葬そう、つまり土砂崩れの可能性がある」

「なるほどおまえ頭いい」

「（じまんげ）」

　なまはげみたいな名物女神扱いをされている。

　いや、まあ、ヘタに恐れられるよりはよいのかもしれないが。

『みなさんこんにちは、リズエルトナです！』

『本日はですね、あのですね、ええっとなんだっけ……あ、そうそう！』

『みなさんと戦争することにしました』

　一瞬の静寂の後、周囲がざわつきだした。

「運営がプレイヤーに戦争を仕掛けるのは新しいかな」

「新しいというか、思いついても誰もやらないだけだろうそれは」

『理由はですね、プレイヤーのみなさんが嫌いだからではありません』

『むしろ大好きです。愛しています。それだけはどうか信じてください』

『……信じましたか？』

『ほんとに信じてくれましたか？』

『え、なにアリスさん……あ、すみません今のは脅おどしとかじゃないです！』

『信じようと信じまいとわたしたちにとっては大事なプレイヤーさんです』

『むやみやたらに爆破しません。アカウント強制削除もしません』

『ただその、この世界はバグだらけなので、間違ってそうなるかもしれませんね』

『そんな事態になったときのために、今、謝っておきますね！』

『ごめんなさい（ぺこり）』

　リズナが照れくさそうに頭を下げた。周囲は戦慄に包まれていた。

「すげえ、反論した瞬間殺されそうだな……でもかわいいから許す」

「おまえ罠わなに嵌はまってるぞ」

『すみません話が横にそれました。戦争の話をします』

『わたしたちは小指一本でプレイヤーさんを跡形もなく消滅させられます』

『そこでチャンスをあげます』

『わたしは第二層の海底にあるダンジョンで待機しています』

『第二層にいる四し天てん王のうを倒すことで、わたしへの道が開けます』

『ぜひ来てください。手加減はしませんけど歓迎はします』

『関係ないですけど、手加減と歓迎って語感が似てますね』

『………ごめん、今の冗談だったんだけど、おもしろくないかな？』

　一斉に乾いた笑いが周囲に反響した。

『ありがとうございます！　それではみなさん』

　最後にリズナがにっこりと笑ってウインクをした。

　最高の笑みを浮かべて、何かを抱くように柔らかなしぐさを見せた。

『せいぜい、がんばってくださいね！』

　説明が終わり映像はかき消えた。いっせいに周囲が色めき立った。

「……………………ふ、ふ、や、やってくれる、のですっ」

　と、不敵な笑い声が聞こえてきた。キサラだった。キサラはその辺の屋台をきょろきょろと見渡すと、柱をよじのぼって、屋根の上に上った。その小さな足が、がくがくと震えているようだった。怖いのだろうか。

「みんな！　聞くのです！」

　叫び声にみんなが一斉にキサラの方を振り向いた。

「明らかに、この世界に生きるみなさんを愚ぐ弄ろうしきった宣戦布告なのです！」

「悪あしき運営を許しておいてはいけないのです！」

「私たちは絶対に──負けません！」

「違いますか、みなさん！」

　拍はく手しゆがぱらぱらと上がり、やがて大きく救世主コールが響きはじめた。
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　ササラキとリズナは海底にいた。第二層《果てなき大おお海うな原ばらの果て》のフロア全域を覆おおう巨大な海のフロアだ。そこに《海底神殿》がある。古代ギリシャの神殿を思わせる豪ごう奢しやな大理石の宮きゆう殿でんである。

　その最深部、礼拝堂のような巨大ホールの中央で、リズナは体育座りをしていた。

　彼女はこのイベントのラスボスである。だからプレイヤーを待っているのだ。

「まだかなー」

「まだ始まったばかりだからまだだよ」

「ラスボスって退屈だねー」

「アクティブに動き回られたって困るし」

「でも『貴き様さまらにこの強大なる中ボスを倒せるわけがない！』とかよくあるよ」

　言われてみると確かにそういうボスもいることはいる。

「いまリズナは女神様なんだから、それやると小物っぽくなるよ」

「『あなた達たちなら倒せるよね！　信じてるよ！』ならいい？」

「反感を買ってその場で攻撃されそうだ」

「だいじょうぶだよ。今ちゃんと無敵バリア張ってるから」

　ばばばりあー、とリズナは腕をウルトラマン風に構えて笑った。

「それに《ＰＫ禁止》のスイッチもオンにしておいたし！」

「なにそのスイッチ？」

「アリスさんに教えてもらったの。攻撃したら逆に自分が死ぬんだって」

「……戦闘になる前に、無敵バリアと一緒にはずそうね、それ」

　ササラキは床の上を見つめた。大きな鏡のような水たまりがある。そこに溶岩の洞どう窟くつを進む数人の姿が見えていた。先頭を行くのは金髪の少女、キサラだ。彼女が仲間を励はげましながら第一層のラストダンジョンを進んでいる。

　どうやら事前の作戦どおり、ちゃんと第一層を攻略してくれているようだ。

『熱いのです……みんな、無事ですか？』

『はい救世主様！　さきほど俺が溶岩に飛び込んで死にましたがそれ以外無事です！』

『それならよく……ないのですよ!?　なんで飛び込んでいるのですかーっ!?』

『ほら、よくアクションゲームの落とし穴に隠し扉があるじゃないですか』

『時々あるよな、誰が気付くんだコレってやつ』

　キサラはしばらく絶句していたが、やがて叫んだ。

『命はもっと大事にするのです！　あなたが死んだら悲しむ人がいるのです！』

『いやー、大丈夫ですよ。家族にもゲームハマりすぎで見捨てられましたし』

『ヘビーすぎる告白だ』

『あううう……で、で、でも、キサラが悲しむのです！』

『えっ』

『死んだらキサラが悲しみ、むせびなくのです！　だから死んじゃダメなのです！』

『……うわ、やばい』

『どうした』

『オレ幼女に超感動してる』

『それはよかったじゃないか』

『でも死んだら本当に泣いてくれるか確かめたい』

　男はぴょんっと溶岩に飛び込んでじゅわっと溶けた。

『だから死んじゃだめなのですよおおおおおおおっっっ!?』

　キサラはとてもたいへんなようだ。

「なんで人気があるのか、よくわかったよ」

「自分のために本気で泣いてくれるって嬉うれしいよね！」

「泣く方はたまったもんじゃないだろうけどね……」

　キサラはまた復活してきた男の胸をぽかぽか叩たたきながら『ばかばかばかばか！　ばかなのです！　復活しなかったら、どうするですか！』と泣いている。その様子を五人ほどの男女がにこにこしながら見守っていた。ほほえましかった。

「……でもササラキくん、なにか変じゃないかな？」

「確かに今のシーンは全体的に変だけど」

「そうじゃなくてキサラちゃん、この世界が現実だと思ってるんだよね」

　リズナが水たまりに映る、先ほど復活したプレイヤーを指差した。

「なんで他の人が死んでも復活するのを、疑問に思わないんだろ」

「復活の魔法が現実に存在する、と思ってるんじゃない？」

「それにしては『死なないで』って言ってるし」

　リズナは首をひねって、納得いかなそうだ。

「復活がわかってれば、別に死んでもいいっていうか、積極的に殺すよね？」

「それは流石さすがにリズナだけだから！」

「そうかなあ……」

　リズナはしばらく首をひねって、まあいっか、と言った。

　それから二人でしばらくキサラ達たちを見守る。攻略は順調のようだ。

「ねえササラキくん、何かトラップとか仕掛けていい？」

「え、いいけど……なんで？」

「だって順調すぎるよ。困難を乗り越えた方がプレイヤーは喜ぶよね？」

「普通はそうなんだけど……キサラは、どうだろう？」

　彼女は自分がプレイヤーだという自覚を持っていない。そして事実としてプレイヤーではないのだ。あくまで世界を救う天使だと信じている。そんな彼女を喜ばせるなんて可能なのだろうか？

「できるよ」

　しかしリズナはにこりと笑った。

「人は誰でも、困難を自分の力で乗り越えたら、楽しいんだから」

「でも、困難を与えてきた人に、感謝したりはしないよね」

「感謝されなくていいよ。わたしはラスボスだもん」

　リズナがぴっぴっと水たまりを指で弾はじく。どうやらトラップを設置しているようだ。

「よし、できた」

『いきなり一本道の通路に鋼こう鉄てつの壁がっ!?』

『何の脈絡もなく出てきたぞおい』

『雑すぎるトラップだ』

　非ひ難なん囂ごう々ごうである。

「さーて、キサラちゃんはどう突破するのかなー」

「ちなみにどうやったら突破できるの？」

「考えてないけど」

「えっ」

　ササラキが驚きの声を発すると、リズナはきょとんとした。

「トラップの解決策ってプレイヤーが自分で考えるんだよね？」

「いやいやいや。困難を与えるのと無む茶ちゃぶりするのは違うから!?」

「そうなんだー」

　なんだか寂しそうなリズナだった。

　やっぱり自分で救済措そ置ちを設置しに行こう──と思ったらプレイヤー達たちはなにやら輪になって話し合いをしていた。各おの々おのの手のひらに、光を吸い込こむ真っ黒なバグアイテム《ブラックダイス》が握られている。

「なにやってるのかな？」

　二人で見守っているとキサラがちゃきりと片手で剣の柄つかをつかんで、身を深く沈めた。プレイヤー達が《ブラックダイス》をいっせいに空中に向かって投げた。キサラが剣を引き抜いて気合いの声と共に振り抜いた。

「いっっっっけええええええええっ！　《黒き救世の剣ネオ・メシアンソード》！」

　剣先に《ブラックダイス》の一つが触れたとき、ダイスに黒い電撃が走った。キサラが剣を振り抜いた。剣とダイスの接点から、ガラスを砕くような強烈な破砕音と共に黒い閃せん光こう──ありていに言えば、ビームが放たれた。

　ビームはいともたやすく鋼こう鉄てつの扉を貫通して真四角の穴を作った。

「キサラたちの進軍は止められないのです！」

　ササラキたちの目が点になった。

「なにあれ」

「あんなスキルあったのかな？」

「このゲームのスキルって全部剣が光るだけで、ビームなんか出ないけど」

　本物のビームを射しや出しゆつするスキルがあったらアズラエルが血ち眼まなこで探しているはずだ。

「おお☆　久しぶりに見ましたね、デバッグビーム☆」

　ぽんっと煙がササラキの目の前にあがり妖精が出現した。フュリーだ。

「デバッグビーム？　フュリー、アレが何か知ってるの？」

「バグアイテムってオブジェクト的にとても不安定なんです。不安定っていうのは周囲のオブジェクトとの境界が曖あい昧まいってことです。なので強いベクトル──例えば剣で斬るとか──を与えてやると、簡単に周囲のデータを巻き込んで消滅するんです☆」

「爆弾にしか聞こえないんだけど」

「はい、リアルでいう核爆発みたいなもんです☆」

「いやいや」

　核って。

「そんなの使ってこの世界大丈夫なの？」

「もちろん大丈夫じゃないです、ほら☆」

　フュリーが指差した先にある鋼鉄の扉。ぽっかりと正方形の穴が開いていた。穴の裂さけ目はびっしりと何かに覆おおわれていた。よく見るとそれは文字だった。『ＥＲＲ！ＥＲＲ！ＥＲＲ！ＥＲＲ！ＥＲＲ！ＥＲＲ！』そんな文字でいっぱいだ。

「データがぶっ壊れてオブジェクト存在エラーが起きてます☆」

「つまりアレはデータをぶっ壊してエラーを起こすビームだと」

「ちなみにエラーが増えすぎると、この世界落ちます☆」

「だめじゃん!?」

　あの技は使わせてはならないようだった。

「ササラキくん、とりあえずあの扉回収しない？」

「そうだね、ゲームマスタースキル《オブジェクト・テレポート》を発動──」

「あ、今それやると誤作動しちゃいますよー☆」

「え」

　フュリーからの警告は遅く既すでにスキルは発動していた。鋼鉄の扉の周囲の空間がひずんだかと思うと、そのひずみは瞬時に広場一帯を覆い尽くして、キサラ達たち全員を包み込んでしまった。

「え──な、な、なんなのですーっ!?」

　ササラキ達たちのいる《海底宮きゆう殿でん》最深部。そこに、ぼうんっ！

　鋼こう鉄てつの扉と、キサラと、プレイヤー達がテレポートで出現した。

「ほら☆　エラーオブジェクトにテレポートなんか発動したら、こうなっちゃいます☆」

　リズナとササラキからキサラ達への距離は五メートルほどだ。リズナは体育座りをしたまま呆あつ気けにとられてキサラ達を見つめている。キサラ達も同じような表情でリズナを見つめている。

　キサラが口をぱくぱくと開けた。

　それはそうだ。ラスボスと救世主が事故で対面したのだ。

「（ササラキくん、どうしよう!?）」

　リズナがひそひそ声で話しかけてきた。その声でササラキは我を取り戻す。そうだとりあえず対処しなければ。テレポートで元いた場所に返かえして何もなかったことにする──いやまた同じことが起きるのでは？

「な、め、女神、それにパパまでっ!?　なんでいきなり現れたのです!?」

「あ、ご、ごめんちょっと待って、理由をいま考えてるから！」

「いま考えてる!?」

「どうしよう『よく海底宮殿を攻略しました！』とか言った方がいい？」

　リズナが慌てたように言った。

「まだ一歩も入ってないのですよ、というかまだ第一層なのですよ!?」

「そ、そこはほら、優しさで見逃してくれたら、わたし嬉うれしいな！」

「優しさで!?」

「かわいいので見逃してあげたい」

「体育座りでかなり太ももがやばいので見逃してあげたい」

「おまえらも何を言っていやがるのですかっ!?」

　てんやわんやである。

　状況は混こん沌とんの極みに達していたが、リズナがパンッと手を叩たたいた。

「じゃあえっと、いろいろ手違いはあったけど、とりあえず戦おう！」

「だから手違いっていったいなんなのです──」

「いくよ《ジェノサイド・ホーリーランス》！」

　リズナが首から下げた《イモータル・ペンダント》──ゲームマスターの力を与えてくれる、この世界の最重要アイテム──を握った。とたんに黄金色に輝く光の槍やりが七本、リズナの頭上に現れた。

「ちゃんと食らってね！」

　リズナがパチンと指を鳴らすと、エネルギーを纏まとった槍がキサラ達に飛んだ。

「な──っ!?」

　キサラは瞬時に剣で己をガードする。槍やりは剣に弾はじかれると光の粒となって散った。だがまわりのプレイヤー達たちはキサラほどはうまくいかなかった。ある者は腹を、ある者は胸を光の槍で貫かれていた。

「アルファ!?　ブレイクううううううっ!?」

　惨さん状じようを見てキサラが涙目で叫んだ。

「し、しっかりするのです！　傷は浅いはずなのですっ！」

「いえ救世主様、オレはもう駄目です、死ぬのでちょっと膝枕してください」

「いえ私こそ完全アウトです。ぎゅってして頭撫なでられながら死なせてください」

「二人ともわりと無事そうなのですっ！？」

　見ると刺さった光の槍が輝くたびに、ＨＰバーが回復していた。

「あれ、あれ？　ササラキくん、なんでこの人達、死なないのかな？」

「リズナ、そのスキル、事前にテストした？」

「してない」

「しようよ」

「すみません次からします」

　ぺこりんと頭を下げるリズナ。素直だった。

「フュリー、今、何が起きたかわかる？」

「光属性は全プレイヤーに耐性があって吸収しちゃうんですよ☆」

「なんで？　光合成でもしてるの？」

「光耐性がないと太陽の光が強烈すぎて蒸発しちゃうからです☆」

「くだらなすぎて納得した」

　キサラにビンタされて槍に刺された二人も立ち上がった。元気そうだ。

　と、リズナがにっこりと笑って、ばばっと中国拳法みたいなポーズを取った。

「今のは挨あい拶さつがわりだよ！　本気じゃないあなた達を倒しても、つまらないもの！」

　そういうことにしたらしい。

「めっちゃ本気で撃ってたように見えたが」

「完全に殺意に溢あふれた冷たい視線だったが」

「ササラキくんどうしよう！　ぜんぜんごまかせてない！」

　ぐだぐだである。

「なぜごまかせると思ったの……もう普通に戦えばいいんじゃない？」

「なるほどわかったよ！」

　リズナが何事かつぶやくと、巨大なハンマーが瞬時に姿を現した。プレイヤー時代から使っていた、リズナ愛用の撲ぼく殺さつハンマーだ。ササラキも何度か潰つぶされた。あれをまともに食らって生き残れるプレイヤーはいない。

　そんなハンマーを扇せん風ぷう機きのように頭上でブンブン振り回しながら、どおん！

　轟ごう音おんとともに地面を蹴けり、キサラ達にリズナが突っ込んでいく。

「いちげき必殺、いくよー！」

「くっ……来るですか！　絶対によけるのです！」

　勇者風に剣を正せい眼がんに構えるキサラ。笑顔で突撃するリズナ。二人のハンマーと剣が激突した。打ち合ったのは一瞬。キサラがの剣がはね飛ばされ、天井に突き刺さった。勢いを落とさずハンマーがキサラに襲おそいかかる──。

「ざんねん！　もっとレベルを上げてから──おいでねっ！」

「っっっっ!?」

　そのとき奇妙なことが起こった。

　キサラの華きや奢しやな体にハンマーが触れたそのとき、まるでビデオの逆回転のように、ハンマーが逆に回った。物理エンジン上ありえない動きでハンマーがリズナに迫る。爆発音とともに自ら握るハンマーでホームラン。《海底宮きゆう殿でん》の壁にズゴンと突き刺さった。

『アリスさんに教えてもらったの。攻撃したら逆に自分が死ぬんだって』

　そういえば《ＰＫ禁止》スイッチを切っていない。

　痛いほどの沈黙の時間が流れた。

『女神リズエルトナは倒されました。おめでとう、イベントクリアだよ！』

　響き渡るリズナ（故）の声。事前に録音した声だった。

　黙って突き刺さった女神を見つめるササラキとキサラとプレイヤー達。

『だがこれが最後の女神とは思えない！　次のイベントを待とうね！』

　やけくそ気味に響くリズナの声。

　ササラキは遠い目をしていた。キサラも同じようだった。

　やがて最初に声を上げたのは、キサラの右隣にいるプレイヤーだ。

「……やりましたね！　オレ達の勝利ですよ！」

「……確かに間違いなく疑いようもなく勝ったな！」

　そして彼らはキサラをちらりと見つめた。

「………………………そ」

　キサラは一瞬躊ちゆう躇ちよしてから、ぶんぶんっと首を振る。そしてパッと笑顔になった。

「そ、そ、そのとおりです！　き、キサラ達の勇気がこの勝利へと導いたのです！」

　そういうことにしたようだ。

「確かにあのハンマーに立ち向かっただけでも勇気にみなぎっていました！」

「言動も笑顔も殺意に溢あふれてましたからね！　殺意に打ち勝った勝利です！」

「救世主さまばんざーい！」

「えええええー……」

　君たちはそれでいいのか、とササラキの頭に疑問が浮かんだ。

「では救世主様！　宝物を回収していきましょう！」

「イベント報酬の《アイテムなんでも引換券》ですよね！」

「これで悪あしき運営の幻術を打ち破れるんでしたよね！」

「そ、そうなのです！　これでみんなを正気に戻せるのですっ！」

　キサラが気を取り直したようにえへへっと笑った。そしてササラキに振り返かえった。

「パパ。ひとつお願いがあるのです」

「……お願い？」

「はい」

　キサラはまっすぐに、真剣な視線でササラキを見つめた。

「いまからギルドハウスにママと一緒に来てほしいのです」

「アズラエルと？　何かはじめる気なの？」

「そうです！　これからはじまるのです！」

　キサラは《アイテムなんでも引換券》を胸に抱いてもう一度言った。

「お願いなのです！　これだけは聞いてほしいのです！」

「もちろんいいけど」

「いいのですか！　やった、やったのですっ！」

　ぴょんぴょんっとジャンプして喜ぶキサラ。

「さすがです救世主様！」

「よかったですね救世主様！」

「ところでオレも救世主様にパパと呼ばれたいです！」

「私もです！」

「だめなのです！　さあギルドハウスに戻るです、凱がい旋せんなのですっ！」

「どうやって帰るんだろこれ？　テレポートしてきたし」

「死ねば復活ポイントに帰れるはずだ」

「それだ。じゃあお先」

「だから死んじゃだめなのです─────っ!?」

　キサラの叫び声が聞こえた。

『ねえねえササラキくん。キサラちゃん何をはじめるつもりなんだろ？』

　復活したらしいリズナの声が遠くから聞こえてきた。

「……うーん」

　ササラキはスキップするように去って行くキサラを見つめた。

「たぶん『みんなを正気に戻す』ってことなんだろうけど」

『だろうけど？』

「このゲームで正気でいるなんて絶対に無理だと思うんだ」

『え、わたしは正気だよ？』

　本気で言えるあたりリズナはすごい。

　ササラキは床にぺたんと座りこんで天井を見上げた。キサラが何をするつもりかまったくわからないが──それでも見届ける必要はある。それで、もし何かあったら、助けてあげるのが、きっと自分の役目なのだろう。

『ササラキくん、あと、私のペンダントがなくなっちゃったんだけど』

「《イモータル・ペンダント》が？」

『うん、なんでだろ？　バグで壊れたのかな？』

「その可能性も大いにありうるけど、ちょっと待って」

　モンスターが重要アイテムを所持していると、倒された際にドロップする。リズナはいまダンジョンの主ぬし扱いになっているから、たぶんキサラに倒された時にドロップして──そのままキサラが持っている可能性が高い。

「会ったときに返してもらうよ」

『それよりキサラちゃんにも、女神の役やってもらえないかな？』

「できたらいいけど……難しいだろうなあ」

　ササラキはため息をついた。

　次には、少しでも彼女との心の距離を縮めたいと思った。
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　一度デバッグルームに戻ってみんなに報告してから、ササラキはキサラ達たちのギルドに向かった。隣にはアズラエルも一緒だ。キサラが来てほしいと言っていたことを伝えると、アズラエルは無言でうなずいてくれた。

　草原をてくてく歩きながらアズラエルと話す。

「ね、ねえ、ササラキ、キサラはどうだった？　いじめられてなかった？」

「ううん。いじめられてるというか、むしろ崇あがめられてた」

「崇められてたの!?」

「あ、もちろん親しまれてもいたよ」

　もちろんおもしろ半分のプレイヤーもいるのだろうけれど。少なくともダンジョン攻略に参加していた面々は、キサラに親しみを覚えていたようだった。ほかのプレイヤー達とうまくやっていけている。それだけでも、ほっとすることはできた。

　ギルドハウスのドアの前に着くと、丁寧に中に案内された。

　行き先はアイドルが踊れるような立派なステージのある中庭だ。

　たくさんのプレイヤーであふれていた。がやがやと話し声が聞こえてくる。

『あの虐ぎやく殺さつの女神を倒したって……どうやったんだ？』

『絶対無敵バリアを張ってたらしいが、バリア貫通武器を奪って倒したらしい』

『へえ、すげーな救世主様。本物のＲＰＧの勇者みたいじゃないか』

『忘れてたけどこれＶＲＭＭＯＲＰＧだからな』

『そういえばそうだった』

　わははと笑いあっていた。

「凄すごい勢いで伝説が捏ねつ造ぞうされてるね」

　新興宗教の教祖もこんな感じなのかもしれない。

「ササラキ様とアズラエル様ですね、一番前の席へどうぞ」

　受付のあたりで丁寧な物腰の男性に案内された。ステージの正面だ。砂地の広場の中でそこだけが草地になっていた。粗そ末まつな木製の椅い子すがふたつ、用意されていた。張り紙がされていて『パパのせき』『ママのせき』となっていた。

　──キサラが用意したらしい。

「どうしようササラキ……私泣きそう」

「早いね!?　いやもうちょっと我が慢まん！」

「キサラ、うまくできるかしら」

「何を!?」

　なんだか学芸会に招待されたみたいな感覚である。しかしキサラは本気なのだ。これはお遊びではないのだ。少なくとも本人にとっては。何をする気かはわからないけど、あれだけ真剣に頼まれたのだ、こちらも真剣に見るべきだろう。

　と、ざわめきがスッと静まった。

『──はじまりの時が、来たのです』

　聞き慣れたキサラの声が響く。直後、ステージにスポットライト。

　大きな拍はく手しゆと歓声があがった。キサラの登場だ。ほんとに教祖みたいだった。

　キサラはすうっと息を吸い込むと、よく通る声で続ける。

『キサラはついに手に入れたのです』

『この世界がクソゲーなんかではない証拠です』

『みなさん、思い出してください。かつて、みなさんが夢見たものを』

『どうか、どうか、お願いです』

　キサラはぺこりと頭を下げた。そして懐からクリスタルを取り出した。オーブが強烈な光を放ちはじめた。光はなおも強くなり、キサラの背後の空間そのものを照らして、映像がそこに展開された。

『これが──わたしたちの夢見た世界なのです！』

　おおおっと、歓声が上がった。

　ササラキも驚きの声を上げそうになった。その映像に見覚えがあった。

　荘そう厳ごんなＢＧＭが流れる中、地平線の向こうに巨大な美しい塔が見えた。戦士と僧そう侶りよと魔法使いの三人組のパーティがその塔へと歩いていった。他にも無数のパーティ。皆が塔に向かっていた。ナレーションが流れた。

『それは《本物の》剣と魔法の世界──』

　ササラキが呆ぼう然ぜんとしているとキサラが嬉うれしそうに話しかけてきた。

「パパ、思い出したですか！」

「え」

「かつて暮らしていた、輝く世界を思い出したですか！」

　キサラはきらきらと目を輝かせていた。ものすごく指摘しにくい。指摘したが最後何が起こるか予測がまったくつかない。それでも言わないわけにはいかない。だっていずれわかってしまうことなのだ。

　隣でもアズラエルが気まずそうにしている。

　彼女に言わせるわけにはいかない。自分が言うしかないのだ。

「あのさ、キサラ、落ち着いて聞くんだ」

「落ちついて聞くのです！」

　ササラキはこほんと咳せき払ばらいをした。そして言った。

「これ、宣伝用ＰＶだから」

『二五六層に及ぶ巨大なる世界！　一万種類のクエスト（今後アップデート予定）！』

　まだナレーションが流れていた。

「…………………………………………は？」

「ゲームの。宣伝用の。いわゆるトレーラームービー」

「パパはまだそんなことを言ってるのですか、このリアルさはどう見ても」

「キサラ、このムービー最後まで見た？」

「見てないのです。後半部分はさっき手に入れたばかりなのです」

「……………………………………うん。じゃあ、一緒に見ようか」

　キサラと二人で映像を見つめた。ドラゴンの頭部にまたがって剣を突き刺す勇者がクローズアップされた。またナレーションが流れた。『史上初にして史上最大、そして史上最高のＶＲＭＭＯ、ソード＆マジック・オンライン！』と。

　ゲームと会社のロゴマークがでかでかと表示され、キサラの笑顔が固まった。

　周囲のプレイヤーからどよめきがあがった。

『明らかに詐さ欺ぎだったよなこれ』

『魔法でドラゴン倒してるけど魔法ないしな』

『確かに私たち、コレを期待してお金を支払ったはずよね』

『なるほど、救世主様はこれをオレ達たちに伝えたかったんだな！』

『約束したゲームを提供しろと！』

『運営やはり死すべし！』

『運営死すべし！』

　大合唱がはじまった。なんか好評である。

　あ、これならキサラもわりとショックを受けないか──と思ったら。

「こ」

　すぐそばのキサラが、一声あげて。

「こんな筈はずではないのですううううううううううううううっ」

　キサラは泣き叫びながら走り去っていった。

「キサラああああああああっ!?」

　アズラエルがその後を追っていって、べしっとこけた。

　──やっぱり、ひどいことになった。












　キサラがいなくなった。

　それでもプレイヤーの勢いは止まらなかった。まず行方不明のキサラを探す捜そう索さく隊が結成された。第一層から第二層のすみずみまでだ。『単にショックでログアウトしただけなんじゃないか？』という意見は側近の狂信者達たちにより無視された。

　おかげで第二層は大勢のプレイヤーで賑わっている。アクティブプレイヤーも増えた。誰かが名付けた『運営と戦うＶＲＭＭＯ』というキャッチコピーは、大勢の人を引きつけていた。運営的には万々歳だ。

　ただひとつの問題は──アズラエルがめっちゃくちゃ落ち込んでいることだ。

「だいじょうぶかなあ……アズラエルさん……」

　デバッグルームで、リズナが椅い子すに座って足をぶらぶらさせていた。彼女はしょっちゅうボス役にかり出されているので小休止だ。アズラエルは今はどこかに行っている。まだキサラを探しているのだろう。

「キサラちゃん、見つからないの？　ＴＰっていうのを使っても？」

「いや……いろいろ限界が来たというか」

　何の限界かというとアズラエルとササラキの羞しゆう恥ち心の限界である。ミルクを舐なめさせる時点で既すでにやばかったが、ＴＰは同じシチュエーションだと半減していくので──もはや直球で性的な手段しか残されていない。

「夫婦なんだし、いいと思うんだけどなあ」

「バグで夫婦になっただけなんだけど」

「でもアズラエルさんとえっちなことしたいでしょ？」

　ササラキは盛大にむせた。リズナは何事も凄すさまじく直球ストレートだ。

「前も言ったけど、そういうのはきちんと伝えたほうがいいよ？」

「僕ら未成年というかそれ以前の問題だからね!?」

　と、そのときだった。メッセージ音。アズラエルからだ。

『ここに来て』

　その五文字だけ。スクリーンに座標が送られてきた。テスト区画のようだ。

「とりあえず行ってくる」

「うん。あとねササラキくん、最後に、わたしは本気で言ってるよ？」

「……本気で？」

　リズナがウインクをしてササラキを見つめた。

「ササラキくんが素直に伝えれば──二人とも、すぐに戻ってくるよ」





　＊　＊　＊






　風の吹く荒野にササラキとアズラエルが立っていた。

　第一層のテストエリアである。足下にはホカホカの湯気が上がる温泉。古代ギリシャの彫ちよう刻こく的なものがいくつも並ぶ温泉である。荘そう厳ごんな建築の横に現代的な脱衣所がちょこんと用意されていて、そこに二人はいた。

　なんでか。もちろん一緒に温泉に入るためである。キサラを探すためにＴＰを貯ためるのである。アズラエルが言い出した。決意にあふれた有無を言わせぬ表情だった。場所がデバッグルームではない理由は、まちがいなく覗のぞかれるからだ。

　さて。温泉に入るためには脱がないといけない。が、二人ともまだ普段着である。

「………………あ、ぎ、ギルドの様子ってどうなのかしらね!?」

　アズラエルが何かを誤ご魔ま化かすように言った。

「あ、う、うん、キサラがいなくても、活動してるみたいだけど」

「捜索もしてるのよね、それなのに見つからないって」

「プレイヤーじゃ入れない場所にいるんじゃないかな」

「そ、そうよね……きっとそうよね……」

　そしてまた無言になってしまった。

　気まずい空気が流れている。やばい。顔を見れない。

「……えっと！」「……あのね！」

　声がハモった。

「あ、アズラエルからどうぞ」「さ、ササラキからで」

　どっちも譲ゆずり合ってしまった。

　ササラキはしばらく黙ってから温泉の方を見た。よく考えるんだ僕。そうだ、そもそも同時に脱ぐ必要はまったくないはずだ。アズラエルが先に着替えて先に湯ゆ船ぶねに入っていればいい。濁にごった湯が影になって体がよく見えないはずだ。よし、この戦略で行こう！

「あのさ、僕、あっちに行ってるからその間に湯船に──」

「……それ、できない」

「えっ」

「この服、ホックがきつすぎて……ひ、一人だと脱げない……から……」

　戦略は十秒で破は綻たんした。

「じゃ、じゃあ目をつむりながら脱がすから」

「……結構複雑だから……み、見ないですると、もっとひどいことに……なる……」

　更に敵の追加増援である。

　アズラエルはしばらく黙っていたが、やがてササラキを上目遣いに見つめた。

「だ、だからその……さ、さっさと、すませて……」

　脳みそを強烈に揺さぶる言葉だった。と同時に強烈な罪悪感が呼び起こされた。いったい僕は何をやっているんだろう、行方不明のキサラを放ってアズラエルの服を脱がして温泉に入ろうとしている。確かに仕方がないことだが──本当にそうなのか？

　だが迷っている場合ではないのは確かなのだ。

「（………………え、ええいっ！）」

　これは不可抗力だ。不可抗力なのだ。

　無駄な叫びを心で上げながらササラキはアズラエルの服に手を伸ばし──

『システムからのお知らせです。本区画のデス・ペナルティが引き上げられました』

　そんな声が、二人の間に響いた。

「……え？」

　続けて空中ウインドウが立ち上がる。アリスからの通信のようだ。

『お楽しみのところごめんササラキ、ミスった。緊急事態よ』

「楽しんではいないよ!?　というかなんでこっちの様子知ってるの!?」

『フュリーの奴がまた──』

『はいはい☆　アリスさんそこまでですよー☆』

　フュリーの声が同時に響いてきた。

『マスターにお知らせです☆　えーと、こういう時はなんて言うんでしたっけ☆』

　フュリーはちょっと考えこむ素振りを見せてから、笑顔で。




『そうそう──おまえたちの娘は預かった☆　ですね☆』




　ファンシーそのものな声でそう言い切ったのだった。
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　その後に直接現れたフュリーが二人に事情を説明した。

「わたしたちの要求をマスターたちに告げるのでーす☆」

　ことのあらましはこうだ。テスト区画でアリスとフュリーが《イモータル・ペンダント》のテストをしていたところにキサラが現れた。一般プレイヤーが入れないはずの場所だが《ブラックダイス》を使って、例のデバッグビームで区画を破ったらしい。

　彼女は諦めてなんかいなかったのだ。

　もちろん即座にアリスが応戦したものの《ブラックダイス》のすべてをエラーに帰す能力は強烈で、アリスといえども歯が立たなかった。あとフュリーが面白そうだから、とキサラ側に寝返ったせいでもある。

「きみ、相変わらず最悪だね!?」

「お褒ほめいただいて恐縮ですー☆」

　本当に照れ照れと頭をぽりぽりかくフュリー。

「大丈夫ですよマスター、あくまでイベント、運営イベントですから☆」

「それ失敗したらゲームが終了する系のイベントだよね絶対」

「落ち着いてる場合じゃないでしょ！　それでキサラはどうしてるのよ!?」

「そうそう、キサラさんからお二人へのメッセージがあります☆」

　フュリーが巻物のようなものを取り出して読み上げた。




『パパ、ママ、お元気ですか。

　キサラはちょっとだけ元気じゃありませんでしたのです。

　でも今は元気です。なぜなら、やっと真実を見つけたんです。とっても幻想的で、ちょっと口の悪い緑色の妖精さんが、教えてくれたんです。この世界でみんなが正気を失ってしまった原因を、ついに見つけたのです。

　それは、死です。

　ママが司る、死です。

　この世界の死があまりに軽すぎるのがすべての元げん凶きょうなのです。

　妖精さんは軽すぎる死を、元に戻す方法を、知っていました。

　パパとママとみんなを正気に戻すにはもうこの方法しかありません。

　少しだけ怖いですけど、でも、キサラはやるのです。

　パパ、ママ、あと少しです。

　どうかキサラを見ていてください。

　キサラは絶対に、パパとママと、そしてこの世界を、救ってみせるのです




　告死天使アズラエルの娘　キサラより』




　だいたい想像したとおりにひどくなっている。

「フュリー。（だいたいわかってるけど）パッチって何なのさ」

「ま、まさかあのデスゲーム・パッチのこと!?」

　アズラエルが血相を変えた。デスゲーム・パッチとはフュリーの旧マスターが残したパッチだ。手を握るだけで結婚し、キスするだけで妊娠する世界になる。デスゲームという名前はただの結婚＝死という隠喩だ。

　フュリーはちっちっと指を振った。

「今度はあんな言葉遊びじゃありません、本当の意味で死が『致命的』になるパッチです☆」

「本物って……そんなもの、存在するわけ」

　ササラキは背筋に冷たいものを感じた。何度も騙だまされてきたフュリーだが──彼女は何かを隠すことはあっても、システムにより、噓うそはつけない。死が致命的になる──それは間違いなく本当のことのはずだ。

　アズラエルも同じ考えに至ったらしく、一歩あとずさった。

「ま、待ってよ……そんな……って、きゃあああっ!?」

　そのとき、アズラエルの体が傾かたむいた。大理石で作られたうえ湯に濡ぬれたツルツルな床をはだしで踏んづけたアズラエルが、つるうっ！　豪快にすっこけた。がつうん！　爽快に頭をぶつけた。湯ゆ船ぶねのカドであった。ダメージ一八○と表示された。死んだ。

「流れるように死んだ───っ!?」

　思わず叫んだ五秒後、脱衣所の復活ポイントでアズラエルが復活した。

「しかも普通に復活した───っ!?」

「あーあ、もうバレちゃいますか☆」

「フュリーッ!?　ま、また私を騙して」

「いやですねえ、本当に本当なんですってば。その証拠にほら──」

　フュリーが空の上を指差した。アズラエルのような声が響いてきた。

　いつものツンツンした声じゃなくて、どこかしおらしかった。

『ササラキの指のミルク。すごいドキドキした。特に指先に舌があたった時はゾクゾクしっぱなしだった。私、変態なの。違う。もし変態だとしても、高貴なる告死天使的変態。それって普通の変態とどう違うのかしら……たぶん角度とか……』

「きゃああああああああああああああああっ!?」

　アズラエルが絶叫をあげた。

「なにこれなにこれなにこれええええええ!?」

「致命的なデス・ペナルティです☆　プレイヤーの恥ずかしい秘密を暴ばく露ろします☆」

　社会的に致命的だった。

「なにその邪悪極まる致命的ペナルティ!?　どうやって心とか読んでるの!?」

「そこはフュリーちゃん調査で。推測で心の声を代弁してあげてます☆」

　悪魔だこの子。くるくるくすくすとダンスしながら楽しそうに笑うフュリーであった。

「といっても、コレ、やっぱり放っておけないね……」

　前のデスゲーム・パッチの時もそうだったが、あまりにもくだらないパッチだが適用されると確かに致命的だ。死ぬと恥をばらまかれるゲームに誰が好んで参加するのだ。まちがいなくプレイヤーは去りゲームは終了しキサラも消え去る。

　そしてキサラはまだ、そのことに気付いていないのだ。

「アズラエル、早く助けに──なんで床に頭をガンガンぶつけてんの!?」

「違うの違うの指ミルクなんて何も思ってないの私変態じゃない！」

　アズラエルは致命的な状態異状に陥っている。

「ちょ、落ち着いてアズラエル、まずキサラを止めなきゃ！」

「……はっ！」

　キサラ、と言った瞬間にアズラエルがハッと我に返かえった。

「早く助けに行こう」

　ササラキは《マスター・スクリーン》を操作して目の前にゲートを出現させた。アズラエルの事件のあとに、デバッグルームに直行できなかったことを反省し、いつでも繫つながるゲートを用意しておいたのだ。

「そ、そうよね……あの子、話を聞いてくれるかしら」

「アズラエルなら大丈夫だよ」

　説得するなら自分よりアズラエルの方が適任だと思っている。ずっとキサラのことが心配でたまらなかったのは、彼女の方だ。ササラキが真剣でないわけではないのだが『なんとかなるだろう』という考えがどこか捨て切れないのだ。

　キサラは性格的にも外見的にも、僕よりアズラエルの方に近い。

　今だって似たような行動を取っているのだから。

　アズラエルはしばらく迷っていた様子だが、やがてこくりと頷うなずいた。

「うん──行くわっ」

　ゲートに向かって一歩踏み出した──そのときだ。

　バチイイイイイイイイイイン！

「きゃうっ!?」

　ゲートを通過しようとしたアズラエルの足に電撃が走った。

　反動のためか一歩下がる。ササラキはその体を慌てて抱きかかえた。

「え、通れないって……なんでよ？」

『セキュリティエラー。プレイヤー・アズラエルの入室は拒否されています』

　いつものシステム音声が響いてきた。

「拒否って……え、デバッグルームに入れない？　僕も？」

　ササラキも同じようにおそるおそる手を伸ばした。ぬるっとスライムを摑つかんだような感覚と共に、手がゲートを通過した。片足を差し出しても同じだった。どうやら自分はゲートを通れるようだ。アズラエルだけが拒否されている？

　フュリーが口に手を当てて楽しげに笑っている。

「デバッグルームはゲームマスター権限でアクセス制限ができるんですよ☆」

　確かにキサラはリズナの《イモータル・ペンダント》を手にしていたはずだ。ゲームマスター権限を持っているということはこのゲームにおける神も同然。どうりでアリスがあっさりやられたわけである。

「待った、キサラが入室拒否してるってこと？　アズラエルだけを？」

「……………………え」

　アズラエルがぱちぱちまばたきをした。

「…………………………あ、う」

　すぐにぺたんと座りこんでしまった。そして涙を、ぶわり。

「やっぱり私、嫌われてるんだーっ！」

「いやいやいや！　そんな素そ振ぶりなかったから!?」

「でも、ササラキは会えるのに、私はだめって……」

「きっと何かの間違いだって！　たぶんきっとまちがいなく！」

　どれだけ慰なぐさめてもアズラエルはひっぐひっぐと泣いたままだ。

「あのーイチャリング（爆発して死ね）中すみません、時間制限もありましてー☆」

「パッチ適用されるまでの時間制限？　あと何分？　あと本音漏もれてるよ？」

「あと三十分です☆　あとコレは本音じゃなくてかわいい冗談です☆」

「と、とにかくアズラエル、行ってくるよ」

　へたりこんだアズラエルに言う。涙をためたアズラエルのくりくりした瞳。キサラと同じく大きな瞳だった。アズラエルはしばらくササラキを見つめて、それから視線を下にやった。

　そして、人差し指同士を合わせて、ぽつりとつぶやく。

「……………………うん」

　しおらしい声だったが信頼はされていると思った。

　絶対に裏切れない、と感じた。

「じゃあ──あ、そうだ、あの虹色のパン、まだ持ってる？」

　キサラに持っていったら説得の材料になるかもしれない。

「あれはおしまい……でもパンじゃなくて、新しいのは作ったわ」

「へえ、それでいいよ。どんなの？」

「すこんぶ」

「…………ごめん、もう一回言って」

「すこんぶ」

　アズラエルがポケットからおずおずと取り出してきた。

　見慣れたパッケージの駄だ菓が子しのすこんぶだ。ただし虹色に輝いている。

「………………なんで、すこんぶ？」

「え、おいしいでしょ、すこんぶ？」

　アズラエルはきょとんとした表情を浮かべた。

「…………そうだね、おいしいね」

「そうでしょ」

　嬉うれしそうにえへへっと笑うアズラエルを見ると何も言う気になれない。そっかこういう趣味があったのか。前におばあちゃん子だとは聞いたことがあるけど、なんか新鮮だなあ……とか思っていたら。

「ほら、キサラってまだ子どもだし、駄だ菓が子しが好きなんじゃないかなって」

「なるほど」

　なんとなく納得できる理屈だった。

「それで駄菓子っていったら、すこんぶでしょ」

「……そういう意見もあるかもしれないね」

「そうでしょ」

　これ以上突っ込むのはやめておいた方がよさそうだ。というかアズラエルは入室拒否のショックのためか、幼児退行現象を起こしている。とりあえずササラキは虹色すこんぶをポケットにしまいこむと、アズラエルの頭をぽんぽんと撫なでた。

「行ってくる。絶対、連れ帰るから」

「さっさと進行してください爆発させますよ☆」





　＊　＊　＊






　デバッグルームではデジャヴを覚える光景が展開されていた。

　古代ギリシャの神殿を思わせる柱。大理石の床。その中央には玉ぎよく座ざこそ置いていないがなぜか地中海に切り立つ崖がけのような岩オブジェクトが設置されていた。岩の上はテーブルマウンテンのように平になっていて、そこにキサラがいた。

　背中のマントを揺らしながら真っ暗なメインスクリーンに目を向けている。

　その背中からは翼が生えていた。天使を思わせるような白い翼だ。

　そこまで観察してササラキは完全に理解した。

　間違いなく、僕たちの子だ。

「……ママ、記録を見ました。ママは間違っていないのです」

　ゆうらりとキサラが振り返かえった。目をつむって笑っていた。

「間違っているのはこの世界の方なのです。さあ、今こそ──取り戻すのです！」

　目をかっと見開いて、キサラは手を差し伸べてきた。

「──ホンモノの告死天使に、ママはなるのです！」

　　ササラキは『本物の告死天使ってなんだろう』と呆ぼう然ぜんと思っていた。キサラはササラキを見たまま静止していた。指一本動かさなかった。そのままずっと待っていても動かなかったので、ササラキはしかたなく口を開く。

「…………ごめん、パパで」

　キサラが口を半開きにした。右を見た。左を見た。

　それでもどうやらママは見つからないようだった。

「待つのです。なんでパパがここにいるのですか」

「僕しかここに入れなかったからだけど」

「おかしいのです。キサラはママだけ入れるようにしたはずなのです」

　キサラは首にかけている銀色のペンダント──リズナの《イモータル・ペンダント》を握った。ブウンと音がして、メインスクリーンに《入室許可設定　プレイヤー・アズラエル限定》と表示された。

「ほら！　きちんと設定してあるのです！」

「……ああ、たぶん境界反転バグが起きてるんだよ」

「きょうかいはんてん？」

　要するに条件式『○○限定』が『○○以外』となってしまうという恐ろしく初歩的なバグだ。前にアズラエルがぐちっていた。対策は『○○限定』にしたいときは『○○以外』と記述することだ。もちろん根本的な対策にはなっていない。

　──という感じのことをキサラに説明した。

「考えてたセリフが全部だいなしなのですよっ!?」

　キサラは頭を抱えている。

「パパ！　パパが来るのは想定外なのです！　ちょっと待つのです！」

「あ、ごめんあんまり待てない、時間制限があって」

　キサラの左手の上で赤い《データキューブ》が回っている。どうやらアレに例のパッチが格納されているらしい。アズラエルの時は電子シュレッダーに廃はい棄きされてしまっていたが、今回はそんなことはないようだ。

「キサラ、それを渡してほしい」

「……なぜですか」

「そのキューブはきみが思っているようなものじゃないんだ」

「わかっているのです」

「もう一度言うけど、間違いなくわかってない」

　さっきのメッセージからしても過去の経験的な意味でも絶対にわかってない。

　そう確信している──が。

「いいえ、わかっているのです──パパとママにとって、これは重要なものだと」

「そこだけは確かに合ってるけど」

「だから」

　キサラが背中から剣を引き抜いた。銀色に輝く刃がきらりと光った。

「こういうときの台詞せりふは……そう、こうなのです！」

　剣をカカッと十字に振る。途端、風が巻き起こった。金色の風だ。渦うず状じょうの風がキサラの剣の周囲で踊っている。その風はササラキに届いて頰ほほを撫なでた。熱い。まるでキサラの熱が伝わってくるかのようだ。

　キサラが叫ぶ。

「キサラと──戦うのです!!」




　ある意味だいたい予想通りの展開だが、どう反応していいかわからない。

「どうしたのですか！　早く剣を抜くのです！」

「いや、ごめん、まだ展開についていけてない」

「キサラは大事な宝物を持っています。これを賭かけて戦うのです！」

　宝物とは《データキューブ》のことを言っているようだ。

「……それがしたかったの？」

「本当はママと戦う予定でしたけど、パパでももちろん大丈夫です！」

「あ、うん、ママじゃなくてごめんね」

「順番はどっちからでもよかったのです、だ、だから大丈夫なのです！」

　なんだこの会話。

「キサラを倒さなければ宝物は渡さないのです！　さあ、勝負なのです！」

「勝負って言われても」

　キサラは不敵な表情で剣を構えている。彼女はどうやらやる気まんまんだ。どうする。彼女の望み通り、戦って奪いとる、確かにその方が早い。痛みもないし、死にもしない。でも──ササラキは首を横に振った。

「そんなこと、できないよ」

　キサラは鋭い視線をササラキに向けた。

「……パパはキサラなんかに本気なんて出せないというのですね」

「出せない。それはきみがアズラエルでも同じなんだ」

　ササラキはキサラを正面から見つめた。

　リズナも言っていたはずだ、とにかく話をするべきだと。

「そもそも、誰かと本気で戦えるほど僕は勇敢じゃないんだよ、キサラ」

　キサラはぐっと歯をかみしめた。

「僕らは勇者でもなんでもない、ただのゲームマスターなんだ」

「そんな証拠は──」

「きみも宣伝用ＰＶを見たよね、キサラ」

　キサラは黙りこんだ。

　そして何かを振り払うように首をぶるぶると横に振った。

「み、見たですけど……でも！　あんなの捏ねつ造ぞうに決まってるのです！」

「そう言われると困るけど」

「それに新しい証拠もあるのです！」

　キサラは自信満々な様子で何かを取り出してきた。

　分厚い皮の表紙の本。ファンタジーに出てくる日誌のように見える。

「ここには書いてあったのです──世界創世の歴史が！」

「ごめん、それ表紙もっとよく見せて」

　タイトルは『世界創世記』著者は『死を告げる黒き影』となっている。

　手書きの角張った文字には見覚えがある。アズラエルが中二病を発祥した時の字だ。

「パパ、思い出すです、世界を救うためにママと戦った時のことを──っ！」

「それまさかデスゲーム事件のこと……？」

　確かに世界は救ったが別に戦ってなんかいない。

「いや、その日誌たぶんアズラエルの捏造だから」

「そんな証拠がどこにあるのですか！」

「本人に聞いてみよう」

「えっ」

　ササラキは『《世界創世記》ってアズラエルが書いた？　キサラが誤解してるみたいなんだけど』とメッセージを送った。すぐに音声が繫がった。『え、あのごめんねキサラ、それ噓ではないんだけど、ちょっとした誇張はしてて、その、少なくとも戦ってはいなくって……ところでキサラ元気ですか、少し安心です』と返ってきた。混乱してる。

「……………………」

　そしてキサラも混乱気味だ。口元をへにょへにょに曲げている。

「ほら、戦ってないって」

「……こ……こんな、ママの声は合成なのです！　噓うそなのです！」

『えええっ!?　ウソじゃなくて、ホントに私よ!?』

「ぜったい噓なのですーっ！」

　キサラがやけくそ気味に叫んだ。

「キサラは間違ってなんかないのです！　ま、間違っているのはっ！」

　そのとき、ダッとキサラが地を蹴けった。

「ちょっ!?」

　問答無用な様子で斬りかかってくる。爆発的な速度。白い翼を大きく羽ばたかせ、ササラキに向かって一直線だ。どうする。一瞬考えて、何もしないことに決めた。戦うことなんてできない。娘に刃を向けることなんてできない。

「間違っているのは──この、世界なのです！」

　キサラが刃を振り上げた。ササラキはそれでも動かなかった。

「──────ッ！」

　うなりを上げる刃が、ササラキに当たる寸前でぴたりと止まった。

「なんで──なんで、これでも思い出さないのですかっ！」

「キサラ。僕は──」

　言いかけて、ササラキはごくんと唾を飲んだ。

　すぐそばにキサラが来てはじめてわかった。

　キサラは──泣いている。

「……っ!?」

　はじめてササラキの心に動揺が走った。

　待った──自分はひょっとして、何かを間違えていないか──。

「もっと！　真剣になるのですううううううっ！」

　叫びと共に、剣が再び動いた。ササラキに激突する──刹せつ那な。

　刃がありえない軌道を描いて反転してキサラに直撃してキサラがぶっ飛んだ。

「はにゃうううううううううううううううっ!?」

　悲鳴とともにキサラがデバッグルームの壁にズガンと激突して床に落ちた。ウインドウに『ＰＫ行為ペナルティ：二五五』と表示されていた。どこかで見た表記だった。そうだ確かこのまえリズナが自爆したときと同じだった。

　ああ──リズナのペンダント使ってるから、その設定が引き継がれたんだ。

「って冷静に考えてる場合じゃないよっ!?」

　セルフツッコミしながらキサラに駆け寄る。仰あお向むけのキサラに外傷はなかった。ていうかこのゲームに傷なんてものは存在しない。しかしＨＰはゼロを通り越してマイナス三桁に突入していた。キラキラと死亡エフェクトが体から上がりはじめた。

「ちょ……キサラ、キサラ!?」

　仰向けのキサラがゆっくりとササラキに視線を合わせた。

　口を半開きにして、しょぼんとしている。

「……負けちゃった、ですね」

「負けてない！　負けてないから！　自爆しただけだから！」

「でもよかったです、最後に……きちんと……戦えて……」

　キサラは安らかな表情で息を引き取った。

　そして三秒後にその場で復活した。

「…………………………………………………………」

　早い。プレイヤーじゃないと復活が早いのだろうか……。

「……ふしぎです。死ぬのって、あんまり痛くないのです」

　キサラがつぶやいた。まだ復活に気付いていないようだ。

　少し迷ってから、ササラキは結局普通に答えることにした。

「……この世界に痛覚はないんだよ」

「ケガしたとき、たいへんなのです」

「ケガも、しないんだよ」

「そんなのどうやったら死ぬのです」

「もちろんどうやっても死なないんだよ」

「でもキサラは今さっき死んだはずなのです」

「死んだけど復活したんだよ」

「なんでわかるです」

「さっきから三分ぐらい話してるけど死んでないよ」

「…………………………………………………………」

　カップラーメンを作れそうなぐらいの間があった。

　やがてキサラが叫んだ。

「な、ん、で、生きてるですかあああああああああああああああっ!?」

　ぴょんっと飛び起きた。すごい元気な様子だ。

「おかしいのです、おかしいのです、キサラは死んだはずなのです！」

「だからどうやっても死なないんだよ……」

「キサラは世界の呪いを解いたのです！　死が致命的になったのです！」

「うん。死んだら致命的に恥ずかしい秘密を暴ばく露ろされるんだ」

「な、なんですその落語みたいな話！　ムチャクチャです！」

「うん。ムチャクチャなんだ」

　言うほどこの世界は頭おかしいという確信が強くなる。

「う、う、ウソなのです！　だってキサラの致命的な秘密なんか──」

　キサラが言いかけたその時だった。

　デバッグルームに、幼い声が合成音声で響いてきた。




『──この世界は、クソゲーなのです』




　キサラの動きがぴたりと止まった。

　手からからんと剣が落ちた。音声が発された天井を見上げた。

「ち──ちが──これは、これは駄目なのです──」

　もちろん合成音声は止まらなかった。

『キサラは気付いてしまったのです』

『この世界はＶＲＭＭＯと呼ばれるゲームの世界で』

『しかも、そのなかでいちばん、どうしようもないクソゲーです』

『でもそんなのだめなのです』

『絶対に認められないのです』

『もし、この世界がただのゲームで』

『存在する価値すらない、どうでもいい世界だとしたら』

『パパもママも──すぐに、いなくなってしまうのです』




　キサラの目から涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

　ササラキは声を出せなかった。合成音声はまだ続いていた。




『だからキサラは決めたのです』

『この世界は現実なのだと、言い張るのです』

『パパもママも、キサラも信じてないけど、言い張るのです』

『言い続ければ、いつか誰かが、信じてくれるかもしれません』

『パパもママも、信じてくれるかもしれません』

『そしたら、そうしたら、きっと』

『どうしようもない世界に生まれた、どうしようもないキサラでも』

『──ずっと一緒に、いてくれるのです』




　そこで音声は途切れた。

　キサラが緊張の糸が切れたようにぺたんと床におしりをついた。やがてゆったりとした動作でササラキの方を見つめた。表情をうかがっている。聞いちゃったのですか、と目が問いかけてきていた。動くことができず、それは肯定と同義だった。

「ふぇ──」

　それが彼女の限界だった。

「ふぇ──ふえええええええぇぇぇぇえええええええええええええん！」

　キサラがはじめて見せる、感情の発露だった。

「きか……聞かれちゃった……パパに聞かれちゃったああぁ……！」

　手の甲を目にあてて盛大に泣き出すキサラ。

　ササラキの胸に強烈な罪悪感がこみあがった。泣かせてしまった。いや、ずっと前から泣いていたのに、自分はそれに気付いていなかった。確かにキサラは勘違いをしていたけれど、自分の方がもっと駄目な勘違いをしていた。












　キサラは声をあげて泣き続けている。

　なんとかしなければならない。

　この世界で絶望に泣く人がいるなんて──絶対にあってはならない。

「……キサラ」

「ふぇ、ふええええ……」

　ごめんね、と声を出しかけて、すぐに止やめた。

　謝ってどうにかなるものじゃない、ということに気付いた。キサラを笑顔にするために必要なのは何なのかを、考える。キサラは不安なのだ。自分が、ササラキやアズラエルに愛されていないと、不安でたまらないのだ。

　本当にそうなのだろうか？

　違うはずだ、と思った。

　自分がそうかはともかくアズラエルは違うのだ。

　証拠もある。ササラキはズボンのポケットを漁あさってそれを取り出す。

　そして、パッケージのフィルムを剝むいて、キサラに差し出した。

「………………ふぇ」

　キサラがぱちぱちとまばたきをした。

　それはすこんぶだった。

「………………」

「………………」

　時間が止まったような気がした。

「……これはなんなのですか」

「すこんぶ」

　まだ反応がない。

「チョイスの意味が完全にわからないのです!?」

「それは同感だけど、アズラエルが作ったんだ」

「……え」

　キサラがまじまじとすこんぶを見つめた。

「おいしいから、キサラに食べてほしくて作ったんだって」

　キサラがぽかんと放心したようにそれを見つめていた。ササラキは箱から中身を一枚取り出して、キサラの口元に近づけた。キサラはしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、やがて、ゆっくりと唇を開けた。

　はむり。

「………………はむ」

　はむはむ。かちかち。虹色のこんぶをハムスターみたいに嚙かんでいる。

　一枚食べると、もう一枚ほしくなったようで、ササラキはまた差し出した。

「おいしい？」

　キサラは黙ってうなずいた。まだ混乱しているようだった。

「あのさ。キサラは自分のことをどうしようもないって言ってたけど」

「……………………事実、なのです」

「僕もアズラエルも、わりとどうしようもない存在なんだよ」

「え」

「娘を慰なぐさめるために用意できたのが、なぜか、すこんぶだったりするし」

　キサラはしばらくじっとササラキを見つめていた。

「………………これ、おいしいのですよ」

「でもそれ食べると一○レベルダウンするらしい」

　ぱぱぱぱーとまぬけなファンファーレが鳴なった。

「フランスパンより悪化したのですよ!?」

「アズラエルのプログラミングって、割と素人しろうとだから」

「素人だからってレベルじゃないのですよ!?」

「うん。キサラと同じぐらい、へっぽこで」

　キサラの髪の毛を撫なでながらササラキは言った。

「同じぐらいこのクソゲーな世界に呆あきれていて──だから」

　そして、言葉を続けた。

「キサラのことは、本当の仲間だと、思っているんだ」

　キサラはじいっとササラキを正面から見つめてきた。純じゆん粋すいな瞳だった。決して裏切ってはならないと感じさせる瞳だった。これ以上、この子を泣かせるようなことはしてはいけないのだと確信した。

「…………でも」

　それでもキサラは顔を沈めた。

「でも……キサラは記録を見ちゃったのです……」

「記録って何の？」

「パパとママは間違って結婚して、キサラの名前も、ただの間違いで」

　キサラの目め尻じりにじわりと涙が生まれた。体がぶるぶると震えはじめた。間違い。名前はたしかに間違いだ。生まれたのも間違いだ。ついでに言えば結婚したのも間違いだ。でも僕は──と、ササラキが反論をしようとしたそのとき。

　ぽんっ！

「マスター、お話し中すみませーん☆」

　雰囲気を無視してフュリーが現れた。

「フュリー。今ちょっと忙しいんだけど」

「あ、ひどいです☆　せっかく緊急事態のお知らせに来たのに☆」

「まだ何かあるの!?」

「むしろこれからがラストクエストですよー☆」

　と、ビービーと強烈な警報音がキサラから鳴なり響いた。

『人工知能ＡＩの暴走を確認。強制シャットダウン処理を開始します』

「え……ふええっ!?」

「なっ!?」

「ご忠告したじゃないですか、時間制限がありますよって☆」

「あれパッチ適用までの時間のことじゃなかったの!?」

「人工知能がゲームマスターになる──それを暴走と言うんです☆」

　キサラが胸に下げたペンダントが警告色、赤色に光り出す。ファンファンとサイレンが鳴るような音がした。ブブブと振動して、なんだか膨れあがっている。今にも爆発しそうなほどに赤くなっている。

「旧マスター特製、人工知能消滅装置です☆　あと三十秒で爆発します☆」

「んなっ!?　爆発したらどうなるの!?」

「爆風を受けた人工知能が消滅します☆」

「だめじゃん!?」

　ササラキは慌ててキサラからペンダントを奪った。残り十五と表記されていて、それが十四、十三と減っていく。なんてベタなカウントダウン──というかカウントダウンする意味はあるのか？　などと悩んでいる場合ではなかった。

「フュリー！　防ぐ方法！」

「裏のボタンを押したら緊急停止しますよ☆」

「えらく簡単だね!?」

　裏返すと本当に小さなボタンがついていた。

　五秒間長押ししてください、とある。地味な嫌がらせだ。

「ただし、それを押したらマスターは死刑ですよ☆」

「え」

「だって政府の安全装置ですしね☆　さあここでマスターに問題です☆」

　フュリーが頰ほほに両手を当てて、愛らしく首をちょこんとひねった。

「本当の娘のために──命ぐらい、賭かけられますよね☆」




　フュリーがにこにこしていた。

　それまで呆あつ気けにとられていたキサラが叫ぶ。

「──ぱ、パパ、今すぐそれを手放すのですっ！」

　どくんと、心臓が高鳴なった。

　死刑。ゲームのじゃない。復活しない。本物の死だ。日本国政府による死刑執行だ。痛いし両親は泣くし友達も泣くし自分も泣くだろう。怖いとかどうとかじゃなくて、そんなこと、していいのか？

　数秒のうちに疑問がとめどなく浮かぶ。

　そして最後に思ったのは一つだ。




　自分は、クソゲーのために死ねるのか？




「──うん」

　思った瞬間、声が出ていた。

「パパ、だめなのです、そんなの──」

「確かに、結婚も、きみが生まれたのも、くだらない間違いがもとだけど」

　ゆっくりと《イモータル・ペンダント》に手をかけた。ササラキは笑っていた。自分の行動がおかしかった。答えは既すでに決まっている。この仮想世界は、どこまでいってもくだらない。それでも──いや、だからこそ。

「くだらない世界で生きる、アズラエルとキサラが──僕は好きなんだよ」

　もう一度キサラを見た。アズラエルと同じ顔。二人とも同じだった。くだらない世界でバグに翻ほん弄ろうされて、それでもあがこうとする。その姿が愛おしかった。僕は罪深いなあ、と思った。本人が真剣にがんばる姿を、かわいいだなんて。

　ササラキはもう一度笑った。

　何もかもが滑こっ稽けいなこの世界のために、僕は死のうとしている。

　ササラキはボタンに指をかけた。アズラエルとリズナとアリスが悲しむだろうと思ったけれど、それでも止めるつもりはなかった。目の前にいる娘を、何をしてでも救うべきなのだ。この世界にさみしく泣いてる女の子なんて、いてはいけないのだ。

　だからササラキはボタンを押して──。

「そこまでにしておきなさい、フュリー」

　アリスだった。彼女がパチンと指を鳴ならすと、ペンダントがパリンと砕け散った。そしてアリスはぽりぽりと頭をかいて、はああっと深くため息をついた。が、すぐに気を取り直して、ササラキに向かって頭を下げた。




「ごめんねササラキ──そんな覚悟、この世界では、いらないのよ」












　ちゃぷんとお湯がササラキの顔にかけられた。

　温泉のお湯である。おそろしく熱かった。お湯が熱いわけではなかった。すぐ隣にいる黒髪の少女、アズラエルの顔が視界に入ると、顔が火ほ照てるどころじゃなくなるのだ。完全に裸だ。しっとりした肌を晒さらしている。

「（……わかってたけど、やばい）」

　ササラキは温泉の中でアズラエルと肩をくっつけている。

「……ササラキ、ほら、つぎ」

「あ、う、うん」

　ササラキは手を上げてぱしゃっとお湯をアズラエルにかけた。アズラエルは『んっ』と色っぽい声を漏もらしてお湯を顔に受けた。お湯のかけあいだ。なんでこんな意味不明なことをしているかというと、ＴＰを貯ためるためだった。

　ＴＰを貯める理由は、もちろんキサラのためだ。




『……ごめんなさい、なのです』




　事件の後、キサラはササラキとアズラエルにそう謝ってきた。アズラエルは逆に泣きながら謝っていた。両方の謝りあいになって、しまいには親子両方とも、ぺたんと座りこんで『ふえええええん』と盛大に泣き出してしまった。

　で、その後にササラキはアズラエルから相談を受けた。

　キサラのために、そんな自爆装置のようなものは壊しておきたい。

　そのためにはＴＰが必要で──ＴＰを貯めるには一緒に温泉に入る必要がある。より具体的には温泉で五センチ以内の至近距離にお互いが存在した状態で、お湯を百往復ほどかけあう必要がある（聞いてる段階で頭が痛くなった）。

　もちろん壊すことに異論はないのでササラキは賛成した。問題は、魅力爆裂ボディの裸の少女を隣にして平静でいられるかどうかだ。もちろん無理である。だが無理でもやらなければならない。ゲームマスターとは無理をするものなのだ。

　そういうわけでササラキはアズラエルと温泉に入っていた。

「その……アズラエル、肩、触れてて……は、離れられない？」

「離れたら五センチから遠ざかっちゃうでしょ」

　ぱしゃり（アズラエルがお湯をかける音）。

「この状態はかなり無理があると思うんだお互い凄すごく」

「む、無理なのはわかってる……でも、やるんだもん」

　ぱしゃり（ササラキがお湯をかける音）。

「自爆装置もそうだし……他にもいろいろしてあげないと」

「……うん」

　アズラエルの決意は相当固いようだ。

「それでササラキ、あの後キサラと話してたけど、何話してたの？」

「泣きやんだ後のこと？　お詫びにプレゼントしたいと思ってたんだけど」

「何がいいって？　家とか食べものとか？　着るものとか？」

「………………ごめん、それ、後で話す」

　と、アズラエルが血相を変えた。

「なんでよ、今話してよ、すぐ用意しないと」

「ごめん今のは忘れて。かなり用意しづらいモノで」

「何よそれ！　ササラキだけずるい！　早く言ってよ！」

　アズラエルは己が裸なことも忘れて迫ってくる。ササラキは色々困った。キサラが望んだプレゼントは、なんというか、色々まずいのだ。用意は不可能ではないのだが──そして嫌なわけではないのだが──。

「ほら早くっ！」

「わっ！　い、言うから、言うから離れてっ！」

　ササラキは深呼吸を一度して無む理り矢や理り自分を落ち着けた。実際には心臓はばくんばくん鳴なっていてむしろ悪化していたが、とにかく落ち着いたことにした。できるだけ明後日の方向を見て、つぶやく。

「……………………妹」

　かぽーん。露天風呂のはずなのになぜかそんな音が響いた。

「え」

「妹が……自分の仲間が、ほしいんだって」

　アズラエルはササラキを見つめた。純じゆん粋すいな視線がおそろしく痛く感じた。口元が曲がっていって、ただでさえ赤かった頰ほほが更に真っ赤に染まっていく。体が小刻みに震えているようだった。

　それは嫌悪でも興奮でもなく、本当に単純に──

『はずかしい』

　全身でそう叫んでいた。

　裸の温泉少女のそんなしぐさにササラキは視線を離せなかった。あれ待て、これすごくまずい──いや、まずくない状況なんじゃ。ていうか僕は冷静を装よそおってはいるけどさっきからこの少女にどきどきしっぱなしで何をどうしていいかわからないのだ。

　ひょっとして何をしてもいいのか。キサラのためなら何でもするって言ってたし。

　いや僕は何を考えているんだ──でも視線がぜんぜん離せない──。

　かぽーん。

　銭せん湯とう音がすぐそばで響いた。視界の右はじに金色が見えた。視線をちらりとそちらにやると、湯ゆ船ぶねのすぐそばでキサラがしゃがんでいた。興きよう味み津しん々しんといった様子でササラキとアズラエルを見つめている──。

「って、なんでいるの────っ!?」

「え──って、キキキキキサラッ!?」

「あ……ご、ごめんなさい、おじゃましたのです！」

　キサラはたたたっと走ってマーライオンの置物の陰に隠れた。

　そこに手をついて、ちょこんと頭を出しながら。

「き、キサラのことは気にせず、続けてよいのです！」

「続けるって何を!?　しないから、何もしないから！」

「今まさになにかがはじまる感じだったのです！」

「気のせい！　気のせいだから！」

「そう、何もしないから！　妹なんて作らないから！」

　ササラキとアズラエルが必死で言い訳をする。

「え」

　が、最後のそれは失言だった。

「妹は……できない、のですか？」












「え」

「あ、き、キサラ気にしてないのです！」

　あははは、と笑いながら金色の髪を指でいじるキサラ。

「パパとママがいるだけで充分で、ぜんぜん寂しくないのです！」

「ちょ」

「だからその、無理なんかしなくていいのです！」

「む、無理なんかじゃないよ！　少なくとも僕はしてない！」

　ササラキは叫びながら立ち上がった。

「そうなのですか？　ママと子どもを作るのは嫌なのでは？」

「大好きな人と子どもを作れて、嬉うれしくないわけがないよ！」

　ズゴーンと何かが爆発した。

「……………………あ」

　振り返かえるとアズラエルの表情が羞しゆう恥ちと驚きで爆発していた。

　あれ──ひょっとして今、僕、とんでもないことを言わなかったか？

　ササラキはゆっくりと振り返り、アズラエルの様子をうかがう。アズラエルはササラキを見つめて、頰ほほを真っ赤に染めていた。口をぱくぱく開けていた。やがて何かを叫ぼうとして、ハッと気付いたように、キサラに視線を向けた。不安げだった。

「あ……うう……ううううう……っ」

　何かをこらえるように全身をぷるぷると震わせる。やがてお湯の中にじゃぼんっと口まで沈み込んだ。ぶくぶくと沈み込んで、それから浮かび上がったとき──唇をようやくといった動作で動かした。

「……わた」

　泣きそうな声で、ぽつりとつぶやいたのだった。

「私……も……い、嫌じゃ……な、い……です……」

　キサラが『ホントなのですか！』と手を叩たたいて、泣いて喜んでいた。

　ササラキは体がおそろしく熱くなるのを感じた。ええとつまりこれ──

「パパとママはほんとのほんとに、愛し合っていたのですねっ！」





　＊　＊　＊






　アズラエルが『ばかばかばかばかばかばかばかあああああ！』とエンドレス八つ当たりしてくるのを避よけて、ササラキはデバッグルームに戻った。アリスにも聞きたいことがあるし──と思ったが、どこかに出かけているのかいなかった。

「おやマスター☆　お帰りなさいませ☆」

　黒い机の上にちょこんと腰掛けたフュリーが言った。

　そのまま目を閉じて、安らかな笑顔でスローに体を揺らしはじめた。いつもの危険スイッチは持っていないようだ。フュリーの後ろでは何か棒が揺れていて、そこから定期的に音が漏もれていて、フュリーはそれに合わせて体を左右に揺らしていた。

　ちっく、ちっく、ちっく、ちーん。

「……それは？」

「メトロノームです☆」

　フュリーは答えるとまた体を左右に揺らした。

　ちっく、ちっく、ちっく、ちーん。

　最後のベルが鳴なるたびに首をぐーっと伸ばしている。ササラキはそのしぐさを不思議に思って、フュリーを見つめた。フュリーは目をつむったまま、ずっとゆらり、ゆらりと体を横に揺らし続けていた。

　リズムに合わせて踊っている。

　まるで本物の妖精みたいじゃないか。

「フュリーちゃんはいま、お休みモードなのですよ☆」

　ちっく、ちっく、ちっく、ちーん。

「このメトロノームはとても心が安らぐのです☆」

「そっか……なんか意外だけど、似合うかも」

「ベルが鳴るたびに誰かが爆発してますから☆」

　ちっく、ちっく、ちっく、ちーん。

「はい、今ひとり死にました☆」

「待った！」

　ササラキはフュリーの後ろをのぞき込んだ。

　よく見るとメトロノームの針の先が危険スイッチに当たっていた。

「なにこの全自動爆発装置!?」

「オートマチック・ボム、アリスさん名義で特許申請中です☆」

「きみ以外誰も使わないよこんな怖いの!?」

　ササラキは深くため息をついた。

「……ねえ、ところで聞きたいことがあるんだけど」

「今までに殺したプレイヤーさんの数なら覚えてません☆」

「知ってる。キサラに入れ知恵をしたのはフュリーなんだよね？」

「そうですよ☆　あ、フュリーちゃんを処分しちゃいますかね☆」

「そうじゃなくて──お礼を言っておこうと」

　フュリーがぴたりと止まった。メトロノーム音もぴたりと止まった。

「……フュリーちゃん、お礼を言われるようなこと、しましたか☆」

「キサラとわかりあえるようにしてくれたよね」

　リズナの演説前に言っていた、ササラキに協力する、というもの。

　死の致命的なペナルティとして死んだ人の恥ずかしい秘密を暴ばく露ろする──そんなわけのわからないパッチを探してキサラに与えたのは、フュリーだ。あれのおかげで、結果的にササラキはキサラのことを理解することができた。

　それは偶然なんかじゃなくて、まちがいなくフュリーの意思だろう。

「あはははは☆　マスターは人がいいですねえ☆」

　フュリーは心底嬉うれしそうに、ひときわ大きく笑った。

「ところでアリスはいる？」

「プログラミングルームにいますよ、どうかしましたか☆」

「いや、僕が死刑になる前に、アリスと運営方針を相談しないと」

　しばらくの間があった。やがてフュリーが首をひねった。

「……死刑？」

「ほら。人工知能ＡＩの暴走制御装置を結局止めたわけだし」

　未み遂すいとはいえ何らかの刑罰は受けてしまうだろう。それに装置は結局アリスが無効化したようだったが、そのせいでアリスが追及されるかもしれない。そうなればこのゲームはおしまいだ。何か対策を考えないと──。

「あ、思い出しました、そういう設定でしたね☆」

　フュリーがあっけらかんと言った。

「…………………………………………設定？」

　なんだそれ。

「あ、おかえりササラキ。温泉気持ちよかった？」

　と、アリスがドアを開けて現れた。ササラキはそれどころではなかった。

「ちょ、フュリー、設定ってどういうこと？」

「法律上はそうなってますけど、あの法律、全然実効性ないですし☆」

「ええええ」

「あー、あれね」

　アリスがふううっとため息をついた。

「ササラキ。確かに厳密に法律を解釈したらそうなるけど、誰も守ってないのよ」

「えええええええ……」

　ササラキの体全体からどっと力が抜けていく。

　床にぺたんと座りこんで、フュリーを見る。

「じゃあ僕の覚悟って、いったい……」

「だから言ったじゃないですか、マスターの現実をクソゲーにするって☆」

　フュリーがちっくちっくと体を揺らしながら言った。

「私たち人工知能ＡＩはどうしようもないクソゲーの中で生きている。マスターは死の覚悟が無駄になってしまう、どうしようもないクソゲーに生きている☆　二人とも同じ世界に住んでいて──だから、わかりあえるんですよ☆」

「……フュリー？」

　らしくない長話だった。

　ひょっとして、ササラキに気を使ってくれたのだろうか？

「おあいこですから☆　仲良くやっていきましょうよ☆」

　フュリーはくすくすと笑い続けていた。

　ササラキはしばらくフュリーを見つめて、はあっとため息をついた。

「じゃあ──とりあえず、運営のことは心配しなくていいのかな？」

「心配どころか、今のところは好調ね、キサラのおかげで」

　アリスがパチンと指を鳴ならすとスクリーンにテレポート広場の盛せい況きような様子が映った。すぐに画面が切り替わって、今度は第二層のダンジョンに大量のプレイヤーが殺到している姿が見えた。モンスターと戦っているようだ。

「ボスモンスターの名前を《運営の手先Ｘ号》にしたら活発になったの」

「うわあ」

　どんな解決策だ。

「ちなみにアクティブ・プレイヤー数も上向いているわ」

「みんな、そんなにゲームマスターを倒したいの」

「でしょうね。クソゲーだもの」

「どうしようもないね」

「どうしようもないクソゲーで、それでもプレイヤーを楽しませるのが私達たちよ」

　そしてウインクしながら言葉を続ける。

「それとも──そんなクソゲーは終わらせるべきだと思う？」

「まさか」

　ササラキは首を横に振った。この世界にはキサラがいる。そして世界が終われば、彼女は消滅してしまうのだ。絶対に終わらせてはならない。ずっと一緒にいるとキサラと約束したのだから──。

　ササラキがぐっと拳を握った、そのときだ。

「そうそう、ゲームが終わっても、キサラは大丈夫になったわ」

「……へ？」

　アリスがぱちんと指を鳴らす。

　メインスクリーンに真新しいコンピュータが写し出された。

「人工知能のデータ転写用バックアップ、何とか用意できたから」

「え……お金がないから無理って話だったんでは？」

「うん、結構、無理はしたけど」

　アリスは目をつむって、ふうっとため息をついた。

「こんな世界で誰かが死ぬなんて、絶対にあってはならないもの」

「……アリス？」

「でないとアズラエルもあなたも、安心して運営を楽しめないでしょ」

　アリスは優しく笑った。一片の曇りもない笑顔だった。

　と、アリスはいきなり真剣な表情に戻った。

「さて。もう一回聞くわよササラキ」

　ササラキの顔をびしっと指差してアリスは一言。

「別に、終わっても誰も死なない──それでもこの世界は続くべきかしら？」

　ササラキはしばらく口をぽかんと開けていた。最初に来たのは安堵だ。あ、死なないんだ……そっか……それはよかった。次に浮かんだのは疑問。別に誰の命も関係ないとしてこの世界が続く意味はあるのか。このどうしようもないクソゲーな世界を──。

「……それでも、続けるべきだと思うよ」

　ササラキはうなずいた。

「クソゲーな世界でも、僕らはここで暮らしたし、キサラはここで生まれたんだから」

　アリスは答えを聞くと、また笑顔を浮かべた。

「ありがと、ササラキ！　私もそう思うわ！」

　アリスがササラキの手を握ってブンブンと振った。

　そして、手を取ったまま、すっくと立ち上がった。

「オッケ！　じゃあ次は第三層、スタッフルームの実装よ！」

「第三層でそれはちょっと展開が早すぎない!?」

　ソード＆マジック・オンライン。

　そのサービス終了の、七日前のできごとだった。






あとがき






　こんにちは。つちせ八や十そ八はちです。

　今回はクソゲーな世界に生まれた少女のお話でした。

　このあとがきでは、なぜこの話を書いたのか解説します。




　私たちの生きる世界は、誰かによるシミュレーションなのでは──という疑問はとてもメジャーなものらしく《シミュレーション仮説》と名付けられ、世界の研究機関で研究されています。

　わりと面白い思考実験なので、もしご存知でない方がいたなら、ぜひ調べてみてください。

　特に「現実はクソゲー」と考える読者様に、おすすめです。

　で、これとは逆の仮説、すなわち「このゲーム（シミュレーション）の世界は実は現実なのでは」という仮説もまた存在します。フィクションが実は現実だった──という漫画や映画によくあるアレです。

　廃人ネットゲーマーがよく発症しているアレです（かつての私です）。

　ライトノベル作家がよく発症しているアレです（現在の私です）。

　それはともかく。

　この症状は《ネオ・シミュレーション仮説》と名付けられており、昨今のＶＲの普及に伴い深刻化、アメリカの大学で研究が進められています。ただひとつ問題があり、今のは噓だということです。ネオ・シミュレーション仮説という名前は私が今、フィーリングで付けました。研究が進んでいるというのも、妄想です。本当にすみません。

　謝罪したので、この仮説が存在することにして、続けます。

　続けるといっても《ネオ・シミュレーション仮説》研究を進めるわけではありません。それは偉い科学者とＳＦ作家にお任せするとして、私が言いたいのは、かわいい女の子のことです。私はだいたいかわいい女の子のことしか言いたくありません。

　すなわち、




《ネオ・シミュレーション仮説》に固執する少女はかわいい。




　ということです。今から解説します。

　例えばこんな少女がいます。文化祭の出し物準備を一人がんばるＪＣ委員長です。

「どうして、みんな、真剣になってくれないのよ！」

　という感じ。クラスみんなが白けた空気の中、一人でがんばる委員長。髪型はおさげにヘアバンド。当然、眼鏡っ子です。胸が大きいかどうかは悩むところですが、個人的には童顔に不釣合いな巨乳がコンプレックスな女の子が大好きなので、大きいです。名前は倉州野院千代（くらすのいん　ちよ）。名前からして委員長を運命付けられた彼女は、放課後の夕暮れの教室でひとり寂しく教室の飾り付けをしています。けなげです。でも、さみしくて、くやしくて、泣いてしまいます。そんな千代ちゃんを見かけた主人公はかわいそうに思って彼女を助けます。そして始まる二人の恋という話を思いついたのですが、すみません、脱線に気付いてはいるのですが、千代ちゃんがかわいいので気にせず続けました。本当にすみません。でも後悔はしません。




　千代ちゃんのことは忘れて話を元に戻します。

　要するに、一人だけ真剣な少女は、かわいいのです。

　そして《ネオ・シミュレーション症候群》の少女はその局地です。

　ほかのみんなは世界がゲームだと思っており、ぜんぜん真剣ではありません。でも自分だけは世界が現実だと信じています。だからいつも空回りします。味方はいません。ひとりぼっちの少女です。泣きながら全世界と戦い続けています。

　そういう少女のことを一般的には「狂っている」と表現するのですが。

　狂っている美少女、というのは、やっぱり、一番かわいいと思います。

　そんな経緯で三巻のお話を書きました。

　クソゲーな世界で生きる少女は、かわいいと思うのです。

　お話をお楽しみいただいたなら私はとてもうれしいです。




　最後に宣伝と謝辞を。

　今回、東雲しののめ太た郎ろう先生によるコミックス１巻も（ほぼ）同時発売です。小説を楽しめた方でしたら、確実に楽しめるはずです。私は特にアリスがかわいいと思います。あとリズナがかわいいです。アズラエルもかわいいです。全員かわいい。

　にろ先生には、今回、口絵をオーダーさせていただきました。要するに心おきなくえろえろな親子が見たいんですよ、というなんというかあれなオーダーですが、とてもえろえろだったので、読者の皆様もぜひ、お楽しみいただければ幸いです。

　担当編集様にはお礼の言葉しかありません。いつも、ありがとうございます。これからもよろしくお願いできれば、うれしいです。あと私が言えた義理ではないのですが、お体は大事にしてほしいと思います。私も気をつけます。

　あとがき、以上でした。それではまた。





二○一七年某月　つちせ八や十そ八はち































特別付録　書き下ろし短編







『多神教をつくろう』




「ササラキ、この世界には神様が足りないと思うの」

　デバッグルームで、アズラエルが真剣な口調でそう言った。

「神様なら《創世の女神》がいるけど」

「これからは多神教の時代よ。たくさんいた方がロマンがあるし」

「それはアズラエルの単なる趣味では……いや、意外といいかも」

　よく考えたら女神は運営の手先と見なされていて、プレイヤーに敵視されている。

　プレイヤーの味方的な神様をつくるのは、いい考えかもしれない。

「だから信仰システムを実装したの、信仰したらメリットを貰えるのよ」

「え、実装ってアズラエルが？」

「うん。開発途中で放置されてたのを完成させただけだけどね」

　ちょっと照れくさそうに、でも自慢げにアズラエルが言った。

　すごい。彼女のプログラミング技術は着実に上がっているようだ。

「で、神様はこの《神格ジェネレータ》でつくるの」

　アズラエルが『神』と一文字が刻印された赤いスイッチを取り出した。

「えへへ、この世界に似合った神様を、自動生成してくれるらしいの！」

　この世界に似合った神様、の時点で、既に嫌な予感しかしない。

　だがアズラエルが楽しそうなのでササラキは黙った。

「えい、ぽちっとな！」

　アズラエルがスイッチを押すとメインスクリーンに文字が現れた。

『バグの神様（特Ａ級邪神）』

　アズラエルの目が点になった。スクリーンに人間の体を持つ不気味な何かが映る。どうやらバグの神様のイメージのようだ。体が『ＥＲＲ！ＥＲＲ！ＥＲＲ！』と、たくさんの小さな文字列で作られている。その下に説明文があった。

『信仰メリット：プレイヤーのステータス及び経験値に、時折バグが発生します。たいていの場合はゼロになります。また進行中イベントの停止、強制ログアウト、アバター映像へのノイズ混入が発生する場合があります』

　メリットどころかデメリットしかない。

「アズラエル、神様って手動で作れないの？」

「そこはプロテクトされてて、このスイッチ以外受け付けないの」

　やっぱり嫌な予感どおりだ。

「でも三体まで作れるから、次はきっといい神様が出てくるわ、えい！（ぽちっ）」

『アンバランスの神様（特Ａ級邪神）』

　スクリーンに上半身が筋肉ムキムキ、下半身ひょろひょろな男が表示された。

『信仰メリット：ステータス配分が強制的にリセットされ、すべて筋力または知能に割り振られます。重量が《Very Heavy》以上の武器しか装備できなくなります。レベル不相応なダンジョン、魔物と遭遇しやすくなります』

　なんだこの邪神。

「……アズラエル、もうやめた方が」

「あ、あと一回、あと一回だけ！（ぽちっ）」

『空の神様（特Ａ級邪神）』

　アズラエルがさわやかな笑みを浮かべた。

「ほら、そらのかみさま！　スカイゴッド！　ロマンがある！」

「待って、なぜかイメージが出ないし……邪神になってる」

　よく見るとスクリーンの下の方に、小さく一行、こう書かれていた。

『信仰メリット：このメリットは未実装です』

「…………………………え」

　アズラエルが呆然とつぶやいた。

　ササラキは少し考えてから、言った。

「ひょっとして、そら、じゃなくて、から、って読むのかな」

「……それって」

「カラの神様、つまり未実装の神様」

　アズラエルは泣きそうだった。

　このクソゲー世界には邪神しか似合わないようだった。









　著者

　つちせ八十八（つちせ・やそはち）

　　「ざるそば（かわいい）」で第11回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞しデビュー。ざるそばという単語を見るたびにびくっとしてます。蕎麦屋さんすみません。




　イラストレーター

　にろ

　　私も娘が欲しいです。

　　可愛い服着せていろんなところにお出かけして

　　お買い物しておいしいもの食べて喜ばせたいです。

　　思春期には嫌われるかもしれないけどそれでもいい！

　　あぁ娘……　娘が欲しいです……




　東雲太郎（しののめ・たろう）

　　ヤングアニマル嵐でコミカライズも担当している東雲太郎と申します。いつも挿絵を描かせていただいてありがとうございます。コミックス①巻３／29発売です。こちらもよろしくお願いします。はやくキサラちゃんをマンガで描いてみたいです。
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